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はじめに 

令和 3 年度 拠点形成・推進委員会 委員長 佐藤 真 

 

 大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学

研究科（以下, 連合小児発達学研究科）は，5 つの国立大学法人の，臨床医学・生命科学・

心理学・教育支援学など異なった背景を持つ研究者が集い，既存の領域を超えた新しい学際

領域を創設して，「子どものこころの問題」に対して科学的な視点で対処できる人材を育成

することを理念として開設された大学院です。各大学には，「子どものこころの研究センタ

ー＊」が設置され，上記の学際領域の中で「子どものこころ」に関する基礎研究，治療法・

介入法の開発を行い，さらに，教育現場への展開など，研究成果の社会実装を進めています。 

欧米では多施設共同コンソーシアム型の研究が，発達障がいの理解，支援の上で大きな力

となっております。ところが，「子どものこころの問題」の表象には遺伝的・文化的な背景

が大きく影響するため，欧米の先端的な研究をそのまま移植してもうまく適合しないこと

がしばしばあります。連合小児発達学研究科・子どものこころの研究センターに参画する上

記 5 大学に，同じく「子どものこころの発達研究センター」を擁する弘前大学を加えた 6 大

学は，蓄積してきた研究拠点としての活動実績を協働して発展させ，アジアの研究ハブとな

るアジアコンソーシアムを形成することが必要であるとのコンセンサスに至りました。そ

の活動の中核となるものの一つに，アジアの文化的背景にも焦点をあてた診断・介入法の開

発があります。本「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会

実装」事業ではこの目的に沿った共同研究を推進いたします。 

この事業は 3 年間で実施し，本書は最終年度（令和３年度）の成果をまとめたものです。

最終年度となり，事業目的の一つである国際交流を一層活性化するべく計画を立て，実行に

つとめてきました。一方で，不測の COVID-19 の拡がりが沈静化せず，対面での国際交流

が大きく制限される事態も大きくは改善されませんでした。そのなかで，Zoom などの遠隔

会議システムをできるだけ活用し交流を進めると同時に，新たなこころの危機にも直結す

る COVID-19 に対し，日本のグループと東南アジアの連携校と積極的に手を取り合い，研

究を行っても参りました。本書では，事業の内容などの概要を各章の冒頭にまとめることで，

まず全体を俯瞰的に説明し，次いで令和３年度の詳細な活動，成果，関連する資料などを配

置し，個々の活動について詳細にお示しする形をとっております。我々連合小児発達学研究

科および弘前大学を含む関連する子どものこころの研究センター教職員一同は，少しでも

高い水準での研究実施とより良き社会還元を実施することを目指しております。本活動に

対する忌憚のないご意見およびご指導，ご鞭撻を頂けますと幸いです。 

なお，組織構成には変更がありますが，本事業を発展させる形で引き続き令和 4 年度か

ら後継事業を文部科学省のご支援のもと実施予定であることを付記させていただきます。 

＊本事業での通称。詳細は次々頁を参照とされたい 
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【 事業について 】 

 
 

 

本事業並びに本報告書では，参加各校に設置された子ども

のこころの諸問題を研究するセンターを「子どものこころの

研究センター」として一括して呼称している。 

 

正式な組織名は，大阪大学では，連合小児発達学研究科附

属「子どものこころの分子統御機構研究センター」，金沢大

学，浜松医科大学，福井大学では，それぞれ「子どものここ

ろの発達研究センター」，千葉大学では「子どものこころの

発達教育研究センター」，弘前大学では医学研究科附属「子

どものこころの発達研究センター」である。 
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＜事業について＞ 

事業名：子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装 

 

本事業は，文部科学省共通政策課題分（全国共同利用・共同実施分）「新たな共同利用・

共同研究体制の充実」の枠組で実施する事業であり，大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・

浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学研究科が事業実施主体となり，連合小児

発達学研究科を構成する 5 大学（以下，5 大学）に弘前大学が加わった 6 大学が参加し，実

施するものである。 

本事業では，共同研究推進・国際展開促進を担う担当組織を設け，連合小児発達学研究科・

子どものこころの研究センター＊が協働し，「子どものこころの問題」に対する診断・介入法

を開発すべく多施設共同研究を推進し，若手人材を育成し，共同利用・共同研究拠点認定を

目指す。同時に，拠点化を見据え，拠点となりうる現存の研究基盤を強化する。そして，欧

米に比肩しうるアジアコンソーシアムを形成してアジアのハブ拠点となり，アジアの特性

を鑑みた介入法や研究成果を世界に発信する。 
＊医学，生命科学，心理学，教育学，看護学等からなる学際領域において，子どものこころの問題を取り

扱う組織としての「子どものこころの研究センター」では，子どものこころについて科学的多様な視点か

ら問題の原因の解析を行い，解決を目指す。連合小児発達学研究科では，「子どものこころの研究センター」

で得た知見をもって，共通のプラットフォームを用いて専門家の養成をすすめる。「子どものこころの研究

センター」は，研究成果を利用した教育・保健・福祉・医療への展開をもミッションとしている。なお，こ

の名称は 6 大学の関連組織を統一的に表記する呼称として本報告書で使用する。正式な組織名は，大阪大

学では，連合小児発達学研究科附属「子どものこころの分子統御機構研究センター」，金沢大学，浜松医科

大学，福井大学では，それぞれ「子どものこころの発達研究センター」，千葉大学では「子どものこころの

発達教育研究センター」，弘前大学では医学研究科附属の「子どものこころの発達研究センター」がそれに

相当する。また，本報告書では，各大学の「子どものこころの研究センター」をそれぞれ，大学名＋センタ

ー（例，大阪大学であれば 大阪センター）と称する。また, 連合小児発達学研究科に参画している 5 大学

をそれぞれ, 連合小児発達学研究科の構成大学として, 大阪校（大阪大学）, 金沢校（金沢大学）, 浜松校

（浜松医科大学）, 千葉校（千葉大学）, 福井校（福井大学）と呼称している。 

 

【背景】 

発達障がい，摂食障害や，虐待に関連する「こころの問題」を抱える子どもたちが増えて

おり，少子化日本の大きな課題となっている。社会の喫緊の課題である「子どものこころに

関する諸問題」における脳科学的基盤の解明，治療・介入法の開発に対しては，いまだ根本

的な解決にはいたっていないものの，世界規模で活発に取り組まれており，欧米ではコンソ

ーシアム形成が急速に進んでおり，大規模共同研究が進んでいる。 しかしながら，「こころ

の問題」に関しては，遺伝・文化・社会等多様な因子が関わるため，その解決についてはグ

ローバルな視点とともに，ドメスティックな視点も必要である。特に経済状況，福祉教育シ

ステムなどの社会的背景への考慮なしに，地域に適合した介入法は開発できない。この意味
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で，日本をはじめとしたアジアにおける有効な介入法の開発は緊喫の課題である＊。このよ

うに，人種，文化の影響の大きい子どものこころの諸問題に対し，アジアの特性に留意した

研究は欠かせない。 

＊論文数や，多施設共同研究ではアジアは取り残されている。例えば，今までの自閉スペクトラム症関

連論文数は，日本 979 本(0.8 本/10 万人）や中国 1045(0.1)に対し，アメリカ 4416(1.4), 英国 

1371(2.1), オランダ 620(3.6), ドイツ 923(1.1), スウェーデン 463(4.7)。注意欠如多動症は，日本 

487(0.4), 中国 707（0.1)に対し，アメリカ 8184(2.5), 英国 2125(3.2), オランダ 1459(8.6), ドイツ

1709(2.1), スウェーデン 871(8.8)（Pubmed より作成，2018 年 5 月までの発表論文の総計）となってお

り，アジア発信の研究は欧米に大きく遅れている。 

一方，子どものこころの解決には，広く専門家を配置し知見を全国で共有する活動が必要

であるが，専門家の数が圧倒的に不足している。連合小児発達学研究科および関連する子ど

ものこころの研究センターは，日本で唯一の子どものこころに特化した組織であり，その活

動のより活性化，広がりに対する社会的ニーズは大きい＊。 

＊本事業開始に際し，多くの首長から子どものこころの研究センター強化の要望をいただいた（大阪府

池田市長，同堺市長，千葉県千葉市長，同柏市長，福井県知事，同永平寺町長，青森県弘前市長）。 

 

【本事業開始前までの取組実績】 

 連合小児発達学研究科構成 5 大学に弘前大学を加えた各大学の「子どものこころの研究

センター」では，積極的に先端的脳研究・医学研究に取り組んできた。これは，発達障が

いの診断が成育歴の聴取と行動評価によってのみ行われており，生物学的なデータが反映

されない現状への「科学」の導入の必要性を強く感じる故である。代表的な発達障がいで

ある自閉スペクトラム症をとっても，個々の子どもの特性は多様であることが知られてお

り，注意欠如多動症，学習症など他の発達障がいの合併も多い。そこで我々は，発達障が

いとその関連疾患における病態研究と特性に応じた治療法の開発研究を遂行してきた。特

筆すべき成果としては，乳幼児自閉スペクトラム症の脳磁図研究（金沢センター），愛着

障害にかかる脳画像研究（福井センター），ヒト細胞を用いた病態研究（大阪センター），

自閉スペクトラム症診断補助装置の開発（浜松センター，福井センター，大阪センター，

弘前センターの共同研究），発達コホート研究（浜松センター），オキシトシンを用いた自

閉スペクトラム症治療研究（浜松センター，金沢センター，福井センター，大阪センター

の共同研究），日本の風土に適した認知行動療法（千葉センター）や自閉スペクトラム症

に特化したペアレントトレーニング開発（大阪センター）などの介入研究，などが挙げら

れる。得られた成果は積極的に発信しており，高い評価を得てきた。上記の共同研究を含

めて，国内 11 大学，少なくとも 25 の国外大学・研究所と共同研究を実施してきた。 

 先端的脳研究のみならず，成果の社会実装にも取り組んでおり，地元自治体・医師会・教

育委員会などとの連携実績も豊富である。例えば，大阪大学では，平成 19 年度から堺市と

発達障がい支援体制についての研究を行い，早期発見・療育，養育者支援の堺市モデルを構

築してきた。平成 22 年度から池田市との受託研究にてライフステージ縦断・部署横断型ツ
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ールの作成，新規注視点検出装置の導入などを行い，同様の取り組みを平成 27 年度から西

宮市でも開始している。金沢大学は，石川県内にて，小中高等学校，特別支援学校，病院間

等，県市ネットワークを構築し，県や市の教育委員会と共同で学校教育現場への導入が望ま

しいプログラムの研修教育を開始している。浜松医科大学は，浜松市において発達障がい児

者支援体制のデザイン・維持・運営に関与し，とりわけ，医師，保健師のコーディネートに

指導的な役割を果たしている。静岡県磐田市公立小・中学校においては，いじめの実態や環

境について詳細な調査を行い，教育委員会と学校，教員が取り組むべき総合的いじめ対策を

提示した。千葉大学は，平成 27 年度から千葉県教育委員会，千葉市教育委員会，平成 29 年

からはさらに鳥取県教育委員会と連携し，「不安への対処力を養う認知行動療法プログラム

の授業実践」の研修会を小・中学校の教諭，養護教諭，スクールカウンセラーを対象に実施

し，平成 29 年度末の時点で約 413 名の指導者を養成した。一方で，平成 24 年度より柏市

の委託事業として，認知行動療法を活用した自殺対策の人材養成事業を行っている。弘前大

学は，弘前市において５歳児発達健診を行い就学前に発達障がい未診断・未支援児が多数い

ることを見出し，診断ツールを開発した。そして，小・中学校で学校コホート研究を行って

いる。 

 

【事業内容】 

拠点となるべく，オンリーワンの研究基盤である，独自の特殊材料（患者細胞），特殊

機器（脳イメージング機器，小児用脳磁図装置），永年にわたる浜松出生コホートデータ

の蓄積を，さらに強化する。そして，これら拠点化基盤の国内外との共有を積極的にすす

める。同時に，国際共同研究をすすめるにあたり，エビデンスを持った研究成果を出すに

は必須である多施設共同研究のマネジメント体制を確立し，多施設単一プロトコールにて

共同研究を実施できる体制を築く。その上で，欧米との国際比較を可能とするアジアコン

ソーシアムのハブ拠点となり，アジアの特性を鑑みた診断・介入法を開発して，研究成果

を世界に発信する。合わせて，これらの先端的成果を積極的に社会へ還元する仕組みを樹

立する。さらに，積極的に若手人材の育成を進めるために，若手海外研究・海外招聘プロ

グラムなどを実施する。 
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以上の事業を可能とするべく，5 大学および弘前大学は大学間共同研究も含め，積極的に

活動を重ねている。同時に，事業全体として活動を行うため，次項に記す委員会や部会を設

置し，協働して事業の推進にあたっている。 

 

【実施体制】 

研究科長のもと，拠点形成・推進委員会を設置し，方針策定，立案，計画をおこなう。ア

ドバイザリーボードおよび外部評価委員会を設置する。各校の子どものこころの研究セン

ター長を委員とする実行委員会のもとに，共同研究推進支援部会，国際ハブ化推進部会，並

びに拠点基盤の強化を担う拠点化基盤推進部会を置く。さらに社会実装支援部会，若手人材

育成部会を設置し，社会実装と若手の育成を図る体制としている（次頁）。事業初年度は,共

同研究推進・支援部会は国際ハブ化推進部会と一体化し事業実施にあたった。さらに令和２

年度は，関連する事項を扱う部会において，連携して事業実施に当たることで，より効率的

かつ実効性の高い活動が実施できると考え，拠点化基盤推進部会は共同研究推進・支援・国

際ハブ化推進部会とともに活動を行った。 
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【事業実施当初における実施計画】 

 本事業では，10 年をかけ，拠点化に取り組む予定としており，文部科学省にも説明済み

である。但し，本予算枠は，いわゆる大学の中期目標・中期計画によるものであり，文部科

学省からの 共通政策課題分（全国共同利用・共同実施分）「新たな共同利用・共同研究体

制の充実」による支援は，現在の第３期中期目標・中期計画の実施期間における支援となる。 

 事業内容でもふれたが，そのため当初の３年間では，アジアとの共同研究の基盤となる

「多施設共同研究支援・マネジメント体制」，あわせて「多施設単一（共通）プロトコール

の確立」を目指し，そのうえで，国際ネットワークのハブとしての活動を行うこととした。

特に，本事業では，臨床研究が重要な柱であるため，患者情報などの倫理面にも国を超えて

配慮し，活用できる体制の確立が基本となる。その詳細をまとめた図を次頁に示す。 
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さらに，2019 年事業開始当初の事業計画（10 年間）を以下に示す。 
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 拠点化を目的とする本事業では，アジア地区のハブとなるべく実施する研究の基盤とし

て，高い研究実績が求められる。前頁の図には，その点も含め記載している。 

 

【評価指標】 

 評価にあたっては，前項の事業計画の達成度が重要な指標となる。あわせて，研究拠点と

して，以下を評価指標として設定している。 

・５大学および弘前大学間での共同研究（数），人材交流実績 

・国際共同論文の数，質，およびその増加 

・日本人の特性に適した，診断・治療・介入法の提唱 

・先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム，報道数，専門家研修など） 

・若手研究者育成実績 

・アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム，共同研究，政策への反映など） 

同時に 

・国内・国際共同研究マネジメント数 

も重要な指標としている。 

 さらに，事業の実施開始にあたっては，前頁にも掲載したが， 

・既存リソースの共通化・国際共通臨床データベースの構築 

が重要と考えている（達成度の詳細は 87 頁~89 頁に記載）。 

令和３年度のこれら項目の達成度については 11 頁に図示した。詳細は 9 頁以降にまとめ

た。 

 

【期待される効果等】 

本事業では，以下の成果が期待できる。 

○ 新たな治療や介入手法の開発，関連する脳機能の基盤解明を国際的にもリードでき，関

わる大学の教育・研究の向上に大きく寄与できる。 

○ 先端的研究成果を積極的に，日本広く，もしくは国際的に活用できる体制が構築され，

広く最新の診断・治療・介入法に関する成果に浴すことができる。 

○ アジアコンソーシアムのハブ拠点として，欧米との国際比較のもと，日本人やアジア人

の特性を配慮した，実質的な治療・介入法が開発できる。 

○ 急増し，かつ対応できる人員が限定的である｢子どものこころ｣の問題に，専門的見地か

ら取り組める人員の増加が実現でき，社会的に大きな意義がある。 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 

 

 

【 活動報告 】 
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＜活動実績の概要＞ 

令和３年度は，令和元年度，2 年度の活動を受け,その実体化を目指し活動を進めた。

世界的な COVID-19 の蔓延の中, 今までの先端的研究のさらなる実施，アジア諸国と

の共同研究の基盤形成を行うとともに, COVID-19 への取り組みも行った。以下に，そ

の概要を記す。 

なお，本事業のホームページにおいてもその活動内容を紹介している。 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/ 

 

１. 事業実施体制 （1 頁～7 頁, 38 頁～86 頁, 171 頁～181 頁） 

事業初年度に確立した実施体制のもと，令和３年度は事業を進めた。詳細な体制につ

いては，一昨年度の報告書をご参照されたい。 

 

２．拠点化基盤の強化，多施設共同研究の推進（40 頁～72 頁） 

令和 3 年度は，事業主体外研究者と６大学内研究者との共同研究 10 件に対し，共同

研究支援として本事業部会より，研究支援を行った。また，研究科全体としては，令和

3 年度の国内多施設共同研究は 28 件を数えた（89～93 頁）。 

連合小児発達学研究科構成５大学ならびに弘前大学においては，いわゆる高インパ

クトファクター雑誌も含め，活発に研究が実施され（87 頁～107 頁），論文発表が行わ

れた（12 頁～37 頁）。 

 

３．アジアコンソーシアム形成に向けたネットワーク形成，国際共同研究の推進（39 頁～

～72 頁） 

令和 3 年度は，令和元年度に連携を開始したマラヤ大学医学部（マレーシア），フィ

リピン小児医療センター（フィリピン），マヒドン大学医学部（タイ），インドネシア国

立大学医学部（インドネシア）の研究者と引き続き連携して活動を行った。令和 2 年度

より，事業参加 6 大学と上記東南アジア 4 施設と共同で国際発達障がい患者レジスト

リ Asian Neurodevelopmental Disorders Registry (ANDy)を共同で立ち上げ，大阪大学

での国内一括倫理審査，各国での倫理審査を経て稼働させている。これに伴い，Data 

Sharing Policy についての同意文書を作成し海外各施設と交わした。また，COVID-19

禍における発達障がい児とその家族が必要とするサポート及び養育者が抱えるストレ

スについて，マレーシア・マラヤ大学と大阪大学・金沢大学，マラヤ大学と福井大学と

で共同研究を行ない，このマネジメントを行った。さらに令和元年度より継続して，大

阪大学が開発した小児睡眠質問票の東南アジア版の作成を 4 か国との共同研究で進め，

マレーシアではマレーシア語版及び英語版の妥当性の検証が終了し国際共同論文とし

て発表された。タイではタイ語版の検証が終了し，論文化作業中である。これら東南ア

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/
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ジア 4 大学とは，令和元年度，令和 2 年度に引き続き令和 4 年 1 月に国際シンポジウ

ム’the 3rd International Symposium for Asian Collaborative Research Network for Asian 

Children with Developmental Disorders’ を大阪会場と Zoom によるハイブリッド形式

で開催し，共同研究の成果の共有と意見交換を行った。 

 また，学内研究者の海外との共同研究および学外研究者の共通リソースの活用を推

進するため，学内対象の海外との共同研究支援および 6 大学外の研究者の学内研究者

との共同研究支援の募集を行い，２．に示したように，令和 3 年度は学内 8 件，学外２

件の共同研究に対して本事業部会より研究費の支援を行った。研究科全体の令和 3 年

度の国際共同研究論文は，71 編にのぼった（12 頁～33 頁）。 

 

４．社会実装（73 頁～74 頁，99 頁～102 頁） 

   連合小児発達学研究科では，とくに千葉校において，認知行動療法をベースとした社   

会実装（学校で，特に不登校対策として使用することを目的に独自に作製した教材～勇 

者の旅～の教育現場への展開）が進められている。アジア地域において展開を図るべく， 

台湾の教育関係者協力の下，同教材の多言語化（中国語，フィリピン語）が進められた。 

 

５．人材育成（75 頁～83 頁，102 頁～103 頁） 

 若手人材の国際交流を促進し，国際共同研究を行う力を持った若手研究者を育成す

るため，本事業部会からは若手研究者の研究支援を令和 3 年度は６件行った。研究科

全体の支援は 30 件にのぼった。 

 

６．評価指標（ＫＰＩ）に対する達成度について 

   進捗成果は以下のとおりである（詳細は，87 頁～107 頁に記載）。 

・５大学および弘前大学間での共同研究（数），人材交流実績 28 件 

・国際共同論文の数，質 およびその増加 71 編 

・日本人の特性に適した，診断・治療・介入法の提唱 33 件 

・先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム，報道数，専門家研修など）394 件 

・若手研究者育成実績 30 件 

・アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム，共同研究，政策への反映など）18 件 

・国内・国際共同研究マネジメント数 59 件 

 

なお，「既存リソースの共通化・国際共通臨床データベースの構築」については，KPI

として指標化はしていないが，予定を上回って達成できた（11 頁，87 頁～89 頁）。 

 

７．活動計画と対比した実績を以下に模式図にて示す。 

事業計画を先取りして実績をあげることができた。 
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- 12 - 
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＜委員会の活動実績＞ 

本事業では拠点形成・推進委員会が事業の方針ならびに活動の大枠を決定し，事業を推

進する役割を担う。所掌事項として，各種委員会の構成立案，関連規程の制定，人事の決

定（特任教員の選考後の承認など），予算・決算の承認などがあげられる。事業の具体的

な実施は，拠点形成・推進委員会の下に設置された実行委員会が担い，事業の成果を含め

た広報は，同じく拠点形成・推進委員会の下の広報委員会が担う（84 頁～85 頁参照）。さ

らに，本事業では，事業内容について専門家の立場で助言する組織としてアドバイザリー

ボードを設置し，事業全体の活動評価は，独立した外部評価委員会がその任にあたる。な

お，アドバイザリーボードによるアドバイスを令和３年度はいただいた。（108 頁～123

頁）また，継続事業が文部科学省に認められたこともあり，令和 4 年 4 月 6 日に、外部評

価委員会を実施した。（124 頁～170 頁） 

 

 

① 拠点形成・推進委員会 

委員長 佐藤 真 

委員長は，役職指定として連合小児発達学研究科長が務め，5 大学から各校の副研究科

長，弘前大学からは子どものこころの発達研究センター長が委員として参加した。研究科

長の交代に伴い，令和 2 年度より佐藤真研究科長が本委員会の委員長を務めた。 

事業の実行に関しては，拠点形成・推進委員会は，実行委員会を監督・指導すると位置

付けられており，その方針に沿って活動を行った。委員，関連規程並びに詳細な議事録は

3．資料の項を参照にされたい（171 頁，174 頁～176 頁，182 頁～185 頁）。 
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② 実行委員会 

委員長 佐藤 真 

実行委員会では，本事業の特徴的な活動に対応する担当部会をその下に置き，その部会

の統括を行うとともに，国際シンポジウムなど部会をまたぐ事業の実施主体として活動し

た。本委員会の構成メンバーは 171 頁に掲載し，関連規程は別途示した（177 頁～178

頁）。本委員会は，各参加校における活動をもとに，より協働しての活動を推進した。な

お，それぞれの部会（共同研究推進・国際ハブ化推進部会，拠点化基盤推進部会，社会実

装支援部会，若手人材育成部会）については，別途部会長からの活動報告をまとめた。相

互の関係の深化を鑑み，共同研究推進・国際ハブ化推進部会，拠点化基盤推進部会を同時

に開催し，経費も両部会で合議のうえ用途を定め，活動した。令和元年度末頃よりの，い

わゆる COVID-19 の世界的な広がりもあり，国際シンポジウム（アジア発達障がいコンソ

ーシアム）については，令和 3 年度も Zoom を使用して開催となったが，活発な議論が展

開できたことは幸甚であった。詳細については，(40 頁～83 頁)を参照されたい。各校に

おける活動については 87 頁～107 頁に記載した。 
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【令和 3 年度 実行委員会 各部会別活動報告】 

 

共同研究推進部会・国際ハブ化推進部会    部会長 橘 雅弥 

拠点化基盤推進部会      部会長 土屋賢治 

 

 共同研究推進部会・国際ハブ化推進部会は，令和 2 年度に引き続き大阪大学・橘特任准

教授（常勤）を部会長とし一つの部会として活動を行った。令和 3 年度は部会長の他，菱

谷特任助教（大阪大学），池田助教・廣澤助教（金沢大学），西村講師・原田助教（浜松医

科大学），浦尾講師・久能特任助教（千葉大学），謝助教・西谷特命助教（福井大学），高

橋准教授（弘前大学）の計 11 名で構成し，Zoom による会合および適宜メール会議を開催

した。 

拠点化基盤推進部会は，6 大学のデータ共有基盤整備の推進を令和２年度に引き続き行

った。令和３年度は令和 2 年度と同様に，浜松医科大学・土屋特任教授を部会長とし，吉

村講師（大阪大学），An 特任助教・矢追助教（千葉大学），関助教（千葉大学），藤澤准教

授・謝助教（福井大学），斉藤准教授（弘前大学）の 8 名で活動した。データ基盤整備に

おいては，共同研究推進・国際ハブ化部会で進めている発達障害国際共通レジストリ構築

との連携が必要であるため，令和 2 年度に引き続き，共同研究推進・国際ハブ化部会と連

携しての活動を行った。 

両部会の令和３年度の活動においては，１) 事業主体 6 大学内の海外に向けた研究支

援，2) 6 大学に所属する研究者との共同研究支援，3) 国際ハブ化の推進として，令和元年

度に形成したアジアネットワークの強化とこれを基盤とした共同研究の推進，4) 上記共同

研究に向けた研究資金獲得のための競争的研究資金への応募，5) 6 大学共通リソースの整

備の推進，を行った。令和 2 年度に引き続き，令和 3 年度も，COVID-19 の世界的な流行

により，国内外との往来が困難であり，アジアネットワークへの新規の海外組織の加入の

働きかけは行わず，既存の連携の強化に努めた。 

  

1. 学外からの共同研究公募について 

令和元年度、2 年度に引き続き，学外研究者の提案による拠点に属する 6 大学との共

同研究について公募により支援を行った。令和 3 年度の募集にあたり，令和 2 年度末に

共同研究推進・国際ハブ化部会および拠点化基盤強化部会合同で，前年度よりの募集要

項内容の変更等についてメール協議を行い，年度当初から令和 3 年 6 月 4 日まで，募集

を行った。令和３年度第１回共同研究推進・国際ハブ化部会で公募要領を策定し，６月

に共共事業，連合小児発達学研究科および各大学子どものこころのセンターHP 上に掲載

し，さらに国内の大学・研究施設に案内を送り，公募を行った（資料１）。計 3 件の応募

があり，共同研究推進・国際ハブ化部会および拠点化基盤推進部会の両部会員で厳密に
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審査を行った結果，令和 3 年度は下記の 2 件に対し各 15 万円の支援をおこなった。 

 

・清家美帆（広島大学大学院先進理工系科学研究科理工学融合プログラム助教 共同研究

者：金沢大学 横山 茂 教授） 

「災害時の心理的ストレスと行動の関係」 

・周東 智（北海道大学薬学研究院教授，共同研究者：金沢大学 東田陽博 教授，横山 

茂 教授，辻 知陽 研究員） 

「フッ素化オキシトシンの末梢オキシトシン受容体への効果」 

 

2. 6 大学内からの国際化に向けた研究支援 

６大学内における海外との共同研究・海外との共同研究に向けた試みに対する研究支

援を令和 3 年度も行った。１．学外からの共同研究公募と同時期に募集を行い（資料

２），令和 3 年 6 月 4 日の〆切までに，昨年度を上回る８件の応募があった。共同研究推

進・国際ハブ化部会および拠点化基盤推進部会の両部会員による公正な審査の上，下記

の 8 件に対し各 15 万円の支援をおこなった。 

 

・東田陽博（金沢大学） 

  「アセトニトリルタンパク質沈殿(PPT)前処理血漿中の遊離オキシトシン濃度測定」 

・西谷正太（福井大学，R1,2 年度より継続） 

  「アジア人脳・末梢組織間メチル化相関データペース（AMAZE-CpG）構築の為の日

本人データベース作成」 

・辻 知陽（金沢大学，R2 年度より継続） 

  「自閉症モデルマウスを用いた自閉症主症状改善効果を持つ漢方薬のスクリーニン

グ」 

・Mohammad Shafiur Rahman,（浜松医科大学） 

  「Association of sleep duration and sleep quality with attention deficit 

hyperactivity disorder among Bangladeshi children」 

・大里絢子（弘前大学） 

  「自閉スペクトラム症超早期介入法のアジア向けプロトタイプの作成及び効果」 

・岩渕俊樹（浜松医科大学） 

  「自閉スペクトラム症のサブタイピングに有効な認知行動課題セットの策定」 

・海地伊沙名（千葉大学） 

  「認知行動療法に基づく不安の予防教育プログラム「勇者の旅」の台湾展開」 

・原田妙子（浜松医科大学） 

  「複合ルールマネージメント課題による神経発達症者の実行機能評価の有用性の検

討」 
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３．令和２,３年度共同研究支援課題の報告会 

令和２年度および令和３年度に学外研究者の事業 6 大学との共同研究支援および学

内から海外への共同研究支援を行った課題について，令和２年度採択課題については，

令和 3 年 4 月末日までに報告書を提出していただいた（資料３）。令和３年度採択課題

については，令和４年４月末日までに報告書をご提出いただく予定である。また、令和

2 年度および令和３年度の採択課題の報告会を，令和４年３月３０日に web で開催した

（資料４）。 

 

 

４．アジア・コンソーシアム形成と連携の推進について 

令和３年度は COVID-19 流行の長期化の影響により，令和 2 年度に引き続き海外施

設と新たな連携を作ることはできなかった。令和元年度，2 年度に引き続き，共同研究

推進・国際ハブ化部会として東南アジア 4 か国（マレーシア，フィリピン，タイ，イン

ドネシア）の 4 施設と，後述の国際レジストリの構築を中心に連携を進めた。令和 4 年

1 月 21 日には，事業開始より年 1 回開催している国際シンポジウム The 3rd  

International Symposium for Collaborative Research Network for Asian Children 

with Developmental Disorders 2022 を開催した（後述）。 

 

５．国際共同研究の推進について 

a)アジア共同臨床レジストリ（Asian Neurodevelopmental Disorder Registry; 

ANDy）の構築 

国内６大学の医師で，臨床レジストリワーキンググループ（構成メンバー：大阪大学 

橘特任准教授・菱谷特任助教，金沢大学 廣澤特任助教，浜松医科大学 土屋特任教授，

千葉大学 田口特任助教・久能特任助教，福井大学 水野准教授，弘前大学 斉藤准教

授，オブザーバー 共同研究推進・国際ハブ化部会員）を構成し，zoom およびメール審

議にて，REDCap システムを用いた共通レジストリ構築を進めた。各大学の持つ診療

情報を共通レジストリに登録していく枠組みについて，菱谷特任助教・大阪大学医学部

附属病院データセンターと各大学のワーキンググループメンバー及び病院医療情報部と

協議しながら，構築を進めた。本レジストリ構築に対して，昨年度に引き続き大阪大学

医学部附属病院が参画する AMED「国際共同臨床研究実施推進事業」より追加の資金

援助を得ることができ，各大学での共通レジストリへの臨床情報登録と臨床情報とリン

クする画像や遺伝情報のデータベース構築の準備を進めるとともに，海外の施設での登

録支援にあてた。海外施設（マレーシア・マラヤ大学，フィリピン・国立フィリピン小

児医療センター，タイ・マヒドン大学，インドネシア・インドネシア国立大学）とは，

レジストリのデータ共有およびオーサーシップに関する同意書を締結し，海外でも臨床
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データの登録が開始された。2022 年 1 月現在で，レジストリ登録症例数は国内約

2400，タイ約 140，マレーシア約 40 症例となっており，フィリピンでの登録も始まっ

ている。また，令和 3 年度には，科研費 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化

B）「アジアの神経発達症～表現型・背景因子・重症度と予後に関する共同レジストリ

研究」(代表研究者：橘 雅弥)を獲得しており，今後海外での症例登録を加速していく

予定である。 

 

ｂ）子どもの眠りの質問票のアジア版作成 

 令和元年度学内共同研究支援課題（大阪大学，毛利准教授），令和 2 年度学外共同

研究支援課題（Dr. Jayanath, マレーシア）である日本版子どもの眠りの質問票（幼児

版）のアジア版作成と妥当性検証研究について，事業連携相手との共同研究であり，共

同研究推進・国際ハブ化部会で研究遂行のサポート・マネジメントを引き続き行った。

マレーシアでは標準化と妥当性の評価が終了し，国際共同論文として発表することがで

きた（Jayanath S et al., Pediatrics International 2022）。また，タイにおいても質問

票の信頼性と妥当性の評価はほぼ終了しており，論文化を進めている。フィリピンでも

標準化作業を進めており，今後同一尺度を用いた国際比較研究を進める予定である。さ

らに，同質問票の小学生版についてもマレーシアで翻訳と標準化の作業が開始されてい

る。 

 

ｃ）COVID-19 下のこどもと養育者の調査 

  2020 年に始まった COVID-19 流行に伴う社会的要請にこたえるため，推進委員長

からのトップダウンでの「COVID-19 拡散のなか，アジアの重点機関（マラヤ大学，イ

ンドネシア大学，マヒドン大学，フィリピン小児医療センター）と協働し，COVID-19

下の子どものこころの問題に取り組んでいる取り組み」に対して，令和 2 年度に研究支

援を行った。支援対象課題とした「新型コロナウイルス感染拡大下における発達障害を

もつ子どもの状況と発達支援ニーズに関する調査」（大阪大学山本助教・橘准教授，金

沢大学吉村准教授・田中助教とマレーシア・マラヤ大学との共同研究）では，日本・マ

レーシアでの調査が終了し，令和 3 年 11 月に開催されたマレーシア精神医学会におい

て開催された国際シンポジウムにおいて，マラヤ大学の研究責任者 Dr. Ahmad Fauzi

と大阪大学山本助教がその成果を発表した。現在両国において論文化がすすんでいる。

当該研究に関しては令和 3-4 年度の日本学術振興会二国間交流事業（研究代表者：大阪

大学・橘特任准教授）に採択されており，今後は二カ国共同で社会提言・政策提言とし

てまとめていく予定である。 

  また，福井大学の育児下ストレス国際調査研究についても，令和 2 年度に共同研究

推進・国際ハブ化部会の仲立ちで，マレーシア・マラヤ大学との共同研究が行われ，国

際共同論文として発表された（Kurata et al., Front.Psychol. 2021）。 
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６．第３回 Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental 

Disorders 2022 国際シンポジウムの開催 

令和４年 1 月 21 日（金）に，国内 7 大学による子どものこころのセンター連絡会

と合わせて，第 3 回 Collaborative Research Network for Asian Children with 

Developmental Disorders（CRNACDD）国際シンポジウムを，大阪大学会場と

zoom によるハイブリッド形式で開催した（資料５）。日本・マレーシア・フィリピ

ン・タイ・インドネシアの各国から共同研究の進捗，各国で進めている研究の紹介

と，新たな共同研究の提案などがあった。 

 

７．バイオリソースの整備・拠点化基盤強化 

国際共通レジストリの臨床情報と紐づける画像データや遺伝情報データについて，

レジストリ外部に別途データベースを構築し，安全にデータを移動し保管するシステ

ムが必要である。このため，既存の連合小児発達学研究科のデータ共有システム（大

阪大学医学部附属病院に設置）のアップデートと拡充を行い，双方向性のデータの授

受が可能なユーザーインターフェイス及びデータサーバーインターフェースの構築と

システム整備を行った。このシステム整備にあたっては，昨年度に引き続き，大阪大

学医学部附属病院未来医療開発部国際医療センターの AMED「国際共同臨床研究実施

推進事業」から多大な支援・協力をいただいた。 

 

８．外部資金の獲得について 

令和 3 年度当初の拠点化基盤強化部会と共同研究推進・国際ハブ化部会の共通の活

動目標として，国際共同研究の遂行のための外部研究資金の獲得を挙げていた。先述

のように，令和 3 年度科研費 国際共同研究加速基金 国際共同研究強化（B）（4 年

間，総額 2000 万円，代表：橘 雅弥）を両部会の協力のもと獲得することができ

た。 

第 3 回 CRNACDD 国際シンポジウム（2022.1.21、大阪大学と zoom のハイブリッド開催） 
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９．今後の活動の展開について 

 本事業が本年度で終了となるが，来年度以降も大阪大学子どものこころの分子統御

機構研究センターが，連合 5 大学と共同して行う国際研究拠点を目指した事業におい

て，臨床レジストリの拡充，データ共有の推進，国際連携と国際共同研究の強化を引

き続き推進していく予定である。 
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資料１-１ 令和３年度 事業主体外の研究者と 6 大学の共同研究支援 公募要領 

 

2021（令和 3）年度 文部科学省共通政策課題事業 

「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」との 

共同研究支援 公募要領 

 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達

学研究科、同研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター、金沢大学子どものこ

ころの発達研究センター、浜松医科大学子どものこころの発達研究センター、千葉大学子ど

ものこころの発達教育研究センター、福井大学子どものこころの発達研究センター並びに

弘前大学大学院医学研究科附属子どものこころの発達研究センターで連携して実施する文

部科学省共通政策課題事業「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の

形成と社会実装」は、国立大学法人のなかで唯一、複数の大学が連合し、「科学的視点を持

って子どものこころを健やかに育てる」ための教育研究拠点です。 

本事業では、上記 6 大学内だけでなく、広く国内、海外の研究者・研究施設が、子どもの

こころを健やかに育てることを目指して行う多施設に依る共同研究の場として中核的役割

を果たし、国内外の研究者の要請に応えることを目指しております。  

そのため、大阪大学連合小児発達学研究科の構成５大学及び弘前大学のこころの発達研

究センターにおいて蓄積されたリソースや設備を活用して、研究者が広く、連合小児発達学

研究科および弘前大学と共同し実施する研究を公募し、支援します。 

   

公募事項 

1. 募集テーマ 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達

学研究科、研究科構成大学の子どものこころの発達研究センター（大阪大学は子どものここ

ろの分子統御機構研究センター、千葉大学は子どものこころの発達教育研究センター）、及

び弘前大学子どものこころの発達研究センターにおいて実施する、子どものこころに関す

る臨床研究・介入研究・基礎研究に関連するテーマ。 

 

（１） 計画共同研究： 6 大学の持つ共通リソースや設備を活用した下記テーマに関する

共同研究を募集します。本年度の各受け入れ研究者の研究内容の詳細については

各大学のホームページを参照してください。 

 

研究テーマ 

テーマ 1 脳とこころの表現型 

（研究内容）神経発生、発達とその障害の分子メカニズム、ゲノム・エピゲノム・オ
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ミクス研究、神経病理・神経薬理、発達と発達障がいのあらわれ・症候論など 

（事業側受入れ研究者） 

佐藤 真 教授（大阪大学）、片山泰一 教授（大阪大学）、横山 茂 教授（金沢大学）、

松崎秀夫 教授（福井大学）、中村和彦 教授（弘前大学）、橘 雅弥 特任准教授（大

阪大学）、岡雄一郎 講師（大阪大学）、吉村武 講師（大阪大学）、三好耕助教（大阪

大学）、早田敦子 助教（大阪大学）、謝 敏珏(ビンカク) 助教（福井大学） 

テーマ２ こころの育ちとその支援 

（研究内容）子育て支援、ペアレントトレーニング、地域・学校支援、虐待、出生コ

ホート研究、認知行動療法、ことばとコミュニケーション、子どもの眠りと育ちなど 

（事業側受入れ研究者） 

友田明美 教授（福井大学）、清水栄司 教授（千葉大学）、毛利育子 准教授（大阪大

学）、藤野陽生 准教授（大阪大学）、高橋芳雄 准教授（弘前大学）、足立匡基 准教授

（弘前大学）、西村倫子 特任講師（浜松医科大学）、浦尾悠子 特任講師（千葉大学）、

山本知加 助教（大阪大学）、吉崎亜里香 特任助教（大阪大学）、石井篤子 特任助教

（大阪大学）、田中早苗 特任助教（金沢大学）、久能 勝 特任助教（千葉大学） 

テーマ３ 子どものこころの計測とその基盤 

（研究内容）脳画像（MEG、MRI）、睡眠、視線、発達と発達障害のバイオマーカー、

評価尺度開発、機械学習と人工知能、子どものこころ研究の ELSI（ethical, legal and 

social issues）など 

（事業側受入れ研究者） 

谷池雅子 教授（大阪大学）、土屋賢治 特任教授（浜松医科大学）、平野好幸 教授（千

葉大学）、下野九理子 准教授（大阪大学）、丁ミンヨン 特命講師（福井大学）、池田

尊司 助教（金沢大学） 

  

（２） 一般共同研究：事業主体 6 大学外部の研究者からの自由な提案により、連合小児

発達学研究科または 6 大学の子どものこころの研究センター所属の研究者と共同

で行う子どものこころに関する研究を募集します。共同研究者には事業主体側の

研究者（特任助教以上）を 1 名以上必ず含むようにしてください。６大学による

研究内容および研究者については、下記ホームページを参照してください。 

 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学

研究科 

 http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/ 

大阪大学連合小児発達学研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター 

 http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/ 

金沢大学子どものこころの発達研究センター 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/
http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/
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 http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 

浜松医科大学子どものこころの発達研究センター 

 http://www.rccmd.org/ 

千葉大学子どものこころ発達教育研究センター 

 http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/ 

福井大学子どものこころの発達研究センター 

 http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html 

弘前大学大学院医学研究科附属子どものこころの発達研究センター 

 http://www.med.hirosaki-u.ac.jp/~kodomono/ 

 

2. 申請資格者 

日本国内および海外の大学並びに研究機関、または公的医療機関に所属する教員・研究

者・医師・コメディカル 

 

3. 研究期間 

採択日から 2022（令和 4）年 3 月 31 日まで（次年度の再申請による延長可） 

 

4. 申請方法 

申請書の様式は、上記 連合小児発達学研究科ホームページ、事業主体 6 大学の子供

のこころのセンターホームページ、または以下の事業ホームページよりダウンロードし

て取得して下さい。 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

本研究支援を希望される方は、募集テーマの受入教員（連合小児発達学研究科・子ど

ものこころの発達研究センター所属）と研究課題、研究計画、必要経費等について事前

に打ち合わせを行ったうえ、申請してください。 

研究分野・所属教員・研究の概要等は、以下のホームページをご覧ください。 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/access/ 

   適当な受け入れ教員が見つからない場合や、希望の受入教員との事前打ち合わせに

ついての調整を希望される場合は、６．申請書提出先に記載された担当までご連絡くだ

さい。 

   作成した申請書は、e-mail または郵送にて 「6．申請書提出先」に記載の提出先に

提出してください。 

5.   申請書提出期限 

  2021（令和 3）年 5 月 14 日（金）17 時必着 

 

６． 申請書提出先 

http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/
http://www.rccmd.org/
http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/
http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html
http://www.med.hirosaki-u.ac.jp/~kodomono/
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/access/
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大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進部会担当 橘 雅弥（大阪大学） 

  拠点化基盤推進部会担当：土屋賢治（浜松医科大学） 

              e-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

                電話： 06-6879-3863 （平日 9 時~17 時） 

              住所：〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

 

 

 

 

 

  

mailto:kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp
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資料１-２ 令和３年度事業主体外の研究者と 6 大学の共同研究支援 公募要領（英語版） 

 

Information and Call for Collaborative Research Partners for FY2021 

With the Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders  

Under MEXT Policy Initiative  

 

The Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders is a 

unique initiative among national universities in Japan. It is an education research network set up 

by several national universities that have come together to promote mental health in children, with 

a scientific focus. This is a project initiative of the Japanese Government’s Ministry of Education, 

Culture, Sports, Science and Technology (MEXT). Participating universities and centers are 

Osaka University United Graduate School of Child Development, Osaka University, Kanazawa 

University, Hamamatsu University School of Medicine, Chiba University and University of Fukui 

(“UGSCD”), Molecular Research Center for Children’s Mental Development, United Graduate 

School of Child Development, Osaka University, Research Center for Child Mental Development, 

Kanazawa University, Research Center for Child Mental Development, Hamamatsu University 

School of Medicine, Research Center for Child Mental Development, Chiba University, Research 

Center for Child Mental Development, University of Fukui, and Research Center for Child Mental 

Development, Hirosaki University Graduate School of Medicine. 

The project goes beyond the bounds of the six academic institutions named above. The Network 

is to play a key role as a hub for collaborative research aimed at promoting the mental health of 

children, with participation from other Japanese and non-Japanese institutions, international 

researchers and research centers around the globe. The Network aims to respond to the requests 

and needs of Japanese as well as international researchers. 

To this end, the Network is calling for research partners who will work in collaborative research 

with the five universities that comprise UGSCD and the Research Center for Child Mental 

Development, Hirosaki University Graduate School of Medicine. The collaboration will utilize 

the resources and facilities that have been acquired and created at these centers and research 

support and funding will be made available. Potential research partners from far and wide are 

invited to apply to undertake collaborative research.  

 

General Information for Applicants 

1.    Research Topic 

The research topic for application should be relevant to clinical/ interventional/ basic researches 

on child mental development conducted at UGSCD, the research centers of Network member 

institutions (The center at Osaka University will be Molecular Research Center for Children’s 
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Mental Development, United Graduate School of Child Development, Osaka University, and the 

center at Chiba University will be Research Center for Child Mental Development, Chiba 

University), and the Research Center for Child Mental Development, Hirosaki University 

Graduate School of Medicine.  

 

(1) Planned collaborative project 

  Collaborative projects which will utilize the resources and facilities that have been 

acquired and created at Osaka University UGSCD and 6 centers of the participating 

universities in Japan. The collaborative research theme and the collaborator(s) from the 6 

universities in the Network in 2021 will be selected from the list below. For the details of each 

research topic and researcher, please refer to the websites of UGSCD and 6 centers. 

 

List of research topics 

Theme 1  Brain and behavioral phenotypes in children and adolescents 

(Topics) Neurogenesis; Molecular mechanisms of mental development/disorders; Genomics 

/ epigenomics / other omics studies; Neuropathology; Neuropharmacology; Phenotypes and 

symptomatology of normal/abnormal mental development, etc.  

(Collaborative researchers from the Network in 2021) 

SATO Makoto (Professor, Osaka U), KATAYAMA Taiichi (Professor. Osaka U), 

YOKOYAMA Shigeru (Professor, Kanazawa U), MATSUZAKI Hideo (Professor, Fukui 

U), NAKAMURA Kazuhiko (Professor, Hirosaki U), TACHIBANA Masaya (Assoc. 

Professor, Osaka U), OKA Yuichiro (Assoc. Professor, Osaka U), YOSHIMURA Takeshi 

(Assoc. Professor, Osaka U), XIE Min-Jue (Assist. Professor, U Fukui), MIYOSHI Ko 

(Assist. Professor, Osaka U), HAYATA-TAKANO Atsuko (Assist. Professor, Osaka U) , 

XIE Min-Jue (Assist. Professor, U Fukui) 

Theme 2  Mental development and support for development 

(Topics) Parenting support and interventions; Regional childcare / school support; Child 

abuse; Birth cohort study; Cognitive behavioral therapy; Language and communication, etc.  

(Collaborative researchers from the Network in 2021) 

TOMODA Akemi (Professor, U Fukui), SHIMIZU Eiji (Professor, Chiba U), MOHRI Ikuko 

(Assoc. Professor, Osaka U), FUJINO Haruo (Assoc. Professor, Osaka U), TAKAHASHI 

Michio (Assoc. Professor, Hirosaki U), ADACHI Masaki (Assoc. Professor, Hirosaki U), 

NISHIMURA Tomoko (Lecturer, Hamamatsu U Sch Med), URAO Yuko (Lecture, Chiba 

U), YAMAMOTO Tomoka (Assist. Professor, Osaka U), YOSHIZAKI Arika (Assist. 

Professor, Osaka U), ISHII Atsuko (Assist. Professor, Osaka U) , TANAKA Sanae (Assist. 

Professor, Osaka U), KUNO Masaru (Assist. Professor, Chiba U) 

Theme 3  Measurement of brain and mind in children and adolescents 

(Topics) Brain studies using imaging techniques (e.g. MRI, MEG); Sleep studies; Eye gaze 

studies, Biomarkers of neurodevelopment and neurodevelopmental disorders; Psychometric 

studies; Artificial intelligence; ELSI (ethical, legal and social issues) in researches of child 

mental development, etc. 

(Collaborative researchers from the Network in 2021) 
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TANIIKE Masako (Professor, Osaka U), TSUCHIYA Kenji (Professor, Hamamatsu U Sch 

Med), HIRANO Yoshiyuki (Professor, Chiba U), KAGITANI-SHIMONO Kuriko (Assoc. 

Professor, Osaka U), YOSHIMURA Yuko (Assoc. Professor, Kanazawa U), JUNG 

Minyoung (Assoc. Professor, U Fukui), IKEDA Takashi (Assist. Professor, Kanazawa U) 

 

(2) General Collaborative Project 

  General Collaborative Project themes will be proposed freely by researchers outside the 

Network of Japan. The proposal should include at least one researcher (Prof / Assoc. prof. Asst. 

prof.) of UGSCD or the 6 universities participating the Network.  

Please refer to the following websites for the research being undertaken at each institution 

and the belonging researchers. 

 

Osaka University UGSCD 

 http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/ 

Molecular Research Center for Children’s Mental Development, United Graduate School of 

Child Development, Osaka University 

 http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/ 

Research Center for Child Mental Development, Kanazawa University 

 http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 

Research Center for Child Mental Development, Hamamatsu University School of Medicine 

 http://www.rccmd.org/ 

Research Center for Child Mental Development, Chiba University 

 http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/ 

Research Center for Child Mental Development, University of Fukui 

 http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html 

Research Center for Child Mental Development, Hirosaki University Graduate School of 

Medicine 

 http://www.med.hirosaki-u.ac.jp/~kodomono/ 

 

2. Eligibility 

Teaching staff, researchers, graduate school students, physicians and co-medical professionals 

of universities and research institutions or healthcare institutions in Japan and other countries 

 

3. Research Timeframe 

From the date of approval until March 31, 2022 (Possible extension into the following fiscal 

year upon reapplication)  

 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/
http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/
http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/
http://www.rccmd.org/
http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/
http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html
http://www.med.hirosaki-u.ac.jp/~kodomono/
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4. Application Procedure 

Use the application form available from the websites of Osaka University UGSCD and the 

research centers listed above or the project webpage below. 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

Applicants for this research support and funding should first liaise with the relevant prospective 

academic collaborator belonging to the respective Network member research institution, and 

discuss the theme, plan, and research expenses beforehand. 

Please refer to the following webpage or the websites listed above for information on the 

research domain, faculty/staff members and details of ongoing research. 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/en/ 

If the applicant has difficulties in finding relevant collaborator at the research institution of 

choice, or wishes to discuss the collaboration with the prospective academic collaborator, please 

e-mail the Application Contact given in Section 6. 

  Submit the completed application form by e-mail or by post to the Application Contact given 

in Section 6. 

 

5. Application Deadline 

No later than 17:00 hrs (JST) on Friday, May 14, 2021. 

 

6. Application Contact 

Committee of Collaborative Research Promotion / Globalization 

 (Chair: TACHIBANA Masaya, Osaka Univ., Assoc. Professor) or 

Committee of Joint Resource Promotion 

 (Chair: TSUCHIYA Kenji, Hamamatsu Univ. School of Med., Professor) 

Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders 

United Graduate School of Child Development, Osaka University 

E-mail:  kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

Phone:  +81-6-6879-3863 

Address:  2-2, Yamadaoka, Suita-shi, Osaka 565-0871, Japan 

 

7. Review of Research Proposal 

Research proposals submitted will be reviewed under the criteria listed below. The successful 

application shall: 

(1) Further drive forward and enhance the developmental research undertaken at UGSCD 

and the six member university research centers. 

(2) Be highly practicable and have a clearly defined role to play in the ongoing work at the 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/en/
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relevant research center. 

(3) Have a global perspective and scope of application 

(4) Be pioneering or have the potential of benefiting/contributing to society at large 

(5) Fulfil the purpose and mission of the project initiative 

(6) Be ethically acceptable 

*Please refer to the webpage below for the purpose and mission of the project initiative. 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

 

8. Successful Applications 

Adoption of roughly five applications in total is planned. Adoptive decisions will be made upon 

deliberation by the executive committee of the Network after reviewed by Collaborative Research 

Promotion/Globalization Subcommittee and Joint Resource Promotion Subcommittee. The 

successful applicants will be contacted directly by the Network.  

 

9. Expenses 

Research expenses required for the collaborative research shall be paid for with project 

funding from the Network up to a maximum of 150,000 JPY per adopted project. The items which 

will be paid are travel expenses and purchase of materials for which the Network agree to pay 

beforehand.   

 

10. Research Using Genome-Editing Techniques / Animals / Human Samples, Research 

with Intervention to Human and Analysis of Human Genome / Genes 

If the adopted research plan includes genome-editing, animal experiments, use of human 

derived samples, intervention to human subjects, and human genome analysis at institute within 

the Network, review and approval from the relevant committee (IRB, IACUC, etc) of the Network 

institute are necessary. The recipient of this funding and the collaborator inside the network shall 

submit necessary application for approval to the relevant committee of the institutes where the 

network collaborator belongs, before the recipient starts applicable experiments or research.  

  

11. Presentation at Research Liaison Conference 

The successful recipient of the research collaboration funding shall report on the progress and 

results of the research to the research liaison conference of the research centers for child 

development which is held every end-January. Detailed information will be given after application 

approval. 

 

12. Collaborative Research Report 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
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The principal investigator shall submit a summary of the research results for FY 2021. This 

shall be a report covering 2 to 3 pages of A4 paper. The report should be submitted by April 30, 

2022 to the UGSCD contact given in Section 6 above. 

The copyright of the report, including the right of public transmission, shall be the property 

of the research centers of each university undertaking the project belonging to the Collaborative 

Research Network for Asian Children with Developmental Disorders (namely, Molecular 

Research Center for Children’s Mental Development, United Graduate School of Child 

Development, Osaka University, Research Center for Child Mental Development, Kanazawa 

University, Research Center for Child Mental Development, Hamamatsu University School of 

Medicine, Research Center for Child Mental Development, Chiba University, Research Center 

for Child Mental Development, University of Fukui, and Research Center for Child Mental 

Development, Hirosaki University Graduate School of Medicine). 

*Format and other instructions on compiling the report will be made available at a later date. 

 

13. Publication of Research Paper 

If the findings of this collaborative research are to be published, the paper should carry the 

following sentence as acknowledgement: “This study was supported by the Collaborative 

Research Program of the Collaborative Research Network for Asian Children with 

Developmental Disorders: MEXT Policy Initiative FY2021, under joint research conducted 

through the initiative.” Please submit a printed copy of the paper to the contact address given in 

Section 6. 

 

14. Intellectual Property Rights 

Regulations on Collaborative Research at Osaka University will apply to the handling of 

intellectual property rights.  

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000471.html 

 

15. Health and Safety Provision 

After approval of the research project, if students are recruited to participate in the research, 

insurance must be taken out (e.g. Accidents and Disasters Insurance for Students in Education 

and Research). Experiments must be conducted under the supervision either of a member of the 

institution concerned who is of assistant professor position or higher, or a faculty member of 

UGSCD, research centers of member universities or the Research Center for Child Mental 

Development, Hirosaki University Graduate School of Medicine. 

 

16. Reapplication for Research Funding 

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000471.html
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Even if funding has been received for collaborative research in one fiscal year, application 

can be made for collaborative research funding in the following fiscal year. The application will 

be considered carefully alongside other applications. If your application is successful, funding for 

the collaborative research will continue for the new fiscal year. 

 

17. Contact Us 

Committee of Collaborative Research Promotion / Globalization 

 (Chair: TACHIBANA Masaya, Osaka Univ.. Assoc. Professor)  or 

Committee of Joint Resource Promotion 

 (Chair: TSUCHIYA Kenji, Hamamatsu Univ. School of Med., Professor) 

Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders 

United Graduate School of Child Development, Osaka University 

E-mail:  kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

Phone:  +81-6-6879-3863 

Address:  2-2, Yamadaoka, Suita-shi, Osaka 565-0871, Japan 
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資料２ 令和３年度 6 大学から海外に向けた共同研究支援 公募要領 

  

2021（令和 3）年度 文部科学省共通政策課題事業 

「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」 

海外共同研究支援 支援プロジェクトの募集について 

 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達

学研究科、同研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター、金沢大学子どものこ

ころの発達研究センター、浜松医科大学子どものこころの発達研究センター、千葉大学子ど

ものこころの発達教育研究センター、福井大学子どものこころの発達研究センター並びに

弘前大学大学院医学研究科附属子どものこころの発達研究センターで連携して実施する文

部科学省共通政策課題事業「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の

形成と社会実装」では、6 大学内だけでなく、広く国内、海外の研究者・研究施設が、子ど

ものこころを健やかに育てることを目指して行う多施設に依る共同研究の場として中核的

役割を果たし、全国の研究者の要請に応えることを目指しております。  

そのため、大阪大学連合小児発達学研究科の構成５大学及び弘前大学のこころの発達研

究センターにおいて現在進行中もしくは今後行われる国際化を目指した研究に対し、これ

を支援します。 

   

募集要項 

1. 募集テーマ 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発 

達学研究科、研究科構成大学の子どものこころの発達研究センター（大阪大学は子どもの

こころの分子統御機構研究センター、千葉大学は子どものこころの発達教育研究センタ

ー）、および弘前大学子どものこころの発達研究センターにおいて実施する、特にアジア

に向けた国際化を目指す臨床研究もしくは基礎研究。現在進行中のものでも、今後実施す

る予定のものでも良い。 

 

2. 応募資格者 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発 

達学研究科、研究科構成大学の子どものこころの発達研究センター（大阪大学は子どもの

こころの分子統御機構研究センター、千葉大学は子どものこころの発達教育研究センタ

ー）、および弘前大学子どものこころの発達研究センターに所属する、教員、大学院生、

研究員等。 

 

3. 応募方法 
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所定の申請書（様式１）に必要事項を記載して、下記申請書提出先に E メールに添付

してご提出ください。 

 

４. 申請書提出期限  

  2021（令和 3）年 5 月 14 日（金）17 時必着 

 

５. 申請書提出先 

大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進部会担当 橘 雅弥（大阪大学） 

  拠点化基盤推進部会担当：土屋賢治（浜松医科大学） 

E-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

電話 06-6879-3863 

住所 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

 

6.  支援基準 

応募いただいた提案は以下の基準を以って評価し、支援の可否を決定します。 

(1) 連合小児発達学研究科および 6 大学の子どものこころの研究センターで行ってい

る子どものこころの発達研究をさらに飛躍させるものであること 

(2)国際化（特にアジア地域）の視点を持った研究であること 

(3)倫理的に問題のない研究であること 

(4)本事業の主旨にかなう内容であること 

(5) 2021（令和 3）年度中に支援を受けた額の執行が可能であること 

 

７．採否 

採否は、「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」

事業共同研究推進・国際ハブ化推進部会および拠点化基盤推進部会で審議決定し実行委

員会で承認後、申請者へ直接通知します。 

 

８．支援内容 

研究に必要な備品等購入費、海外との連携のための旅費などを支援します。今年度は

5~6 件について 1 件につき上限 15 万円までの支援を予定しています。 

 

９．研究報告会での発表 

研究代表者には、研究の進捗状況や成果について、年度末に開催する研究報告会にてご

報告いただきます。詳細については、採択後お知らせします。 
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10.  研究報告書の提出 

研究代表者は、令和３年度の研究成果を A4 版２-３枚程度にまとめ、2022（令和 4）

年 4 月 30 日までに「１２．報告書提出先」へ提出してください。 

報告書の著作権は公衆送信権を含めて「子どものこころの研究センターから展開する

国際研究拠点の形成と社会実装」事業を実施している各大学の子どものこころの研究セ

ンター（大阪大学連合小児発達学研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センタ

ー、金沢大学子どものこころの発達研究センター、浜松医科大学子どものこころの発達

研究センター、千葉校大学どものこころの発達教育研究センター、福井大学子どものこ

ころの発達研究センター並びに弘前大学大学院医学研究科附属子どものこころの発達研

究センター）に帰属いたしますので、ご了承ください。 

※報告書の記載方法などについては、後日連絡します。 

 

11. 前年度採択者の再申請 

前年度に本支援を受けている場合にも、次年度に改めて研究支援への応募ができます。

他の申請と同様に、厳正な審査を行い、再度採択された場合には、次年度にも継続して

研究支援を受けることができます 

 

12.  報告書提出先（問い合わせ先） 

   大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進部会担当 橘 雅弥（大阪大学） 

  拠点化基盤推進部会担当：土屋賢治（浜松医科大学） 

              e-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

                電話： 06-6879-3863 （平日 9 時~17 時） 

              住所：〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp
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資料 3-1 事業主体外研究者と 6 大学内研究者との共同研究支援 報告書  

 

 

 

氏名

所属大学名

職位

研究題目

内容報告

成果（論文発表等）

黒いまだら模様を持つLister hooded ratが多動であることに気
づき、様々な行動実験を行った。Wistarラットや自然発症高血

圧ラットSHRに比べて、多動・不注意・衝動性が顕著であ

り、かつ、ASD様の行動や知的能力の低下は認めなかった。

これらのADHD様行動はアトモキセチン・グアンファシンで改

善し、ヒトADHDで異常が報告されている遺伝子のうち８個で

Wistar、SHRに比べて前頭葉での発現が低下していた。これら

から、LHRをADHDモデル動物として用いうると考えた。ま

た、LHRミクログリアは貪食活性が弱く、内側前頭前皮質に

相当する領域でシナプスが増加しており、神経細胞における

cFos発現が高かった。ミクログリアによる興奮性シナプスの

貪食除去が減少する結果、ADHD様行動を生じる可能性があ

る。

Lister hooded rats as a novel animal model of attention-

deficit / hyperactivity disorder. T Jogamoto, R Utsunomiya, et

al. Neurochem Int 141 (2020) 104857. Synaptic elimination by

microglia and disturbed higher brain functions. K Miyanishi,

A Sato, N Kihara, R Utsunomiya, J Tanaka. Neurochem Int 142

(2021) 104901.

共同研究支援報告書

田中潤也

愛媛大学

教授

ミクログリアのシナプス貪食活性上昇誘導によるADHDおよびASD
様行動改善の試み
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Name

University/Organaization

Position

Research Topic and
Outline

Collaborative Research
Activity

Publication, Paper

The study aims to explore the effectiveness of the Brave Group program intervention

in the counseling of the anxiety, happiness and life adjustment of  primary school

children.The research adopts a quasi-experimental  design . It recruits schoolchildren

who are willing to participate in the group project on campus, and obtains the consent

of the participants and their legal representatives. It is estimated that 16-20 people

will be recruited, and they will be randomly assigned to the experimental group and

the control group. Before the experimental intervention, the scale will be pre-tested,

and the pre-test scores will be used as covariates for statistical control.  Then, the

experimental operation will be carried out. The experimental group will have a 10-

week tour of the Brave Group for 40 minutes once a week; the control group will also

have a Normal Group for 40 minutes once a week for 10 weeks. After the

experiment, a post-test of the scale was performed, and a post-test of the scale was

performed one month after the end of the experiment to test and analyze the changes

in anxiety, happiness, and life adaptation of the participants, as well as the tracking

effect. In addition, the performance of the participants will be observed and compiled

into records during the group. After the group project , the group participants will also

be asked to fill in the group feedback questionnaire and conduct semi-structured

interviews with the mentors of the group participants to collect qualitative data. The

data serves as research evidence and supplementary explanation. The entire research

process was conducted in the same school.

N/A

 Collaborative Research Report

Hsiu-Lan Shelley Tien; Yi-Ning, Su

National Taiwan Normal University/Department of Educational Psychology and

Counseling

No. 162, Section 1, Heping East Road, Sec 1, Da'an District, Taipei City

A Counseling Effect Study of Journey of the Brave Group on the Anxiety, Happiness

and Life Adaptation of Primary School Children
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Name

University/Organization

Position

Research Topic and
Outline

Collaborative Research
Activity

Publication, Paper

(1) Joint research study utilising the Japanese Sleep Questionnaire for Preschoolers
(JSQ-P) developed by Associate Prof. Ikuko Mohri and her team. The English language
version was previously translated by Associate Prof. Ikuko Mohri and her team. The
University of Malaya team conducted: (1) the validation of the English language version in
the Malaysian population, and also (2) the translation and validation of the Malay language
version. Recruitment was over a three-month period from August to November 2020. Data
analysis was completed in January 2021. Currently, at the manuscript drafting stage. After
publication, the subsequent plan is to use the validated English and Malay language
versions of the JSQ-P in other paediatric populations in Malaysia (including those with
developmental disabilities, neurodisabilities and comorbidities).
(2) The findings of the research study were presented during the Collaborative Research
Network for Asian Children with Developmental Disorders: 2nd International Symposium,
on 22 January 2021.

It is planned for two (2) manuscripts to be submitted to the Sleep Medicine journal. The
first manuscript will include descriptive findings and validation results of the English
language version of the JSQ-P. The second manuscript will include descriptive findings,
translation and validation of the Malay language version.

 Collaborative Research Report

Dr Subhashini Jayanath

University of Malaya, Kuala Lumpur, Malaysia

Senior Lecturer & Consultant Developmental Paediatrician

Research Topic: Translation and validation of the Japanese Sleep Questionnaire
for Preschoolers (JSQ-P) into English and Malay Language versions in a
Malaysian context.                                              Outline: Validation of the English
language version of the available Japanese Sleep Questionnaire for Preschoolers (JSQ-P)
was conducted in Malaysia. Additionally, the English language
version of the JSQ-P was translated into the local language (Malay language) and the
Malay language version was then also validated. Descriptive data (socio-demographic,
sleep practices, sleep issues) were collected and analysed to provide information on the
Malaysian paediatric population of typically developing children. Ninety-one (91)
respondents answered the English language version and another 91 answered the Malay
language version.
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氏名

所属大学名

職位

研究題目

研究の成果・進捗状況

論文発表・学会発表等

研究概要：バソプレシン受容体（V1a/V1b）特異的アゴニストをカ
ルシウムイメージングにてスクリーニングを行う。その後、簡便
な眼圧降下実験にて検証したのち、社会性行動障害を示す自
閉症モデルマウスを用いて社会性改善効果を検討する。最後
に、アゴニストの脳内移行性を視床下部バソプレシン（AVP)細
胞の神経活動を指標に検証する。
１）共同開発先であるスカイシーファーマからいくつかの類縁
AVPの提供を受け、in vitroのアッセイ系により、AVPアゴニスト

の受容体への特性を解析した。天然型AVPに比べ、バソプレシ
ン受容体(V1a)への親和性は高くないが、V１Bに対してはスー

パーアゴニスト用に働く類縁体を同定した。
２）AVPには、眼圧下降効果作用があり、簡便に行える眼圧下

降実験を行ったところ、天然型AVPに比べ、上記類縁体は、眼
圧降下作用が持続することがわかった。以上のことを踏まえ、
論文投稿にむけ、追加実験を行っている。

　

共同研究支援報告書

辻隆宏

福井大学

助教

脳内移行性の高いバソプレシン受容体（V1a/V1b）特異的アゴ
ニスト開発の研究
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資料 3-2 6 大学から海外に向けた共同研究支援 報告書 

 

 

 

 

 

 

 

氏名

所属大学名

職位

研究題目

内容報告

成果（論文発表等）

自閉スペクトラム症の中核症状とされている社会性を改善するよ
うな薬剤はこれまで見つかっていない。そこで、申請者は、ASD

モデル動物を作成し、社会性行動障害改善効果がある薬物・化
合物のスクリーニングできる行動実験系を開発したいと考えた。
抗てんかん薬のバルプロ酸(VPA)を妊娠12.5日目の母体に投与

すると、生まれてくる仔は、社会性相互作用障害がおきることが
報告されている。申請者は、このASDモデルマウスを用いて、社

会性行動障害を検証できる行動パラダイムを雄（論文未報告）、
及び発達期（Tsuji, et al, JNE, 2020）において確立することに成功

している。

広西中医薬大学のZhong博士と共に、このモデルマウスを用い

て、社会性行動障害改善効果がある漢方薬を同定することを本
研究の目的とする。

VPAに曝露された仔マウス（VPA マウス）の生後初期における超
音波発声（USV）の発生頻度は、生後1週間までは対照群と同程
度であったが、生後11日目にはより低下する。また、視床下部に
おけるオキシトシン（OT)系遺伝子の発現は、変化しており、生後
11日目にOTを急性投与すると、VPAの仔の発声頻度が上昇する
ことを明らかにした（Tsuji, et al, JNE, 2020）。今回、OT投与にお
けるUSVの質的変化について調べ、OTは、投与後約二時間でそ
の効果が消失し、USVのパターンに対しても影響を与えることが
明らかになった。特に、複雑なコンプレックスタイプのUSVがVPA
マウスでは、割合が低く、OTによって、割合が上昇することが明
らかになった。以上の結果をまとめ、現在論文投稿中である（in
revise).。中国からの学生らには、上記実験系の解析に加わっ
た。

共同研究支援報告書

辻知陽

金沢大学

特任准教授　（現RPD学術振興会特別研究員）

自閉症モデルマウスを用いた自閉症主症状改善効果を持つ漢方
薬のスクリーニング
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氏名

所属大学名

職位

研究題目

内容報告

成果（論文発表等）

オキシトシンの鼻腔投与により、自閉スペクトラム症患者の社会性交

流が増加する。抹消投与のオキシトシンが血管内皮細胞に存在する

RAGEに依存して、脳内輸送されることを示した。一方、その濃度を

正確に測定する方法が十分に確立されていないことに起因して、血中

オキシトシン濃度の変化、体内動態など未解決の問題もある。そこ

で、われわれは、オキシトシンを抗原として、抗オキシトシンモノク

ローナル抗体を作成したので、これを使用し、信頼性の高い体外診断

用ELISA測定キットを作成することとしたが、感度が低いことが判明

した。今後、コニカミノルタが有するSPFS（Surface Plasmon field-

enhanced Fluorescence Spectroscopy）技術を用いたオキシトシン免

疫測定法キットを開発することにした。一方、ELISAキットの有用性

を確認するための、ロシアの国立クラスノヤルスク医科大学、韓国全

州市国立全北大学、および北京大学深圳研究生院での濃度測定を計画

したが、計画はコロナウイルス流行のため、実施できなかった。

 

A monoclonal antibody raised against a synthetic oxytocin peptide stains

mouse hypothalamic neurones.

Kogami Y, Tsuji T, Tsuji C, Yokoyama S, Furuhara K, Lopatina O,

Shabalova A, Salmina AB, Watanabe Y, Hattori T, Nishimori K, Kodama

K, Higashida H.

J Neuroendocrinol. 2020 Apr;32(4):e12815.

共同研究支援報告書

東田　陽博

金沢大学

特任教授

オキシトシン体内動態解析のための新しいELISA測定キットの作成
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Name

University/Organaization

Position

Research Topic and
Outline

Collaborative Research
Activity

Publication, Paper

We collaborated with Professor Dr. Abul Basher Miah, Director of Global

Public Health Research Foundation (GPHRF), Bangladesh to implement

this research project. His team obtained permission from the local

authority, translated the questionnaire, and provided training to the

assessors (data collectors). We already recruited 400 children from four

unions of Alamdanga Upazliaa (sub-district) of Chuadanga district,

Bangladesh, as well as obtained consent from parents of those children.

However, the data collection work has been postponed due to the recent

restriction on public movement due to Covid-19.

None

 Collaborative Research Report

Mohammad Shafiur Rahman

Research Center for Child Mental Development, Hamamatsu University

School of Medicine

Assistant Professor

The association between unhealthy lifestyles and psychosocial problems:

a comparative study among children aged 5-9 years in Bangladesh and

Japan

We are conducting a cross-sectional study among children aged 5-6

years in Bangladesh and Japan to explore the association of various

unhealthy lifestyle factors including longer screen time, video game

addiction, sleep problems, unhealthy dietary intake and lower levels of

physical activity with psychosocial problems. The specific outcomes of

interest are emotional problems, conduct problems,

hyperactivity/inattention, peer problems and pro-social behavior. We are

currently collecting data from 400 Bangladeshi children aged 5-6 years.
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氏名

所属大学名

職位

研究題目

内容報告

成果（論文発表等）

19年度から継続支援を受け、19年度には倫理申請の承認
を得、また引き続き、他校複数の倫理委員会の承認も20年

度に承認を得ることができ、研究遂行のための下地が整っ

た。その上で、20年度は、13歳の小児の例も含む、合計

15例から、脳、血液、唾液、頬粘膜の検体を得ることがで

きた。また、この内、10例については、4種類の検体をイ

ルミナEPICアレイによる85万箇所のメチル化解析を実施

することができた。そこで、本研究の第一目的であるパブ

リック・データベース（AMAZE-CpG）のβ版に、近々、

着手する予定である。また、当初予定になかったが、DNA

メチル化は、発現量、遺伝子多型とも相互作用があるた

め、10例についてはRNAseqによる全トランスクリプトー

ム解析、ジャポニカアレイによるSNPアレイ（東北大学の

データインピュテーションサービスにより、全SNPに拡張

予定）も行い、データベースのマルチオミクス化も検討す

る。

　

共同研究支援報告書

西谷正太

福井大学

特命助教

アジア人脳・末梢組織間メチル化相関データベース(AMAZE-
CpG)構築の為の日本人データベース作成
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資料４ 令和３年度支援課題報告会 プログラム 

 

 

 

「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業 

令和 3年度支援課題報告会プログラム 

 

事前登録制です。下記よりご登録下さい。登録の際、秘密保持誓約についてご確認ください。 

https://zoom.us/meeting/register/tJcpc-qvrj0rHtTVb3fjcD_k1FJri9wEtzrS 

登録後、ミーティング参加に関する情報の確認メールが届きます。 

 

日時：令和 4年 3月 30日（水）10:00-11:50（9:45より参加できます） 

 

10:00-10:05 開会挨拶 連合小児発達学研究科長、拠点形成・推進委員会委員長 佐藤 真 

◆10:05 -   セッション１ 6大学内海外共同研究支援課題１                          

座長：西村 倫子 （浜松医科大学） 

10:05-10:15 原田 妙子 （浜松医科大学） 

複合ルールマネージメント課題による神経発達症者の実行機能評価の有用性の検討 

 

10:15-10:25 岩渕 俊樹 （浜松医科大学） 

自閉スペクトラム症のサブタイピングに有効な認知行動課題セットの策定 

 

10:25-10:35  RAHMAN, MOHAMMAD SHAFIUR （浜松医科大学） 

The association between unhealthy lifestyles and psychosocial problems: a comparative 

study among children aged 5-9 years in Bangladesh and Japan 

Association of sleep duration and sleep quality with attention deficit hyperactivity disorder 

among Bangladeshi children 
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10:35-10:45 山本 知加 （大阪大学） 

新型コロナウィルス感染拡大下における発達障害をもつ子どもの状況と発達支援ニーズに関

する調査 

 

◆10:45 -   セッション２ 6大学内海外共同研究支援課題２，学外共同研究支援課題１  

座長：池田 尊司 （金沢大学） 

10:45-10:55 辻 知陽 （金沢大学） 

自閉症モデルマウスを用いた自閉症主症状改善効果を持つ漢方薬のスクリーニング 

 

10:55-11:05 東田 陽博 （金沢大学） 

アセトニトリルタンパク質沈殿(PPT)前処理血漿中の遊離オキシトシン濃度測定 

 

11:05-11:15 周東 智 （北海道大学） 

フッ素化オキシトシンの抹消オキシトシン受容体への効果 

 

◆11:15 -   セッション３ 6大学内海外共同研究支援課題３，学外共同研究支援課題２  

座長：浦尾 悠子 （千葉大学） 

11:15-11:25 Yi-Ning Su, Hsiu-Lan Shelly Tien (National Taiwan Normal University) 

Cognitive behavioral therapy-based anxiety prevention program, 'journey of the Brave' for 

Taiwanese children 

 

11:25-11:35 清家 美帆 （広島大学） 

災害時の心理的ストレスと行動の関係 

 

11:35-11:45 大里 絢子 （弘前大学）【録画】 

自閉スペクトラム症超早期介入法のアジア向けプロトタイプの作成及び効果 

 

11:45-11:50 閉会挨拶 共同研究推進・国際ハブ化推進部会長 橘 雅弥 

 

※本報告会の報告内容には未公表のものが含まれる場合があります。他の研究者の研究内容の漏洩、

盗用などのないよう、くれぐれもよろしくお願い申し上げます。 
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資料６ 第 3 回 国際シンポジウム プログラム 

 

 

 

The 3rd International Symposium for CRNACDD 2022 

 

Date and Time:  21st (Fri.) January 2022  

  11:00-14:00(JST)  【9:00-12:00(WIB, ICT), 10:00-13:00 (MYT, PST)】 

Venue:          Lecture Hall E, 3F., Lecture Building, Graduate School of Medicine/Faculty 

of Medicine, Osaka University and Zoom meeting (Hybrid meeting) 

Participants:     <Japan> Osaka University, Kanazawa University, Hamamatsu University  

School of Medicine, Chiba University, University of Fukui and Hirosaki 

University 

<Overseas> University of Malaya, Philippine Children’s Medical Center, 

Mahidol University and Universitas Indonesia 

Zoom: https://zoom.us/j/94255398200?pwd=dmMvTWhGSUhTaFU3cmxjVXhHNWg4Zz09 

ID: 942 5539 8200                                                                

Passcode: 514246 

 

PROGRAM 

 

◇11:00 -11:05 (JST)   OPENING REMARKS                                    

Makoto Sato,  

Professor, Dean of UGSCD, Osaka University 

◇11:05 -12:15    ANNUAL REPORT 1                                            

Chair: Atsushi Senju 

Professor, Hamamatsu University School of Medicine   

 

◆ 11:05-11:45 《JAPAN (UGSCD)》 

  AMAZE-CpG: A peripheral-brain DNA methylation correlation database for 

Japanese and Asian 

Shota Nishitani 

 Assistant Professor, University of Fukui 
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Japan-Korea-UK International Collaborative Research on Brain Connectivity  

during Motor control in Children with ASD 

Kyung-Min An, 

Assistant Professor, Kanazawa University 

 

◆ 11:45-12:15 《University of Malaya》 

Proposed use of the JSQ-P in preschoolers with developmental disorders & an  

update on the validation study in Malaysia 

Dr. Subhashini Jayanath 

Senior Lecturer, Dept. of Paediatrics 

 

Prevalence of pain in adolescents with cerebral palsy 

Dr. Aishah Ahmad Fauz 

Senior Lecturer, Dept. of Rehabilitation Medicine 

 

Assessing knowledge, atitude and perception of the use of cannabis oil as 

adjuvant therapy for young people with neurobehavioral issues 

Dr. Aida Syarinaz Ahmad Adlan 

Senior Lecturer, Dept. of Psychological Medicine 

 

 

[BREAK TIME: 12:15-12:30] 

 

◇12:30-13:40   ANNUAL REPORT 2                                              

 Chair: Yoshifumi Mizuno 

Associate Professor, University of Fukui 

 

◆ 12:30-12:50 《Philippine Children’s Medical Center》 

State of Neurodevelopmental Disabilities at the Philippine Children’s Medical  

Center amidst the COVID-19 pandemic 

Dr. Ermenilda Avendano 

Chief- Child Neuroscience Division 

 

◆ 12:50-13:15 《Mahidol University》 
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Progression of the research entitled “Translation and Validation of the Thai  

Version of the Japanese Sleep Questionnaire for Preschoolers (JSQ-P)" and  

further research in children with neurodevelopmental disorders in Thailand 

Dr. Lunliya Thampratankul, Associated Professor 

Dr. Natcha Lueangpapong, Pediatric neurologist 

 Dr. Mantita Tippawanich 

 

Data collection in the International Clinical Registry on Neurodevelopmental 

Disorders (REDCap): progression and limitation in Thailand 

Dr. Jariya Chuthapisith, Associate Professor 

Dr. Mantita Tippawanich 

 

◆ 13:15-13:40 《Universitas Indonesia》  

Patterns of Morbidity of Children with Cerebral Palsy at Cipto Mangunkusumo 

Hospital during the COVID-19 pandemic 

Dr. Amanda Soebadi 

◇13:40-13:55   DISCUSSION                                                    

Chair: Kenji Tsuchiya 

Professor, Hamamatsu University School of Medicine 

Facilitator: Masaya Tachibana 

Associate Professor, Osaka University 

《Discussion about proposal for new collaborative research》 

《Discussion about Registry》                                         

◇13:55-14:00   CLOSING REMARKS                                           

 Yoshiyuki Hirano 

Professor, Chiba University 
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社会実装支援部会  

 

                          社会実装支援部会長  

清水 栄司 

 

 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学・鳥取大学・弘前大学・兵庫教

育大学・武庫川女子大学、中京大学の 10 大学コンソーシアムで進める「子どもみんなプロ

ジェクト」で、連携する教育委員会とともに、各大学の研究の社会実装を進めるためのプラ

ットフォームづくりを展開するため、子どもみんなプロジェクト協議会を隔月に行い、拡大

協議会を令和 4 年（2022 年）2 月 10 日（木）9:00～11:30 に ZOOM 会議で開催した。 

 

また、社会実装の国際展開のために、「唾液オキシトシンによるアートワークショップの効

果検証に関するトライアル実証」金沢大学子どものこころの発達研究センター 田中 早苗, 

辻 知陽, Aya Iguchi-Sherry, Maki Rooksby への支援を進めた。 

研究の概要は、以下のとおりである。 

自閉スペクトラム症（ASD）など発達の特性のある人は、その社会性やコミュニケーション

の特徴から、自己肯定感が下がったり不登校や引きこもりに陥ったりするリスクが高い。そ

れらのリスクを軽減する社会的処方箋（Social Prescription）としてアート活動が注目され

ている。アート活動の療育効果や教育実践の有効性は、臨床現場では以前より認識されてい

るものの、実際の効果を捉える生理学的指標はこれまでにない。我々は心理学的指標と唾液

中オキシトシン濃度の測定により、アート活動への参加がもたらす効果について捉えるこ

とで、生理学的指標の確立を目指している。本研究では社会的処方箋として地域にアート活

動を提供している英国の芸術家団体 ArtlinkCentral 及び Glasgow 大学所属の研究者と共

にアートワークショップ（AWS）を開催し、参加者のタイプ別に適切なアート活動の形式

を探索しつつ、より多くの子どもや大人へアート活動参加の機会を提供するためのシステ

ムを構築することを目的とし準備を進めてきている。コロナ禍において、英国でのデータ収

集は見合わせているが、今年度は英国チームと連携したオンライン AWS を国内で開催する

ためのトライアル実証を行った。 

 

この他、各校の社会実装の実績は以下の通りである。 

大阪校 

市民公開シンポジウム 4 件、報道 2 件、専門家研修 32 件、教材作成 1 件 

金沢校 

市民公開シンポジウム ２件、報道 14 件、専門家研修 12 件、教材作成 １件 

浜松校 
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市民公開シンポジウム １件、報道 19 件、専門家研修 12 件、教材作成 0 件 

千葉校 

市民公開シンポジウム 6 件、報道数 15 件、専門家研修 23 件、教材作成 2 件 

福井校 

市民公開シンポジウム 3 件、報道数 21 件、専門家研修 46 件、教材作成 2 件 

弘前大学 

市民公開シンポジウム 1 件、報道数 5 件、専門家研修 26 件、教材作成 1 件 

 

以上



 

- 75 - 

 

若手人材育成部会 

                               若手人材育成部会長 

                                   谷池 雅子 

 

当部会は，将来国際共同研究の担手になる若手育成を支援することを目的とする。ここで

いう若手とは，40 歳未満の教員・大学院生とし，女性で分娩育児でキャリアの中断があっ

た場合にはその年限を足して上限とする。前後期に分け半額ずつを予算として公募し，応募

多数の際には共同研究（とりわけ国際共同研究）を優先するというポリシーにて選考する。

初年度は若手の国際学会発表（筆頭著者に限る）や海外打ち合わせの渡航支援を行ったが，

令和２年度，令和 3 年度は，コロナ禍出来のため，変則的な支援を行った。 

 

１ 令和３年度の活動について 

 令和３年度は，５月 28 日に令和３年度第 1 回部会を開催し，支援については国際学

会での発表・参加を優先とする，前後期に分けず予算を一括して公募することを決定し

（資料 1），公募の後，次回部会までに委員が各々公募内容を採点することとした。6 月

28 日に令和３年度第２回部会を開催し，申請内容について意見交換され，採択・不採択

を決定した。また支援金額が上限に達しなかったため，後期に再度公募することとなっ

た。11 月に後期の公募通知をだし，12 月 20 日に開催された令和３年度第３回部会に

て，申請内容について意見交換され，採択・不採択を決定した。（198 頁から 200 頁議

事録参照） 

 

 以上の審議の結果，以下の 7 名に支援をすることに決定した。 

1 大阪大学 佐藤明美 

2 大阪大学 川崎雅子 

3  大阪大学 蘇 平 

4 大阪大学 秦 圓圓 

5 弘前大学 照井藍 

6 弘前大学 坂本由唯 

7 弘前大学 廣田智也 （後に辞退） 

 

個々の支援内容と被支援者からの報告書は（資料２）の通りである。 

 

    

以 上 
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【資料１】 公募要項 

 

関係各位 

若手人材育成部会 

部会長 谷池雅子 

                                                             

文部科学省共通政策課題事業 

「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」 

若手人材育成部会 若手研究者支援公募について 

 

 

「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業、若手

人材育成部会におきましては、将来国際共同研究の担い手となる若手育成を支援することを目

的とし、令和 3 年度も、下記のとおり若手研究者の研究支援を実施いたします。多くの研究者

からの積極的なご応募をお待ちしております。 

 

１．支援内容 ：2021 年度開催の国際学会参加・発表等に係る経費支援 

 

２．公募対象者：連合小児発達学研究科、各校子どものこころの研究センター、および弘前大

学子どものこころの発達研究センター所属の 40 歳未満の教員、研究者、大

学院生 （分娩育児でキャリアの中断があった場合にはその年限を足して上

限とする） 

 

３．公募締切 ：2021 年 6 月 11 日（金）17:00 締め切り 

 

４．応募方法 ：「研究支援申請書」（別紙）に必要事項を記載の上、下記の若手人材育成部会

の各校委員（教員）宛に提出 

        大阪校 谷池雅子 masako@kokoro.med.osaka-u.ac.jp 

                金沢校 田中早苗 tanakast@staff.kanazawa-u.ac.jp 

                浜松校 土屋賢治 tsuchiya@hama-med.ac.jp 

        千葉校 中川彰子 akikon@chiba-u.jp 

        福井校 松﨑秀夫 matsuzah@u-fukui.ac.jp 

        弘前大学 斉藤まなぶ smanabu@hirosaki-u.ac.jp 

 

５．選考方法 ：6 月下旬開催の若手人材育成部会にて審議、選考後、申請者へ通知いたしま

す。 

 

<本件問合せ先> 大阪大学大学院連合小児発達学研究科  

「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業・事務局 

<Email: danke@anat2.med.osaka-.ac.jp>   
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　 名前 所属 職位・学年 研究概要・支援内容

1 佐藤　明美 大阪 D3

2021年6月17日-19日にイギリスで開催されるInternational

Tuberous　Sclerosis　Complex　Research　Conference2021でポ

スター発表・学会参加登録費。

2 川崎　雅子 大阪 D1
2021 PCIT International Biennial Convention

(オンライン参加費)

3 坂本　由唯 弘前 D4
国際学会でのポスター発表　参加登録費

（INSAR 2021 Virtual Annual Meeting）

4 照井　藍 弘前 大学院生・助手
国際学会でのポスター発表　参加登録費

（INSAR 2021 Virtual Annual Meeting）

5 蘇　平 大阪 D3 論文校正、英語校正、論文投稿費用

6 秦　圓圓 大阪 D2 学会参加旅費（国内学会）

7 廣田　智也 弘前 D3 オープンジャーナル国際雑誌　(Frontiers in Psychiatry)への投稿費

令和3年度若手人材育成部会　「若手人材育成・研究支援」　採択課題　
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【資料 2】 

 

 

 

 

 

 

 

氏名

所属大学名

職位または学年（学生の場合）

申請内容（渡航先、参加学
会、ワークショップ等）

実施年月日

備考

2021年6月17日-19日

内容報告

INTERNATIONAL  TUBEROUS  SCLEROSIS  COMPLEX  RESEARCH
CONFERENCE 2021

若手人材育成部会・研究支援報告書

佐藤　明美

大阪大学

連合小児発達学研究科　後期博士課程3年

2021年6月17日-19日にイギリスで開催されたInternational Tuberous

Sclerocis Complex Resarch Conference 2021にweb参加をして

e-poster発表を行った。

結節性硬化症（TSC)に関する研究に着手することが決まった2018年６月、

後期博士課程２年の初夏にトロントで開催されたITSCRC2018に参加した。

世界中の結節性硬化症の基礎・臨床研究者、患者本人、家族が集まった温

かみのある素晴らしい学会であった。それ以降、2020年にイギリスで開催さ

れるITSCRC2020で発表をすることを目標に研究に取り組んできた。

COVID19の影響で、2020年開催予定が2021年web学会に延期・変更となっ

たが、念願の学会で発表をすることができた。

研究テーマ：「結節性硬化症関連精神神経症状（Tuberous Sclerosis 

Complex Associated Neuro-psychological Disorders;TAND)と辺縁系白質微

細構造異常の関連」

目的：TANDはQOLに影響を及ぼすためTSC患者と家族にとって重要である

が、関連のある特定の脳領域は不明である。本研究では拡散テンソル画像

（DTI)を用いてTSC患者の白質微細構造解析を行い、TAND/不適応行動と

関連する白質を辺縁系部を中心に同定し、TAND症状と脳白質微細構造異

常との関連について明確にすることを目的とした。

結果：Fornix, Stria Terminalis,Sagittal Stratumなどの辺縁系・内側側頭葉の

白質微細構造異常とTAND/不適応行動に関連が見られた。また、TSCで

ASD合併有群はASD合併無し群に比べて有意にFornix白質FA値が上昇、

MD値が低下していた。

結論：TANDと辺縁系白質微細構造異常は関連しており、白質神経線維の

髄鞘化の異常や神経線維束の接続不足が示唆された。
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氏名

所属大学名

職位または学年（学生の場合）

申請内容（渡航先、参加学
会、ワークショップ等）

実施年月日

備考

内容報告

・発表形態：ポスター発表（オンライン）

・発表内容：
標題：『Practice of Internet-delivered Parent-Child Interaction Therapy at Japan PCIT
Training Center』

【背景と目的】
　日本PCIT研修センターでは、2020年のCOVID-19蔓延に伴い、PCITによる治療を中断ある
いはあきらめる親子が増えることが懸念された。この状況に対処するため、I-PCITへの切り替
えを迅速に行った。
　本発表の目的は、（1）COVID-19の制約下における当センターでのI-PCITの実践状況を報告
すること、（2）様々な背景を持つ5例のI-PCITによる治療経過を紹介すること、である。
【方法】
参加者：
　- 5 組の親子；親7名、子5名（男児60％）
　- 子どもの年齢：M = 5.14, SD = 1.35
　- 親の年齢：M = 36.43, SD = 5.80
手順：
　- 親はECBIとBDI-Ⅱを治療前、治療中、治療後に記入した。
　- 親子はやむを得ない事情がある場合を除き、毎週I-PCITに参加した。
【結果】
　COVID-19前後でのPCITフォーマットの比率について、2019年7月には100％が対面式であっ
たが、2020年4月には100％がI-PCITに移行した。2021年8月現在は、それぞれ約半分の割合
となっている。
　ケースの経過について、治療を修了した4名すべての親においてECBI強度スコアが低下し
た。Case4とCase5は、CDIまたはPDIの途中であるが、大幅に減少していた。BDI-Ⅱに関して
は、治療を修了した4名のうち、得点が減少したのは2名だけであった。治療を継続している3
名のうち2名は、治療前と比較して得点の減少がみられた。
【まとめ】
　本研究では、日本のCOVID-19下において、I-PCITの導入が可能であり有効であることを示
唆している。今後の研究では、I-PCITが効果的な介入であることを確立するために、より多く
のサンプルや、ランダム化比較試験等を用いた研究を実施する必要がある。

・ディスカッション：米国のトレーナーより、以下2点の質問を受けた。
（１）対面からオンラインに切り替えた結果、複数の養育者が治療に参加しやすくなったという
実感はあるか。（2）BDIが下がりにくい親が存在する点について、どのように考えるか。
発表者からの回答：（1）対面の場合クリニックに足を運んで治療を受けることへの抵抗を持つ
親もいるが、オンラインは自宅から参加できるという気軽さから複数の養育者が参加しやすく
なったと感じる。（2）子どもの問題行動が改善しても親のメンタル面が改善しにくいパターンと
して、親自身のトラウマ体験等が関連しているように感じる。
　
　今回の発表を通して、日本と各国のI-PCITの現状と今後の展望について、関連の研究者と
議論することができた。これを契機に今後も、PCIT International Grobal Trainerとの連携をより
密にしていき、海外との共同研究等の可能性も視野に入れていきたい。

若手人材育成部会・研究支援報告書

川崎　雅子

大阪大学大学院連合小児発達学研究科

D1

2021 PCIT International Biennial Convention(オンライン参加)

2021年8月25日～27日（ポスター発表：8月27日）
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氏名

所属大学名

職位または学年（学生の場合）

申請内容（渡航先、参加学
会、ワークショップ等）

実施年月日

備考

2021年5月3日～同年5月7日

若手人材育成部会・研究支援報告書

坂本　由唯

弘前大学

助教

INSAR 2021 Virtual Annual Meeting

内容報告

　5歳児における血漿オキシトシン（OT）濃度と神経発達障害の発達特性と
の関連について男女別に解析し、ポスター発表を行った。解析の結果、OT

濃度は、男女別診断群間で有意差はなかったものの、定型発達（TD）群で

は女児の平均OT（conc.=5.0983）が男児の平均OT（conc.=3.7175）よりも

有意に高く（p <0.05）、注意欠如多動症（ADHD）群とTD群では女児の方が

男児よりもOTが高い傾向があった。一方、自閉スペクトラム症（ASD）群では

女児のOTは男児よりも低い傾向がみられた。以上より、OTと発達特性との

因果関係については言及できないものの、未就学児の発達特性に対する
OTの影響は性別によって異なる可能性が示唆されたことを発表した。

　学会において印象的だったのは、COVID-19に関する複数のポスター発表

である。自閉スペクトラム症を有する青年や成人を対象に、コロナ禍における
ストレスや抑うつ、支援体制や他者とのネットワークの変化などについて調
査した研究が報告されていた。これらは、主にアメリカやイスラエルなどで実
施された調査であった。2020年2月のWHOがCOVID-19と命名してから1年

余りが経過したタイミングでの学会開催だったが、COVID-19に関する調査

が報告されるというスピード感を目の当たりにした。情勢は日々刻々と変化し
ているが、速やかに現状を把握することが、今もしくは今後行っていくべき問
題解決や支援体制の構築につながる。私も日本のコロナ禍において発達障
害を有する人々を取り巻く現状や問題点を調査し、必要な支援体制の構築に
貢献したいと考えた。
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氏名

所属大学名

職位または学年（学生の場合）

申請内容（渡航先、参加学
会、ワークショップ等）

実施年月日

備考

内容報告

Title: The molecular mechanism by which GPCRs localize to the primary

cilia(Implications for ciliopathies with intellectual disability and

autism)Background: A subset of GPCRs localize specifically to primary

cilia. Genetic damage to primary cilia results in pleiotropic disorders

termed ciliopathies, some of which are accompanied by intellectual

disability (ID) and autism. It is possible that failure of cilia localization of

GPCRs leads to dysfunction of primary cilia in neurons, thereby inducing

abnormal neuron activity that is observed in ID and autism.

Method: The fourth intracellular domain (i4) of Htr6 fused to CD8α

localizes to primary cilia in hTERT-RPE1 cells, suggesting that

localization of Htr6 to primary cilia depends on its i4 portion. Therefore,

interactors of Htr6-i4 are searched by yeast two-hybrid screening of a

mouse cDNA library.       Result:45.5 million clones were screened, and

three molecules were identified as candidates that interact with Htr6-i4.

Interaction test in yeasts and immunoprecipitation/Western Blot analysis

in HEK293T cells demonstrated interaction of Htr6-i4 with two of the

identified candidates both in yeasts and in mammalian cells

若手人材育成部会・研究支援報告書

秦　圓圓　(シン　エンエン)

大阪大学 大学院連合小児発達学研究科/小児発達学専攻

D2

参加第48回日本脳科学会(浜松)

2021.12.04-2021.12.05
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氏名

所属大学名

職位または学年（学生の場合）

申請内容（渡航先、参加学
会、ワークショップ等）

実施年月日

備考

2021年5月3日～同年5月7日

内容報告

INSAR 2021 Virtual Annual Meetingでは、「Webシステムの使用を含

む、5歳児の神経発達障害（NDD）のための新しいスクリーニングツー

ルの検証」についてポスター発表を行った。NDDリスクグループ抽出

の比率は、古いアルゴリズムよりも新しいアルゴリズムの方が低く、

リスクのある子どもの数は減少しているものの、NDDと診断された子

どもの割合は増加している。アルゴリズムが就学前の子どもたちの発

達障害を効率的に検出できる。このウェブスクリーニングシステム

は、COVID-19感染下でも高いレベルの参加が期待されている。また、

今学会に参加することにより、多くの最新のASD研究に触れ、知見を

深めることができた。

INSAR 2021 Virtual Annual Meeting

若手人材育成部会・研究支援報告書

照井　藍

弘前大学

大学院3年
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氏名

所属大学名

職位または学年（学生の場合）

申請内容（渡航先、参加学
会、ワークショップ等）

実施年月日

備考

若手人材育成部会・研究支援報告書

蘇平

大阪大学

D3

論文投稿

2022年1月8日；2022年3月

内容報告

　中国青海省の幼稚園に通う3〜6歳児の養育者に中国版子ども眠り質問票
（JSQ-P-C）を配布、3,827名分が回収さえた。その中で、チベットの人口の

80%以上が生活する海抜2,000mから3,000mで生活する児961名分を用いて標
準化を行なった。JSQ-P-Cの因子構造は，探索的因子分析（EFA）を用いて評

価した。主成分分析により因子を抽出し，バリマックス回転を適用した。信頼
性はCronbachのαで評価し，各因子の判別妥当性は異質・単質相関比

（HTMT）で評価した。その結果、I.不眠、II.レストスレッグス症候群(RLS)、
III.閉塞性睡眠時無呼吸、VI.日中の過度の眠気、V.朝の症状、VI.日中の行動、
VII睡眠不足、VIII.睡眠習慣の8つの下位尺度が得られた。JSQ-P-Cは良好な内

的一貫性を示した（Cronbach's α = 0.917，39項目）。各項目のCronbachの
αは0.61から0.86の間に分布していた。「昼寝を2回以上する」という項目は

因子負荷量が低いため、除外し、38項目でEFAを実施した結果、バーレットの
球形性検定が有意（χ2値=15503.216、p<.001）、Kaiser-Meyer-Olkinが

0.938、累積寄与率が58.35%であることが示された。また、任意の2要因の
HTMT値は<0.85であった。JSQ-P-Cの信頼性および弁別的妥当性が示され

た。本研究で、JSQ-P-Cは、良好な内部一貫性を有しチベット人児童に使用で

きる有効な質問紙であることが示された。

これらの結果は英文誌２報にまとめ、一報は掲載され、もう一報は投稿準備中
である。
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③ 広報委員会 

広報委員長  

友田 明美 

 

1 令和 3 年度の活動について 

 前年度に引き続き制作した事業ウェブサイトについて，コンテンツの拡充を行った。

1 つ目は，ウェブサイトによる共同研究支援の公募や研究成果についての情報発信の整

理と拡充を行った。また「子どものこころ」に関する諸問題を研究者や教育関係者だけ

でなく一般の方にも幅広く認知してもらうことを目的として，新たに教育コンテンツを

公開した。2 つ目は，子どものこころの研究に関するアジア諸国のハブ拠点となること

を目的としている本事業の内容に沿うべく，前年度に引き続き，ウェブサイトの多言語

化を行った。3 つ目は，本事業による国際シンポジウム（CRNACDD 2022）に関する

情報発信を行った。 

 

2 ウェブサイトによる共同研究支援の公募や研究成果についての情報発信の整理と拡充  

共同研究推進・国際ハブ化推進部会による「令和 3 年度共同研究支援の公募」につい

て，ウェブサイト上に公募要領と申請書を掲載した。また，これまでの研究支援採択課

題に関する概要（申請者，所属，題目）と，支援が終了した課題については研究成果に

ついての報告書をウェブサイトに掲載した。 

また，研究成果について，今年度は各拠点より 9 件の成果について掲載依頼があり，

事業の活動成果として掲載した。さらに，また「子どものこころ」に関する諸問題を研

究者や教育関係者だけでなく一般の方にも幅広く認知してもらうことを目的として，森

則夫大阪大学特任教授・浜松医科大学名誉教授に資料をご提供いただき，9 件の教育コ

ンテンツを公開した。 

 

3 ホームページの多言語化開設に向けての情報収集およびページ設計 

事業共共拠点ウェブサイトの多言語化にあたり，多くの学術ウェブサイトで採用され

ている日本語と英語に中国語と韓国語を加えた，四か国語により情報発信を行ってきた

が，その他のメジャーな言語として母語人口数が第四位であるスペイン語があり，スペ

イン語はインターネット上の言語使用人口では 3 億 3,789 万人で英語・中国語に続き，

第 3 位であるとの報告もある。したがって，この人口に対する情報発信が重要であると

考え，既に制作している英語版ウェブサイトを元に，スペイン語版を制作する方針が決

定し，スペイン語版を福井拠点の翻訳可能な人材に依頼することとなった。翻訳された

コンテンツについて拠点内によりダブルチェックを行い，以下のリンクにてホームペー

ジの開設を行った（図 1）。 
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http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/sp/index.html（スペイン語版） 

 

図 1. 事業ウェブサイト（スペイン語版ホームページ） 

 

4 国際シンポジウム（CRNACDD 2022）に関する情報発信 

2022 年 1 月 21 日（金）11:00～14:00 大阪大学（吹田キャンパス）医学部講義棟 3

階 Ｅ講堂にて，マラヤ大学（マレーシア），フィリピン子ども医療センター（フィリピ

ン）， マヒドン大学（タイ），インドネシア大学（インドネシア）と共同で第 3 回国際

シンポジウム"CRNACDD 2022"を大阪大学で開催し，本シンポジウムの内容をウェブ

サイトにて情報発信した。 

 

以 上 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/sp/index.html
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④ アドバイザリーボード 

  委員は 173 頁に示した。関連する規定は 174 頁～176 頁に示した。 

 

⑤ 外部評価委員会 

  委員は 173 頁に示した。 
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<各校を拠点とする活動実績・KPI> 

 

● 既存リソースの共通化・国際的共通臨床データベースの構築 

 令和 3 年度も，各校を拠点とする活動を引き続き活発に実施した。さらに，研究のより活

性化と各校の壁を越えての協働を促進すべく，既存リソースの共通化，さらには本事業の基

盤となる国際共通臨床データベースの構築に向けての活動も行った。KPI と合わせ，以下に

記載する。 

 

【大阪校】 

 令和 3 年度は大阪大学が保有している臨床情報と紐づいた発達障がい児 DNA，RNA，リ

ンパ芽球，血漿サンプルに関して，共同利用を視野に入れた DNA の全エクソーム解析を 45

家系 135 検体について行い，解析をすすめている。子どものこころの分子統御機構研究セ

ンターのブレインバンク・バイオリソース部門では，法医学教室とも連携してうつや小児の

ブレインバンク構築の準備を進めている。 

発達障がい国際的共通臨床レジストリの構築に関して，海外施設ともデータシェアリン

グポリシーに関しての同意書を交わし，大阪校の既存のデータを中心に 2000 件以上を登録

した。その補完作業をすすめつつ，国内および海外からのレジストリ登録を簡便化するため

のシステムと方法について，各大学の担当者および大阪大学データセンター担当者を交え

て協議を行って，他施設からの登録支援を進めた。さらに，大阪大学未来医療開発部の協力

により，レジストリと紐づく画像情報や遺伝情報を格納し，効率的に活用することを可能に

するためのサーバー拡張とシステム構築を行った。 

 

【金沢校】 

 金沢校では，既存リソースの共通化を目指し，発達障がいモデルマウス作製と，ウェアラ

ブルセンサーを用いた児童の生活に関するデータの収集を行った。自閉スペクトラム症モ

デルマウスにおいて，アロ・グルーミング(allogrooming; 対他毛づくろい)の異常・変化を

尺度として共感性を測り，再分類を行った。 

また，金沢校の特色の一つである脳磁計（MEG: magnetoencephalography），特に幼児研

究用にカスタマイズされた MEG を国際共同研究へと展開させるために取り組んでいる。同

型の幼児用 MEG を所有しているマッコーリー大学（オーストラリア）に 2 名の研究員を昨

年度に引き続き派遣中である。 

 

【浜松校】 
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 浜 松 校 で は ， 6 大 学 の 共 同 研 究 お よ び ア ジ ア 共 同 臨 床 レ ジ ス ト リ （ Asian 

Neurodevelopmental Disorder Registry: ANDy）のリソースとなる浜松母と子の出生コホー

ト研究（HBC Study: Takagai et al., 2016）の運営を継続し，ヒト発達データ，発達障害にか

かる臨床データの縦断的・経時的収集をおこなってきた。運営開始から 14 年目となる今年

度，HBC Study 参加者の 13 回目の計測（13～14 歳，中学 1～2 年）に着手し，コロナ禍の

なかを大きな遅延なくデータ収集を進めている。また，HBC Study のデータを試験的に

ANDy に投入することを開始した。今後，データの投入を自動化できるよう，HBC Study

データを ANDy の運用に使われている REDCap のフォーマットに適合するようファイル

書き換えのプログラムを開発する必要があることが明らかとなった。 

ANDy には入らない大容量データ（遺伝子，画像）を，大阪大学内に設置したデータサー

バに取り込み共用するための「データサーバインターフェース開発」作業に着手した。 

 

【千葉校】 

「勇者の旅」プログラムの効果研究に参加した小中学校の，プログラム実施学級・非実施

学級在籍児童生徒から収集された質問紙調査データ（SCAS 等）の共通化を図っている。

2021 年度は，小学校 4 年生から中学校 3 年生まで約 3600 名分の SCAS データが新たに収

集されている。 

小中学校の PC やタブレット端末から，質問紙調査に直接回答・提出できるよう，千葉大

学「こころの e-learning」内にデータベースを構築し，2019 年度に運用を開始している。

2021 年度は，「勇者の旅」プログラムの効果研究に参加した小中学生のうち，約 2600 名分

の SCAS データがオンラインにて収集されている。 

子どもの自殺者数の増加，コロナ禍におけるメンタル不調者の増加に対して，GIGA スク

ール構想のもと，学校で子どもがタブレットを使用する環境が整備されたため，厚生労働省

の労働安全衛生法に基づく職場のストレスチェック制度を参考に，学校安全保健法に基づ

き，情報セキュリティーの担保された国内クラウドデータベースにて，ＷＥＢ上での子ども

のストレスチェックを運用し，高校生，中学生，小学高学年生，合計 17,000 人程度に，保

護者の同意を得た上での任意参加で実施し，本人と教員にストレスへの気づきを促し，メン

タル不調の未然防止のためのシステムを構築した。 

 

【福井校】 

 稀少疾患等の生体試料・データの既存リソースとして，以下を有する。この内，遺伝子デ

ータについては，CIN レジストリに登録した。他のパブリックデータベース（NBDC，GEO）

への公開は，論文発表と共に進める。 

 1. 脳 MRI 測定可能な年齢（9 歳から 18 歳）の被虐待児（39 名）及び比較対照児（31

名）の脳画像，唾液 DNA メチル化アレイデータセット 

2. １のデータセットの一部の被虐待児（26 名）から採血，EBV 感染により作成したリ
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ンパ芽球 

3. 脳 MRI 測定可能な年齢（9 歳から 18 歳）の被虐待児（34 名）及び比較対照児（36

名）の脳画像，唾液 DNA メチル化アレイデータセット（1 とは異なる集団・時期に収集） 

4. 脳 MRI 測定困難な年齢（0 歳から 8 歳）の被虐待児（55 名）及び比較対照児（70 名）

の Gazefinder®，頬粘膜 DNA メチル化アレイデータセット 

5. 未就学児を子育て中の母親（76 名 + ADHD 児の母親 25 名 ※数名の重複あり）の

脳画像，唾液 DNA メチル化アレイデータセット 

6. 脳腫瘍，難治性てんかんをはじめ，脳外科手術を受けた患者（現在 18 名）の，摘除

脳組織（RNAlater， MNI 座標），血液，唾液，頬粘膜，及びこれら各試料から測定した DNA

メチル化アレイデータセット，血液から測定したジャポニカアレイによる SNP アレイデー

タセット，脳，血液から測定した RNAseq による全トランスクリプトームデータセット  

 加えて，【当初計画外】一卵性双生児不一致例 ADHD 児のメチル化アレイデータセット

（2 組）を GEO で公開（GSE186339）した。 

 

【弘前大学】 

 国際臨床レジストリのデータベース構築については，現在までに，外来患者のリクルート

を 4 件終え，年度末までに Redcap へ入力作業を行う。次年度以降は科研費 国際共同研究

加速基金（国際共同研究強化 B）の分担研究者に引き継がれ，データベースの構築に協力を

続けていく。 

 

● 評価項目１ ６大学内での共同研究数，人材交流実績 

６大学内での共同研究数, 人材交流実績について, 以下の表に示す。 
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【大阪校】 

2021 年度は，乳幼児の睡眠改善のための睡眠アプリの多施設共同実証研究（大阪・金

沢・福井・弘前），MRI 画像研究（福井・大阪・千葉），視線計測装置 GazeFinder の臨床

治験（浜松・大阪・金沢・千葉・福井・弘前），自閉スペクトラム症早期療育プログラム

日本版の効果実証研究（弘前・大阪・金沢），共通質問紙による COVID-19 下の支援ニー

ズ研究（大阪・金沢＋マラヤ大学），6 大学の共通臨床レジストリの構築（大阪・金沢・浜

松・千葉・福井・弘前＋マラヤ大学・フィリピン小児医療センター・マヒドン大学・イン
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ドネシア国立大学），子どものメンタルヘルスの観察研究（浜松）及び，大脳皮質内回路

の形成，大脳皮質からのびる回路形成の仕組みの解明の９件の国内共同研究を行なった。

6 大学内の人材交流として，福井大学との間で，クロスアポイントメント制度により 1 名 

を派遣し，1 名の受け入れを行った。 

 

【金沢校】 

大阪大学とは，幼児の睡眠モニタリングアプリである「ねんねナビ」プロジェクトを前年

度より継続し，加賀市の協力を得てデータを収集している。 

浜松医科大学とは，経頭蓋直流電流刺激（tDCS: transcranial direct current stimulation）

が認知機能に与える影響と，その神経生理学的根拠を調べる研究を進めており，tDCS 研究

の総説論文を国際英文誌に投稿した。 

福井大学とは，「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会

実装」事業・共同研究支援課題に引き続き採択され，感覚器から入力される社会性外界情報

の獲得及び脳内作用のメカニズムに関する共同研究が進展している。 

千葉大学および弘前大学とは，令和 4 年度研究費にそれぞれ共同で申請を行っている。 

また，連合大学院 5 大学および他の主幹大学の共同事業である子どもみんなプロジェク

トを推進し，石川県内の学校教員への研修や，金沢市教育センターとの共同研究を通じて研

究フィールド形成を進めた。 

 

【浜松校】 

 ANDy を基盤として 6 大学ならびにアジア諸国のリーディングインスティテュートとデ

ータを共用し，アジア各国における神経発達症の臨床的特徴を明らかにする科学研究費（国

際共同研究 B）「アジアの神経発達症～表現型・背景因子・重症度と予後に関する共同レジ

ストリ研究」を申請し採択された。 

日本医療研究開発機構（AMED）の支援を受けた医療機器開発の研究事業「視線計測装置

及び視線計測装置用診断プログラム(GF01)による自閉スペクトラム症(ASD)の診断能に関

する多施設共同試験」（医師主導治験）に，大阪大学，弘前大学，福井大学，（株）JVC ケン

ウッドとともに参加し，2022 年 3 月をもって完了した。現在，総括報告書の作成を進めて

いる。 

母体の代謝が臍帯血中のレプチン濃度を通して自閉スペクトラム症のリスクを高めるこ

とを，福井大学と共同で解明し，報告した（Iwabuchi et al. 2022, Front Psychiatry）。 

COVID-19 のまん延にともなって学童におけるメンタルヘルスの低下が生じていることを，

弘前大学と共同で大規模調査を行い，報告した（Adachi et al. 2022, Soc Psychiatry Psychiatr 

Epidemiol）。 

学童の属する家庭のソーシャル・キャピタルが抑うつ症状と関連することを，弘前大学と

共同で解明し，報告した（Mori et al. 2022, PLoS One）。 
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インターネットの利用と抑うつの因果関係について縦断 的解析を行い，報告した

（Takahashi et al. 2022, Comput Hum Behav）。 

 このほか，以下のプロジェクトが進行している。 

・ 浜松市における学童のメンタルヘルス調査（NiCoLi），弘前大学と共同 

・ 吹田市におけるいじめと学校風土に関する調査およびメンタルヘルス調査（NiCoLi），

大阪大学と共同 

・ 自閉スペクトラム症の栄養療法の開発，福井大学と共同 

・ 自閉スペクトラム症における脂質代謝異常の検討，ミトコンドリア機能異常と酸化ス

トレスの関与の証明，福井大学，弘前大学と共同 

 

【千葉校】 

 以下 4 件の共同研究を実施した。 

子どものこころの発達について，研究者と教育現場が連携・協働しながら課題解決を行う

「子どもみんなプロジェクト」を，大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・福井大学・弘前大

学を含む 10 大学で進めた。 

AMED 成育疾患克服等総合研究事業―BIRTHDAY「学童・思春期の心身の健全育成を支

援する医療との連携システムの開発」を弘前大学を含む 6 研究機関で進めた。 

発達障害に関する MRI 研究を福井大学，大阪大学と共同で進めた。 

ASD の社会的カモフラージュ尺度のイギリスとの国際比較に関する研究を国内において

は，浜松医科大学と共同で進めた。 

 

【福井校】 

 ADHD 児の脳画像研究を多施設共同プロトコールで行うべく，進めている。また，大阪

大学主導の下，6 大学共同でアジア小児発達障がいレジストリを構築し，データ登録を行っ

ている。脳画像はレジストリに紐づけることで，研究データの蓄積を行う。 

同時に生体試料の収集も進める計画である。 

ねんねナビ社会実装のため，大阪校との共同研究で福井県永平寺町での実施を行ってい

る。この実施に関わるクロスアポイントメントによる人材交流により，COVID-19 が母子

の睡眠習慣に及ぼす影響に関する大規模調査について論文化した。また，小児発達オンライ

ン診療の開発研究を開始した。 

 

【弘前大学】 

 浜松・大阪・福井との共同で行っている ASD，ADHD，DCD の Gazefinder 研究では，

ASD を対象として AMED 医師主導型治験は 9 月末に 58 名のリクルートをもって終了した

（達成 100%）。5 歳児のスクリーニング，DCD の視線の特徴については JVCKW との共同

研究として解析および検証を進めている。 
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 大阪・金沢・福井との共同研究として進めている，乳幼児の睡眠改善に向けたスマホアプ

リ「ねんねナビ」の多拠点実証研究に関して，弘前ではシーズン 3 で 4 例の幼児・保護者に

対して介入が終結し，介入前後で得られたデータを取りまとめているところである（達成度

40%）。今年度はシーズン 4 として，AI 化されたアプリについて効果検証を実施していく予

定であったが，コロナ感染拡大の影響で研究実施が遅れており，阪大 COI 加速プログラム

で事業責任者を変更し，研究の継続と 100 名のリクルートを目指す。 

 大阪・金沢との共同研究として，自閉症への超早期介入 ESDM の日本版プロトタイプの

作成に向けて，定期的にミーティングを行い，プロトコールが概ね完成し，阪大での倫理審

査の段階に入っている。今後も共同研究は継続する。 

 福井大学との新たな研究として，5 歳児健診を用いたフリーラジカルによる神経発達症判

定技術の検証研究の準備（共同研究契約，倫理申請）を行った。 

弘前市の全公立小中学校を対象とした学校コホート研究に関しては，今年度も年 3 回の

調査を予定しており，既に 7 および 12 月の第 2 回調査を実施し，3 月調査は現時点で進行

中である。昨年度に同様の調査によって収集されたデータベースをもとに，浜松校との共同

研究として，小中学校のメンタルヘルスにコロナ禍が与えた影響を分析した論文を投稿中

である。その一部として，小中学生におけるスマートフォンの所持と抑うつの縦断的関連性

を明らかにした論文が Social Psychiatry and Psychiatric Epidemiology 誌に掲載された。 

 

 

● 評価項目２ 国際共同研究論文の数,およびその増加 

国際共同研究論文等については，12 頁～33 頁に示す。国際共同研究論文については＊印

にて示している。 

 

【大阪校】 

大阪校から 2021 年度に発表した国際共同論文は，16 本を数え，年度当初に設定した国際

共同研究 5 本という KPI を上回った。また，その大部分がインパクトファクターの高い雑

誌に掲載された質の高いものであった。 

 

【金沢校】 

 国際共同研究による原著論文は 10 本であった。年度当初に設定した KPI（国際共同研究

論文 10 本）を満たし，国際共同研究は順調に推移している。 

 

【浜松校】 

国際共同研究による原著論文（ニューヨーク市立大学，カリフォルニア大学サンフランシ

スコ校，ロンドン大学バークベック校，バングラデシュ Global Public Health Research 
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Foundation ほか）との共同研究論文が 22 本上梓された。 

このほか，現在，以下のプロジェクトが進行している。 

・ テキサス大学アーリントン校：環境化学物質と神経発達の関連の解明 

・ マウントサイナイ医科大学：ADHD の病態生理における炎症の関与の解明 

・ バングラデシュ Global Public Health Research Foundation：バングラデシュ，ネパー

ルの小児における養育環境と神経発達の関連の解明 

・ ニューヨーク市立大学：神経発達症の病態生理における遺伝・環境相関 

・ ロンドン大学バークベック校：オンラインビデオ通話環境及びヴァーチャルリアリテ

ィ環境における対人相互作用の定量化 

・ ロンドン大学バークベック校：映画刺激を用いた社会的認知の定量化に関わる方法開

発 

・ ジュネーブ大学：脳波計測に基づいた顔認知の脳神経基盤に関する理論構築 

・ マギル大学：発達障害の早期健診に関わる視線計測法を用いた研究開発 

・ ロンドン大学バークベック校＆イェール大学：自閉症者の社会的動機付けに関する視

線計測法を用いた定量化 

・  

【千葉校】 

小児期と成人期の強迫症の脳画像研究について，原著 1 本を発表した。 

強迫症の子どもは視床体積が大きいことが報告されているが，特定の視床亜核の体積変

化によって引き起こされている可能性がある。29 施設の小児期（12 歳未満）289 名，思

春期（12-17 歳）の子ども 568 名を含む OCD2,649 人と健常者 2,774 人を対象とし，左右

ごとにそれぞれ 5 つの視床下部領域の体積を抽出した。その結果，12 歳未満の小児期強迫

症患者は外側および腹側核，視床枕，腹側核と視床全体の体積が大きい一方，成人期強迫

症患者では全ての部位において小さく，薬物療法を受けている患者の寄与が大きかった。

思春期強迫症患者には体積の差異はなかった。これらの結果は，強迫症の視床体積変化は

年齢と投薬状況の両者により引き起こされることが示唆された。本研究は，2022 年 1 月に

国際学術誌「Translational Psychiatry」に受理された。 

 

【福井校】 

 令和 3 年度（2021.4～2022.3）は，20 編の欧文論文，および 19 編の和文論文・著書を発

表するなど，福井校は全体として大変順調に進捗している（令和 3 年度福井校業績参照）。

国際共同研究論文としては 8 報を発表した。 

 その他，論文として発表するまでには至っていないが，コロンビア大学，UCLA，スタン

フォード大学との国際共同研究を実質的に継続しており，近くこれらの研究成果の結実と

論文化も見込まれる。 
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【弘前大学】 

University of California, San Francisco (UCSF)の廣田智也講師との共同研究論文として，

就学前児を含む 8 年間の縦断的調査データのコホートプロファイル論文が International 

Journal of Epidemiology 誌に掲載された。同様に，学校コホートのデータベースを活用した

インターネット依存に関する縦断的研究が Journal of Autism and Developmental Disorders

誌に，小中学生のソーシャルキャピタルと抑うつ，Quality of Life の関連についても PLOS 

ONE 誌に掲載され，中学生のインターネット依存と抑うつの縦断的関連を明らかにした論

文が Computers in Human Behavior に受理された。 

さらに，Northern Illinois University の Malecki 博士との共同研究として，青少年用ソー

シャルサポート尺度日本語版の標準化に関する論文が Japanese Psychological Research 誌

に掲載された。 

 また，University of Sussex, Brighton, United Kingdom の Vo Phuong Linh 博士，東北大

学等と 6 年かけて共同研究を行ったきた ASD の語用論的障害を定義づける言語コーパスが

完成し，2022 年 2 月 PLOS ONE 誌に掲載された。 

 

● 評価項目３ アジア・日本の地域特性に適した診断，治療，介入法の提唱 

各校が協働して実施した内容については, 部会報告に記した。ここでは, 各校が独自実 

施している内容について記す。 

 

【大阪校】 

 昨年度に引き続き，日本の子どもの睡眠習慣に則して作成した，日本版子ども眠りの質問

票幼児版の東南アジア版（マレーシア語，タイ語，インドネシア語，フィリピン語，中国語）

の標準化，妥当性の検証を，各国の連携施設と共同研究として行った。このうち，マレーシ

アでは調査解析が終了し，国際共同論文として発表され，タイでもほぼ調査が終了し，論文

化の段階に入っている。引き続き同質問票の小学生版の標準化，国際比較研究を展開する予

定である。また，睡眠アプリの子育て支援アプリとしてのブラッシュアップと全国的な普及

および地域での自律した活用を可能にするため，AI を活用した自動応答システムの開発，

金沢大学，弘前大学，福井大学と連携しての社会実装研究を遂行した。 

また，弘前大学，金沢大学と共同で日本の状況にあった形での自閉スペクトラム症への早

期療育モデル（ESDM）プログラムを考案し，その効果検証研究についての準備を進めてい

る。 

さらに，緊急事態時の発達障がい児と家族支援の政策提言を目指した COVID-19 下の実

態調査を大阪大学・金沢大学・マラヤ大学（マレーシア）の共同研究として行い，データ収

集とその解析をおこなった。現在両国で論文化中である。 

KPI（3 件）に対し上記 3 件の実績があり，KPI を達成できた。 
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【金沢校】 

 大阪大学と共同で実施している睡眠介入研究について，加賀市の協力の下でデータ収集

を進めている。また，金沢市および枚方市にて PEERS プログラムの実証研究を開始した。 

また，東京藝術大学との共同研究によって，自閉スペクトラム症児を対象としたアートワ

ークショップを令和 2 年度に引き続き開催し，唾液中のオキシトシン濃度や行動データか

ら効果検証を行っている。 

 

【浜松校】 

 わが国の妊婦におけるやせと新生児における低出生体重の関連，それらの決定因，それら

の予後について，我が国を代表とする国内のコホート研究チームが連携して，エビデンスの

発信のためのデータ収集と発信を行っている。 

この試みは，東北大学メディカル・メガバンク機構（栗山進一教授）を中心とする研究事

業（厚生労働科学研究 BIRTHDAY）において 2019 年度から 5 年計画で進んでいる。浜松

母と子の出生コホート研究，東北大学三世代コホート，北海道コホート，BOSHI コホート，

成育コホート，千葉 C-MACH が参加して共同解析（メタ解析）を行っている。これまでに

複数のメタ解析が走っており，まもなく最初の論文が上梓されるのにあわせて，①妊娠中の

妊婦の適正な体重増加，②妊娠中の喫煙と妊娠高血圧の関連についての一般向け発信の準

備を進めている。 

 

【千葉校】 

学校現場における不安の予防教育プログラムとして開発した「勇者の旅」は，小学校高学

年を対象に実施した予備的研究において有効性が示されたことから，2017 年度より文部科

学省委託事業「子どもみんなプロジェクト」に参画し，学校現場における大規模な効果検証

研究に取り組んできた。2020 年度に「子どもみんなプロジェクト」第二期がスタートし，

2021 年度も引き続き千葉県，千葉市，埼玉県吉川市，京都府井手町，福岡県八女市の各教

育委員会と連携しつつ，授業実践の希望があった公立小学中校 3 校にて，「勇者の旅」プロ

グラムが実施された。プログラムの実施前後およびフォローアップの計 3 回，SCAS（スペ

ンス児童不安尺度）の質問紙調査を依頼しており，データが揃い次第解析予定である。 

第三世代の認知行動療法と呼ばれる新しい精神療法であるスキーマ療法を用いて，成人

の自閉スペクトラム症者 10 名に対し，心理的支援を行った結果を 2022 年 5 月に BMC 

Research Notes に採択された。なお，2017 年に児童思春期の自閉スペクトラム症者児・者

および保護者に対して自閉スペクトラム症とは何かを理解し，自身の自閉スペクトラム症

に対し機能的に対処を行うことで社会適応を向上させることを狙いとした，CBT を用いた

自閉スペクトラム症の心理教育プログラム「ASD に気づいてケアするプログラム（Aware 

and Care for my AS traits; ACAT）」を開発し，千葉大学と福島大学における無作為化比較
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試験として実施して，現在 Journal of developmental disorders に投稿中である。 

通院が困難な子どもの強迫症に対する遠隔認知行動療法の実用可能性と有効性の検証に

ついて，児童の強迫症では，10～17 歳の児童強迫症患者を，1 回 50 分のセッションを 16

回行う遠隔認知行動療法群と，通常治療群に無作為に割り付け，治療効果を検証するランダ

ム化比較試験を行なっている。最終的に 19 名がエントリーし，試験は終了した。今後はデ

ータ解析を行う予定である。 

2018 年に開始した過食症に対する遠隔認知行動療法のランダム化比較試験は，2021 年に

6 名が登録，最終的に 20 名となり終了した。今後はデータの解析を行う。2021 年 4 月から

新たに神経性やせ症に対する認知機能改善療法のランダム化比較試験を開始した。本研究

は，摂食障害の慢性化予防として，10～25 歳までの児童思春期に対する早期介入を目的と

している。また，同時に，中国と日本の大学生 600 名に対し，摂食障害傾向と SNS 仕様頻

度との関連について web 上でアンケート調査を行った。本研究においては，現在解析中で

ある。 

2017 年より継続してきた，身体症状症のうち特に慢性疼痛に対する認知行動療法の一連

のパイロット試験が終了した。2021 年（令和３年度）は特に慢性疼痛に対するオンライン

の認知行動療法の有効性および医療経済効果に関するランダム化比較試験の成果論文が２

編公開された。また，パイロット試験の成果をうけ，痛みに対する各論的な介入やさらなる

提供方法を検証する３つの臨床試験を開始した。1 つ目は「疼痛時のイメージ書き直し技法」

の有効性の検証であり，2021 年 3 月で全ての介入を終了する予定である。本試験はシング

ルケース実験デザインであり，被験者一人一人の介入を症例ベースで捉えうる試験デザイ

ンであり，医学領域での臨床試験は珍しいものの，その結果は臨床に大いに示唆をあたえる

ものと期待される。2022 年（令和 4 年度）に成果論文の公表を目指している。2 つ目は，

疼痛患者と家族がともに認知行動療法をうけることの効果検証を行うランダム化比較試験

である。これまで得られた知見をもとにブラッシュアップしたマニュアルを使用し，介入群，

対照群 15 名ずつ，合計 30 名を目標症例数としているが，本年度はコロナウイルス感染拡

大の影響でやや進捗が遅れている。3 つ目は，慢性疼痛に限定せず，さまざまな身体症状症

に焦点をあてた，早期低強度認知行動療法の介入効果を検証するランダム化比較試験であ

る。こちらは 12 月にリクルートが開始し，来年度から介入がメインとなる見込みである。 

ネット依存の未成年者の保護者に対するオンライン認知行動療法の実用可能性と有効性

の検証を目的としたランダム化比較試験を行っている。ネット依存に該当する未成年者の

保護者に対して，依存症の家族のためのプログラムである「CRAFT（コミュニティ強化と

家族訓練）Community Reinforcement and Family Training」をもとにして計 12 回，1 回 50

分のセッションを行っており，今後データ解析を行う予定である。 

 不眠で悩む人に対して，ランダム化比較試験で，千葉大学で開発したインターネット・セ
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ルフヘルプ認知行動療法コンピュータ・プログラム（ICBT），あるいは毎日「3 つの良いこ

と」を書くというエクササイズ（TGT）を 4 週間実践することが，何も行わない待機群に

比べ，不眠症状の改善を認め，論文の公表を行うと同時に，2022 年 2 月にプレスリリース

を行った。 

 

【福井校】 

 コロンビア大学，UCLA との国際共同研究で，アジア人種としての日本人の被虐待児（14

検体），一般対照児（20 検体）の便検体を解析のために共同研究先へ発送済で，まもなく 16S 

rRNA 遺伝子を用いたアンプリコンシーケンスによるマイクロバイオームの国際比較解析

の結果を得る。 

アジア人のための脳―末梢組織メチル化相関データベース作成のためのサンプリングを

継続的に行っている。現在，脳外科手術を行った 30 例の同一人物から脳，血液，唾液，頬

粘膜試料を得，メチル化のマイクロアレイ解析，mQTL を考慮しての SNP アレイ，脳と血

液に限っては RNAseq による全トランスクリプトーム解析を行い，遺伝子多型，メチル化，

発現量と，マルチオミクス型のデータベースを作成予定である。また，パイロット版として，

N=20 のメチル化のマイクロアレイデータのデータベース（AMAZE-CpG）は完成し（国際

シンポジウムでも発表），近日中にオンライン公開する段となった。 

COVID-19 流行による休校措置，活動自粛による育児ストレスへの影響をいち早く国内で

発表した後，インド，マレーシア，日本という，南アジア，東南アジア，東アジアを代表す

る各国で，また，米国をリファレンス国と位置づけ，同様な調査を行い，アジアを網羅し，

COVID-19 流行による休校措置，活動自粛による育児ストレスへの影響について地域の特性

を踏まえた国際比較研究を行った。また，この過程で，マレーシア・マラヤ大学のチームを

含めた国際共同研究を実施し，論文化した（Frontiers in Psychology）。 

 

【弘前大学】 

 2020 年度より Web スクリーニングシステムを用いた 5 歳児発達健診を弘前市と提携し

て継続的に運用し，対象者の 91.9%が健診に参加するようになり，2019 年の 86%と比較し

て，参加率の向上が達成できた。参加者の 92.2%が Web 回答を利用していた。また，弘前

で開発した 5 歳児発達障害リスク児抽出アルゴリズム（特願 2019-59991）の検証を行い，

健診判定の要支援・要観察の抽出の感度が 89.1，特異度 98.8 と高精度であることを明らか

にし，各尺度のカットオフ値を用いたものよりも，新アルゴリズムの方が効率よく健診が行

えることを確認した。 

 2018 年から開始した 3 歳児発達健診のデータから，社会性の問題を簡便に抽出できる 14

項目の新尺度（特許出願予定）を開発し，2021 年度から弘前市で運用を開始している。今

年度，JST-SCORE 事業の支援を受けて，Web スクリーニングシステムのプロトタイプが完

成し，次年度弘前市及び青森県の発達障害者支援センターで試用を開始する。 



 

- 99 - 

 

2020 年コロナウイルスの感染拡大当初から，コロナ禍に関する研究として，アメリカ NY

の The Child Mind Institute の Adriana Di Martino らと共同で CRISIS AFAR の質問紙作成

に参画し，USCF，昭和大学が翻訳した調査票を用いて，2021 年 6 月から 3 歳児と 5 歳児

のスクリーニング及び 2 次健診で調査を行った。5 歳児では自閉傾向にある子どもたちのコ

ロナ感染への関心や表出，身体や環境への変化について調査・解析を進めている。また，

Oakland 大学の調査研究と結果報告について情報交換を行った。 

 その他，学校コホート研究の成果物として，各種心理尺度の日本での標準データの収集が

進められている。 

 

● 評価項目４ 先端的知見の社会還元実績 

各校が協働して実施した内容については，部会報告に記した。ここでは，各校が独自実 

施している内容について記す。 

 

【大阪校】 

上記睡眠アプリに関連して，東大阪市および弘前市において専門家向け講演会，セミナー

を 1 回ずつ開催し，2 件の報道があった。また，その他市民向け・シンポジウムおよび専門

家向け講演会・セミナーで，計 41 件の実績があった。さらに大阪校子どものこころの分子

統御機構センターで行ったクラウドファンディングにおいて，子ども及び養育者向けの教

材開発を実施し，無料配布を行った。この他，吹田市・堺市において，ペアレントトレーニ

ングや発達支援センターでの指導，発達相談事業に関連した養育者むけ勉強会などを開催

した。シンポジウム 3 件，研修等 29 件という KPI を達成でき，さらに地域への社会還元の

部分では KPI を上回る実績を上げることが出来た。 

 

【金沢校】 

 教員と発達障がいの当事者・その親族・支援者との交流を通じて，研究成果を社会へ還元

するために取り組んできた自閉症サイエンスカフェを，隔月で年 6 回開催する計画を立案

した。令和 3 年 5 月に予定されていた回は新型コロナウイルス感染症流行による緊急事態

宣言の発出のため中止せざるを得なかったが，発達障がいの当事者・その親族・支援者など

年間延べ 50 名（4 回目まで）が参加し，闊達な議論が交わされた。令和 3 年 4 月 2 日に行

われた「世界自閉症啓発デー・ブルーライトアップ at 金沢」を「みんなでブルーライトア

ップ実行委員会」と共催した。YouTube で点灯式をライブ配信するとともに，北陸中日新

聞・北國新聞・石川テレビ・MRO 北陸放送の取材を受け，報道された。 

令和 3 年度は計 14 件のプレスリリースを行い，新聞・テレビ番組を通じて研究成果の報

道に結実した。その中でも，長谷川千秋博士研究員の母親による絵本読み聞かせ研究と吉村

優子准教授の睡眠リズム研究は全国規模での報道につながった。 
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専門家研修を積極的にサポートした。友だち作りの力を養う学校版 PEERS プログラムの

研修会の主催，その他 10 件の研修会の共催・協賛に寄与した。また，愛知県議会人づくり・

福祉対策特別委員会に参考人として招聘され，「子どものこころの諸問題への科学的支援・

アプローチについて」の演題名で発表し，意見陳述を行った。 

菊知充教授・吉村優子准教授が幼児 MEG の知見を集積して第 17 章を分担執筆した

Handbook of Pediatric Brain Imaging: Methods and Applications (Volume 2)が令和 3 年 11

月に刊行された。 

 

【浜松校】 

 前年度に引きつづき，浜松市からの委託を受けて，子育て支援・発達障がい児者支援のひ

とつである「ペアレント・プログラム」を実施し，また「ペアレント・プログラム」リーダ

ー養成講座を浜松市および静岡県下で，のべ計 24 回実施した。 

浜松市の委託を受けて，思春期の児童・生徒のメンタルヘルス支援事業に対する助言を 5

回にわたっておこない，またメンタルヘルスサポーター養成研修の教材を作成した。 

浜松市における発達障がい早期発見事業（「発達支援広場事業」）における直接支援および

支援者支援を年間通じてのべ 24 回行った。 

浜松国際交流協会の依頼を受けて，発達に困難を抱える外国人の子どもと保護者の支援

者向けの研修会を 3 回行い，のべ 180 名参加が参加した。 

最新の子どもの研究に関する知見を地域の市民に向けて発信することを目的に，市民公

開講座「子どものこころの発達研究講演会 with ルピロ」を，自閉症啓発デーにあわせて開

催し，会場 50 名，オンライン 300 名が参加した。 

浜松母と子の出生コホート研究に関する研究成果が各紙に（1 月 9 日静岡，2 月 7 日中

日，2 月 24 日日経）掲載された。 

国際交流基金ロンドン日本文化センターの依頼により，発達障害について扱った日本映

画「梅切らぬバカ」英国巡回上映会にプログラムノートを提供した。 

 

【千葉校】 

うつ，不安症，強迫症，摂食障害等の子どもの罹患しやすい精神疾患，あるいは自閉スペ

クトラム症，注意欠如・多動症等に伴う問題に対する有効性が国際的に実証されている心理

療法である認知行動療法（Cognitive Behavioral Therapy；CBT）を実施できる治療者を養

成する千葉認知行動療法士トレーニングコースを 2010 年度より設けている。このコースは，

CBT 治療者の絶対的な不足の解消に貢献する全国でも稀なものである。今年度は医師，看

護師，臨床心理士等 21 名を養成した。 

「勇者の旅」プログラムに先立ち，学校認知行動療法指導者養成研修会をオンラインにて

計４回（4 月に 1 回・8 月に 2 回・12 月に 1 回）開催し，対面で行われた校内研修会と併せ

て約 300 名の指導者を新たに養成した。 
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ACAT の研修会を 3 回施行した。さらに，ACAT プログラムのプロトコルおよびガイド

ブックを執筆した。 

強迫症の認知行動療法（CBT）を専門的に実施できる治療者数は，CBT 先進国の欧米で

も問題となっているが，我が国でも患者やその家族の CBT へのアクセスは容易でなく，特

に児童，思春期においては重要な成長，発達の時期であり，解決が急務である。そのため，

2019 年度より，専門学会で研修会を行うなどして研究対象者である治療者を全国から募集

し，強迫症に対する CBT の遠隔スーパービジョンの有効性についての研究を開始している。

2021 年度は新たに 13 の症例のエントリーがあり，合計 25 例となった。神経発達症併存例

に対する SV の必要性が示唆されている。 

柏市において認知行動療法サポーター養成講座を 2 回実施し，約 60 名の認知行動療法サ

ポーターを養成した。 

 

【福井校】 

 研究成果定着のための「マルトリ予防」と「とも育て」の理解を広げるための講演を 62

件行った。 

市民公開シンポジウム 7 件，報道数 20 件，専門家研修 48 件，教材作成 6 件を行った。

特に，米国・エモリー大学との共同研究で，被虐待児では OXT 遺伝子にメチル化が生じ，

それが虐待の種類，脳構造・機能と関連していたことについて，Translational Psychiatry 誌

に発表した内容の国際プレスリリース，新聞，テレビ報道があった。 

さらには，「母子保健・家族計画の普及指導の功績」で令和 3 年度日本家族計画協会会長

賞を受賞した。 

 

【弘前大学】 

 公開シンポジウムとして，子どものこころの発達研究センターが主催の世界自閉症啓発

デー特別講演会を YouTube Live によるリアルタイム配信によって開催し，69 名の参加が

あった。また，ポスターには ASD 当事者アーティスト Konomi さんが作成したイラストを

ポスターに登用し，作品展の様子を市役所で動画上映を行った。 

報道数は，論文掲載情報のプレスリリース 4 件の公開（3 月にコーパス及びガイドブック

の 2 件予定）およびそれに付随した 3 件の新聞報道に加え，青森県が行った自治体健診へ

の調査に関して取材 1 件（NHK 青森），乳幼児発達支援事業に関して新聞報道は 2 件（河

北新報・週刊アスキー）であった。 

専門家研修は，コホート調査に関する校内研修会 2 回，ペアレントプログラム 6 回およ

び教材作成，保育士等キャリアアップ研修会 1 回，弘前市との情報交換会における講演 2

回，Vineland-II 研修会 1 回，学校教員等に対する研修会 6 回，福祉職員向け研修会 1 回，

その他専門家向けの研修会を 5 回，計 18 件行った。 

乳幼児部門では，初診待機関連において，アドバイザー相談 8 回，ケースカンファレンス
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2 回，事業検討会 2 回，事業報告会 1 回。全国自治体および相談事業所対象セミナー2 回，

プライマリーケア医・薬剤師向けセミナー1 回，健診診断カンファレンスへの研修医・専攻

医・地域専門医参加 15 回，弘前市情報交換会での講演 5 回，計 38 件実施した。さらに弘

前大学次世代機関研究の成果物として，2022 年 3 月に弘前大学と青森県が監修した「青森

県子どもの発達ガイドブック」を刊行した。 

2020 年に翻訳した子どもの観察記録（COR）のアプリと日本の保育現場の要綱に合わせ

た保育管理アプリとの融合を図るため，2021 年は弘前大学グロウカルファンドを獲得し，

さらに東京の 2 法人の園とアプリの改良に向けて共同研究を行った。2022 年 2 月に改良を

終え，3 月に試用となっている。今後も改良のための研究を継続する。 

 

● 評価項目５ 若手研究者育成実績 

事業としては若手人材育成部会により, 若手研究者の育成を図っている（75 頁～83 頁）。

併せて, 各校独自に若手育成に熱心に取り組んだ。その成果を記す。 

 

【大阪校】 

 2021 年度は COVID-19 流行の影響により，若手研究者の国内外への派遣が制限され，海

外学会での発表等はできなかった。また，発達障がい診療ができる若手小児科医の育成と裾

野の拡大を目的に，小児科専攻医を対象とした発達障がい研修会を３回開催した。 

 

【金沢校】 

 金沢大学と同型の幼児用 MEG を持つマッコーリー大学（オーストラリア）に長谷川千秋

博士研究員・山田真平協力研究員を派遣し，新しいデータ解析法の開発および日豪共通の研

究プロトコルの策定を進めている。アンキョンミン特任助教はバーミンガム大学（英国）お

よび韓国標準科学研究院との共同研究に従事した。 

ロシアより連合大学院金沢校に入学した Maria Gerasimenko と Anna Shabaloba が博士号を

取得し，それぞれ Case Western Reserve University, School of Medicine （米国）と Italian Institute 

of Technology（イタリア）に研究員として留学した。 

金沢校所属の須田桃香が明治安田こころの健康財団の研究助成に採択され，贈呈式の様

子が北國新聞に掲載された。 

 

【浜松校】 

学術振興会外国人特別研究員に２件採択され，ニューヨーク市立大学およびマギル大学

の若手研究員の長期滞在が予定されていたが， COVID-19 により 2022 年度以降に延期と

なった。2 名の若手研究者が海外で発表することが見込まれていたが，これも延期となった。 
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【千葉校】 

スウェーデンの Linköping University （2020/10-2021/8）へ派遣した学振特別研究員（PD）

１名が，帰国後に福井校の特任助教として採用された。 

若手研究者 2 名の演題が国際学会で受理され，オンラインで発表した（2021 ASHA 

Convention, アジア認知行動療法会議第 7 回大会）。 

 大学院生１名が第 13 回日本不安症学会学術大会において若手優秀演題賞を受賞した。 

 

【福井校】 

米国・スタンフォード大学医学部（メノン教授）へ海外学振 PD で留学中の，元・本学特

命助教が，最先端の脳画像解析の数理処理研究を習得し，本校・准教授に昇任の上，帰国し，

現在，ADHD 児の脳画像研究の多施設共同研究を進めるなど，精力的に研究活動を行って

いる。 

本校に籍を置く学振 PD が，本年度，国際英文査読付き論文 1 本（第一著者）を発表した。

また，科研費の国際共同研究強化（A）が採択され，今後，更に国際共同研究が加速される。

本校での若手研究者育成の成功例として，今後も活躍が期待できる。 

本校若手研究者らの米国等，海外大学への積極的な留学を推奨した結果，3 名が米国大学

へ留学することが決定（日米脳，科研費・国際共同研究強化（Ａ））し，今後，ますます，

海外大学との共同研究や国際的な視点を持った人材の育成が期待できる。 

共同研究先の広島大学（法医学）に若手研究者（特任助教），福井大学に若手研究者（学

術研究員）を雇い，研究事業を通じた人材育成を行うと共に，法医学との連携を強化してい

る。 

本校・学長人事により，外国人・若手・女性の研究者を 3 年間雇用することが決定し，脳

イメージングで活躍する特命助教を雇用し，鋭意活躍中である。 

本校・特命助教が本学医学部優秀教員賞を受賞した。 

本校の大学院生の学位論文が本学医学部優秀論文賞を受賞した。 

 

【弘前大学】 

 国際自閉症学会（INSAR）にて，大学院生 3 名がポスター発表，日本精神神経学会にて 2

名の大学院生，学部学生 2 名が発表，うち，学部学生が幼児の睡眠問題の疫学調査で優秀発

表賞を受賞した。また，日本児童青年精神医学会にて大学院生 1 名がポスター発表した。共

共拠点年次報告会にて大学院生 1 名が登壇した。 

論文成果としては，教育委員会と連携して行った学校コホート調査において，小中学生の

抑うつ，QoL とソーシャルキャピタルの研究論文 1 件が PLOS ONE 誌に掲載された。 

また，大学院生 1 名，若手研究者を中心に幼児 ASD と睡眠障害におけるメラトニンの関係

やメタボローム解析，フリーラジカルの研究を進めている。 
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● 評価項目６ アジアのハブとしての活動実績 

国際ハブ化推進部会の活動（40 頁～72 頁）と並行して，各校それぞれが拠点となり得る

べく，活動を進めた。部会の活動はすでに記したため，以下には，各校の活動にフォーカス

を当て，各校での活動について述べる。 

 なお，本事業においては，４頁 

の図に示したように 1．脳イメージング，２．バースコホートデータ，３．生体材料等の特

殊マテリアルの３つが拠点化基盤の大きな柱である。 

 

【大阪校】 

アジアとの共同研究の拠点として，昨年度に引き続き国際共通レジストリの構築，

COVID-19 下の発達障がい児と家族のニーズ調査，睡眠質問票のアジアでの妥当性検証と

いった国際共同研究を推進した。直接海外の施設を訪問することは COVID-19 の影響でで

きなかったが，国際共通レジストリの登録を開始し，海外からも既に 200 件近い登録がさ

れている。COVID-19 下の発達障がい児と家族のニーズ調査については，マレーシアと日

本で調査結果を解析し，マレーシア精神医学会でマレーシア共同研究者がシンポジウムを

企画し，同学会シンポジウムで成果を発表した。各国にて論文化を進めており，今後国際比

較および政策提言に繋げる準備を行っている。睡眠質問票の妥当性検証に関して，マレーシ

アとの共同研究を論文として発表することが出来た。 

2022 年 1 月 21 日には，第３回 Collaborative Research Network for Asian Children with 

Developmental Disorders 国際シンポジウムを大阪大学で開催した。 

 

【金沢校】 

 令和 3 年度は瀋陽医科大学（中国）より博士後期課程の大学院生が 1 名入学した。 

広西中医薬学校との共同研究が進展し，原著論文 1 編が出版された。令和 4 年 2 月 8，9 日

にクラスノヤルスク医科大学，Research Center of Neurology (モスクワ)等と国際会議

「International Conference “Social Brain – Focus on Emotions"」を共同開催した。アンキョ

ンミン特任助教は，韓国標準科学研究院にて幼児用 MEG に使用可能な次世代型磁気センサ

ーの研究に従事した。 

 

【浜松校】 

 当初予定されていた Birth Cohort Consortium in Asia (BiCCA)への年次ミーティングに

は参加がかなわなかったが，同コンソーシアムの Scientific Committee に引き続き関与し，

BiCCA における共同研究のプロトコル審査を行った。 

例年，BiCCA の PI ミーティングが国際環境疫学学会・アジア部会（ISEE-AC）で行われ

ていたが，2021 年度はオンラインミーティングとなった。 



 

- 105 - 

 

バングラデシュ Global Public Health Research Foundation とともに，バングラデシュに

おける小児神経発達に関する大型の追跡研究の立ち上げを目指した作業を進めている。 

 

【千葉校】 

「勇者の旅」プログラム英語版・中国語版の作成（台湾師範大学との共同研究） 

国立台湾師範大学の田秀蘭教授と毎月 1 回 web ミーティングを開催。2021 年度は国立台湾

師範大学の倫理審査委員会にて承認を得た後，台湾国内の小学校 1 校で「勇者の旅」プログ

ラムのパイロットスタディが実施された。 

Top runners lecture collection 自閉スペクトラム症国際シンポジウムで発表した。 

 

【福井校】 

 韓国の国立研究機関である Korean Brain Research Institute の Dr. Minyoung Jung と，自

閉症児のエピジェネティクスについて，国際共同研究，交流を開始し，エピジェネティック

年齢及びその加速化と，脳構造との関連性を調べ，加齢に感受性の高い脳領域を同定したこ

とを Cerebral Cortex 誌に発表した。また，引き続き，国際共同研究論文が創出される予定

である。また，マレーシア・マラヤ大学との共同研究で，COVID-19 パンデミック下におけ

るアジア諸国の養育者ストレス及びそのリスク要因の国際比較の結果を Frontiers in 

Psychology 誌に発表した。また，パイロット版として，N=20 のメチル化のマイクロアレイ

データの脳―末梢組織メチル化相関データベース（AMAZE-CpG）は完成し（国際シンポジ

ウムでも発表），近日中にオンライン公開する段となった。公開されれば，アジア人研究者

を始め，多くの研究者らに利活用されるコンテンツとなることが予想される。 

 

【弘前大学】 

 UCSF の廣田講師の共同研究の成果として，弘前市の就学前児から思春期児童までを追

跡したコホートプロファイルを公表した。 

 

● 評価項目７ 国内・国際共同研究マネジメント数 

【大阪校】 

 共同研究では国際共通レジストリをはじめとした国際共同研究 5 件，睡眠アプリ研究を

はじめとした国内共同研究７件を主導し，年度当初の KPI を達成した。 

 

【金沢校】 

 国内・国際共同研究マネジメントは，当初国内 12 件・国際 8 件を目指しており，おおよ

そ予想通りの成果を得ることができた。 

国内では 14 件（大阪大学・浜松医科大学・福井大学・弘前大学・東京藝術大学・金城大
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学・北海道大学・秋田大学・聖路加国際病院・関西医科大学・国立精神･神経医療研究セン

ター・魚津神経サナトリウム・株式会社リコー・株式会社スカイシーファーマ・株式会社国

際電気通信基礎技術研究所），国際では 8 件（クラスノヤルスク医科大学・広西中医薬学校・

マッコーリー大学・アイオワ大学・モンペリエ研究所・トレント大学・バーミンガム大学・

韓国標準科学研究院）を達成した。 

 

【浜松校】 

 国内では共同拠点 6 大学との共同研究をはじめ，名古屋大学，鳥取大学，佐賀大学，東北

大学，東北医科薬科大学，東京大学，北海道大学，東京医科歯科大学，豊橋科学技術大学，

岩手医科大学，獨協医科大学，慶應大学，国立成育医療センター，株式会社 JVC ケンウッ

ド，株式会社 SBI ファーマ，島津テクノリサーチ株式会社，株式会社サスメドとの，計 12

件の共同研究を開始，あるいは継続した。海外では，カリフォルニア大学サンフランシスコ

校との共同研究が終了した。あらたにテキサス大学アーリントン校，ロンドン大学バークベ

ック校，バングラデシュ Global Public Health Research Foundation，ジュネーブ大学，マギ

ル大学との共同研究に着手し，ニューヨーク市立大学，マウントサイナイ医科大学との共同

研究を継続した（計 9 件）。 

 全体として目標としていた共同研究の件数（プロジェクト数）が拡大する傾向が顕著であ

る。次年度も既存の共同研究を深化させるとともに，新規共同研究の開拓を進める。 

 

【千葉校】 

 国内共同研究 7 件（福井大学，大阪大学，浜松医科大学，弘前大学，鳥取大学，武庫川女

子大学，兵庫教育大学，国立精神・神経医療研究センター，広島大学，量子科学技術研究開

発機構） 

国際共同研究 3 件（Amsterdam UMC，Karolinska Institutet，University College of London) 

 

【福井校】 

 計画に掲げた通り，国内・国際共同研究をマネジメントしている。 

国内共同研究：8 件（大阪大学，千葉大学，広島大学，京都大学，長崎大学，玉川大学，

山口大学，聖マリアンナ医科大学） 

国際共同研究：8 件（ハーバード大学，コロンビア大学，UCLA，エモリー大学，オハイ

オ州立トレドー大学，アイオワ大学，スタンフォード大学，Korean Brain Research Institute） 

同事業を順調に推進し，子どもの被虐待状態のエピゲノムマーカー開発を進めているが，

成果の発表までには至っていないが，数年の内に，世界をリードする成果の創出が見込まれ

る。 

同事業から，オンライン診療のインフラが整備され，県内外に対しても遠隔での診療及び

研究を行うための下地を整えることができた。 
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【弘前大学】 

現在，総数として国内共同研究７件，国際共同研究 4 件をマネジメントしている。 
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＜アドバイザリーボードによる助言・評価＞ 

 

令和 3 年 7 月 

 

共同利用・共同研究拠点形成・推進委員会  

委員長殿 

 

 

アドバイザリーボードによる助言、評価実施報告 

 

 

事業名：子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装 

 

本事業の目的： 

連合小児発達学研究科・子どものこころの研究センターが協働し、「子どものこころの問

題」に対する診断・介入法を開発すべく多施設共同研究を推進し、若手人材を育成し、共同

利用・共同研究拠点認定を目指す。同時に、拠点化を見据えて、拠点となりうる現存の研究

基盤を強化し、欧米に比肩しうるアジアコンソーシアムを形成してアジアのハブ拠点とな

り、アジアの特性に鑑みた介入法や研究成果を世界に発信する。 

 

上記目的を鑑み、事業 3 年目となる現在までの事業進捗状況やその取り組み、実績、課題

等について、下記のとおり、アドバイザリーボード委員よる助言・評価を行いましたので、

ご報告いたします。 
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実施日時：7 月 6 日 13 時～14 時 

実施場所：大阪大学本部 田中理事室 

アドバイザリーボード委員名：田中敏宏 大阪大学理事・副学長 

推進委員名：佐藤 真 

 

 

各項目の評価については、それぞれ十分な実績をあげているとの評価をいただいた。 

１．多施設共同研究支援・マネジメント体制について 

２．国際ハブ化推進、ネットワーク形成の取り組みについて 

３．拠点化基盤強化の取り組みについて 

４．介入研究・成果の社会実装について 

５．若手研究者の育成について 

６．評価指標(KPI)の達成度について 

  ① 5 大学および弘前大学間での共同研究（数）、人材交流実績 

  ② 国際共同論文の数、質およびその増加 

  ③ 日本人の特性に適した、診断・治療・介入法の提唱 

  ④ 先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム、報道数、専門家研修など） 

  ⑤ 若手研究者育成実績 

  ⑥ アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム、共同研究、政策への反映など） 

  ⑦ 国内・国際共同研究マネジメント数 

7．事業体制について（委員会、部会） 

8．その他 

以下の、重要なコメントをいただいたので、それを列記する（一部重複あり）。 

・大阪大学の特徴を入れて、しっかりアピールする必要がある。特に、OU エコシステム、

OU マスタープランとの関連を示すことが重要である。 

・アジア諸国との連携など、活動の全体像が見えるアピールが必要である。 

・特に、アジア諸国との連携において、日本が先頭にたっているように、また大阪大学のリ

ーダーシップが見える形でのアピールが望ましい。「見える化」は重要である。その点で、

全体の構想と、その下での 3 年間の実績を見える化する。どういう対応をしてきたかが述

べてあるとより望ましい。 

・アジア諸国との連携において、仲良しクラブにならない。 

・日本があって国際化、それが本体とすると日本の内容もしっかりアピールを書く。特に、

どのようなネットワークがアジア（どこのアジア圏か）で構築できているか、その発展も含

め、図も併せて示すとよい。日本から 1 方向になっているか、アジア全体として、相互の発

展が図られる形でまとまっているか、示すことも必要である。 

・重ねてとなるが、絵が必要（多施設とは、国際とは）、リーダーシップを見える化する。 
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・体制と実績についてもより分かりやすく書くことが望ましい。特に、子どものこころに問

題を抱えた、いわゆる本事業の対象者が増えている。困りごとが増えているので対応が必要

というロジックが大切である。また、どれくらいの人を対象とするか。対象の数が見えるほ

うが良い。 

・波及効果が見えるようになるとよい。最先端の基礎研究が社会実装にどのように展開され

るかについてわかり易い図や説明があると、学内の構成員や、一般の方にも、本事業の意義

が伝わりやすい。 

・大阪大学内では、特にエコシステムの中での活動として理解してもらえるようにするべ

き。このグループでエコシステムの構築ができていることを謳う。 

・アジアに広げるように課題を拾い上げて行う。全体の小児発達の課題を吸い上げて活動す

ることが必要である。 

・若手育成。修士課程を作ることを考えるべきである。 

・新型コロナのため、授業の在り方も変わってきた。大学においても、発達障害にどう対応

するか。学校に来れない子をどうするか。皆の課題意識は高くなっている。それ故、学内外

に活動全体（連合小児発達学研究科としての活動を含め）もっとアピールすべき。 

・大阪大学の特徴として、高大連携などの場においても、高校の先生方に対して、これらの

活動（純粋な基礎研究を含む、連合全体の活動を含む）を紹介することは、学内のアピール

にもつながるし、大阪大学にとっても益がある。 

社会実装とエコシステム 

アジア圏の全体像と社会実装の図が必要。重ねてとなるが、エコシステムとの関連も大切。 

・OU マスタープランも踏まえ、キャンパスライフ支援センターとの連携をはかればよいの

ではないか。本学の機能強化にもつながりうる。 

以上 
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実施日時：7 月 10 日（土） 

実施場所：web にて 

アドバイザリーボード委員名：森則夫 静岡県医療法人社団木野記念会 福田西病院 病

院長 

推進委員名：片山泰一 

 

 

各評価項目について、コロナ禍にあって、ここまで、大変よく進められていると評価いただ

いた。 

 

１．多施設共同研究支援・マネジメント体制について 

２．国際ハブ化推進、ネットワーク形成の取り組みについて 

３．拠点化基盤強化の取り組みについて 

４．介入研究・成果の社会実装について 

５．若手研究者の育成について 

６．評価指標(KPI)の達成度について 

  ① 5 大学および弘前大学間での共同研究（数）、人材交流実績 

  ② 国際共同論文の数、質およびその増加 

  ③ 日本人の特性に適した、診断・治療・介入法の提唱 

  ④ 先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム、報道数、専門家研修など） 

  ⑤ 若手研究者育成実績 

  ⑥ アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム、共同研究、政策への反映など） 

  ⑦ 国内・国際共同研究マネジメント数 

7．事業体制について（委員会、部会） 

8．その他        

 

この事業は、「子どものこころの発達研究センター」事業から始まった壮大な計画なので、

原点に立ち返って、各校の事情、各研究者の興味のために研究を行うのではなく、各大学間

の事情を超えた学際領域と言える共同利用・共同拠点を目指して欲しい。 

 

そのために、この枠組みの色々な組み合わせで、拠点形成までに大型予算をいくつか獲得し

続けていただきたい。そのため、大阪大学のリーダーシップは重要である。 

 

アジアコンソーシアムのネットワーク形成・連携推進については、マレーシア、インドネシ

ア、タイ、フィリピンのそれぞれの大学、施設がその国の代表的な機関であることが非常に

よいこと、中国は、もし、入れるなら代表的な機関であっても上海大学のような科学研究に
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力を入れているところが良い。（中国は代表的大学であっても政治のプロを育てる大学と機

能的に分かれているのでよく調べて進めてください。） 

 

共通データベースや共通バイオリソースの充実も大阪に集めていっていることは良い方向

だと思います。今後は、AI なども積極的に取り入れ活用を考えて下さい。 

 

臨床研究においては、子どものこころの発達研究センターの責任として特に我が国の児童

精神医学の正しい根拠に基づく診断方法や支援方法を確立・統一してアジアの国々に広げ

て取りまとめられる成果を期待している。 

 

例えば、成人の分離不安障害の先駆的研究は、オーストラリアの Silove らのたった 3 例の

症例報告から始まったが、のちにその丁寧な観察と過去の報告を具に分析し、疫学的追跡も

踏まえて後に WHO で取り上げられ今では教科書に載るような仕事になっている。 

 

あとは、もう少し、一枚で理解できるようなすっきりしたポンチ絵があると良いです。 

何が一番やりたいのか、冊子を読むと見えてくるが、図が分かりにくかった。 

 

国際化をにらんで進めていることですが、日本の中で、得られたリソースを活用する実践の

場をもっとたくさん作って実績をあげていく（新しい枠組みの施設を作って実践すること

やそのような施設にコミットする）ことが大事である。 

 

以 上   
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実施日時：令和 3 年 7 月 21 日 

実施場所：金沢大学角間キャンパス本部棟学長室 

アドバイザリーボード委員名：山崎光悦 金沢大学長 

推進委員名：横山 茂 

 

 

１．多施設間共同研究支援・マネジメント体制について 

共同研究支援として本事業部会より、5大学および弘前大学間の共同研究および海外

機関との共同研究に対して研究費を配分し、支援体制を作り上げる努力が払われてい

る。研究科全体としては、令和２年度の国内多施設間共同研究は20件を数えた。活発

に研究が行われ、高インパクトファクター雑誌も含む国際学術誌に論文が多数発表さ

れている。 

 

２．国際ハブ化推進、ネットワーク形成の取り組みについて 

  全体的に活発である。特に、マラヤ大学医学部（マレーシア）、フィリピン小児医療セ

ンター（フィリピン）、マヒドン大学医学部（タイ）、インドネシア国立大学医学部（イ

ンドネシア）との連携が強化されている。具体的には、これらの施設とのデータ共有化

を推進する基盤として、「Asian Neurodevelopmental Disorders Registry (ANDy)」な

る名称の国際発達障がい患者レジストリを整備している点を評価したい。また、

COVID-19 流行下において発達障がい児とその家族が抱えるストレスと必要なサポー

トに関する共同研究体制が、マラヤ大学との間に整えられ、時宜にかなった新しい試み

として高く評価できる。 

 

３．拠点化基盤強化の取り組みについて 

  各校が拠点（ハブ）化するという観点からすると、少なくとも金沢校の取組みは充分で 

あったと評価できる。共同マネジメント数が国内 15 件・国外 11 件に達し、広くネッ

トワーク形成ができている。かつ、COVID-19 流行下においても、若手研究者を韓国と

オーストラリアに送り出している。 

 

４．介入研究・成果の社会実装について 

  順調に進められている。千葉校が主導する認知行動療法をベースとした社会実装が進

められており、5大学および弘前大学間の連携強化が図られている。これを、台湾を

はじめアジア地域に展開させる構想があることは、事業の理念からも妥当である。今

後は、発達障がいに加えて、不登校をはじめとする今日の学校が抱える主要な問題へ

の対策の強化も期待される。 
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５．若手研究者の育成について 

  KPI の項（下記項目６-⑤）に記載したように、支援体制は確実に築かれてきていると

言えよう。ただし、国際交流促進という面では、COVID-19 流行による渡航制限のため

充分な活動ができなかったと見受けられる。このような状況下で、金沢校の若手研究者

が韓国で 1 名、オーストラリアで 2 名の共同研究に従事できていることは評価に値す

る。 

 

６．評価指標(KPI)の達成度について 

 

①  5 大学および弘前大学間での共同研究（数）、人材交流実績 

    令和元年度は 17 件、 令和 2 年度は 20 件であった。金沢校は６大学内研究者との

共同研究 12 件のうち 7 件を数えている。今後さらに新たな連携が生まれることが

期待される。そのためには、共同研究支援のさらなる充実や博士号取得者の人材交

流の促進が今後の取り組むべき目標（アクション）である。 

 

②  国際共同論文の数、質およびその増加 

    令和元年度は 27 件、 令和 2 年度は 42 件であった。金沢校において数は達成され

ている。国際的に多く引用され、新しい潮流を生み出す論文が出版されることを期

待する。 

 

③  日本人の特性に適した、診断・治療・介入法の提唱 

    令和元年度は 17 件、 令和 2 年度は 22 件であった。千葉校主導の認知行動療法

「勇者の旅」、大阪校主導の睡眠指導アプリ「ねんねナビ」は自治体との協力関係

によって成立しており、日本人、さらには地域特性に根ざした介入法となり得る点

に独自性が出ている。 

 

④  先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム、報道数、専門家研修など） 

    令和元年度は 48 件、 令和 2 年度は 246 件であったが、COVID-19 流行下におい

て市民公開シンポジウムは低調にならざるを得なかったと推察される。金沢校に

おいてはそれを補う報道数は 4 件あるが、令和 3 年度以降も活動に制約が課され

る可能性は依然として高いため、市民からの意見聴取も同時に行える双方向的な

手段を講じ、地域還元に備える必要がある。 

 

  ⑤ 若手研究者育成実績 

    令和元年度は 28 件、令和 2 年度は 27 件であった。うち国際共同研究を行う力を

持った若手研究者を育成するための本事業部会からは若手研究者の研究支援は 7
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件（令和 2 年度）であった。金沢校では若手研究者の海外派遣が順調に進み、KPI

を達成できている。 

 

  ⑥ アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム、共同研究、政策への反映など） 

    令和元年度は 16 件、令和 2 年度は 14 件であった。金沢校はオンライン・シンポ

ジウムに活路を見出すなど、COVID-19 流行下としては健闘しているという見方

もできるが、今後のさらなる活発化の余地は大きい。 

 

  ⑦ 国内・国際共同研究マネジメント数 

全体として令和元年度は 31 件、令和 2 年度は 54 件であり、順調に推移している

と思われる。金沢校では令和 2 年度の総数 26 件のうち、国際共同研究が 11 件と

健闘している。 

 

7．事業体制について（委員会、部会） 

    各委員会および部会は拠点運営のために適切な範囲が設定されており、大きな問

題はないように見受けられる。 

 

8．その他        

① COVID-19 流行沈静後を見据えた体制の充実化が望まれる。特に、若手研究者・  

大学院生の海外交流参加が即時開始できるよう、オンラインによる会議や研究会

等を通じて提携先との連絡を密にすることが望ましい。 

 

② 若手研究者育成に関しては、現在在籍中の大学院生や若手研究者が自立するため

のキャリアパスをより明確にし、対外的にアピールすることで人的交流の促進が

期待される。  

以 上  
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実施日時：2021 年 6 月 25 日 

実施場所：浜松医科大学基礎臨床研究棟 3 階 

アドバイザリーボード委員名：北川雅敏 浜松医科大学副学長 

推進委員名：土屋 賢治 

 

 

※全体を通しての講評 適切な組織運営を進めており，優れた実績と成果を上げているも

のと評価する。真の意味での「外からの利用ができる拠点」，すなわち，外部からアクセス

可能な質の高いデータを保有しており，かつ，そのデータから高水準の業績が生まれる拠点

たりうることを願っている。 

 

１．多施設共同研究支援・マネジメント体制について 

良好な体制が築かれている。 

 

２．国際ハブ化推進、ネットワーク形成の取り組みについて 

優れた取り組みがなされている。 

一括倫理申請は積極的に進めてほしい。一方で，精神神経疾患を対象とする研究にあた

っては，同意取得には十分注意を払っていくこと。 

 

３．拠点化基盤強化の取り組みについて 

浜松医科大学のリソース，具体的には山末先生の研究をうまく利用してほしい。彼の

Multiomics 的なアプローチは，浜松よりもむしろ大阪の先生方とうまく組めるのでは

ないか。また，金沢の OXT マウスの研究，福井のエピゲノム研究とのリンクも考えて

展開してほしい。 

なお，浜松医科大学は，次の第 4 期中期計画において，分子精神医学をあらたな旗とし

て立てていくつもりである。子どものこころの発達研究センターと医学部とでリソー

ス（ひと，もの，ノウハウ）の共有を進め，業績をあげていきたい。 

大阪のバンクでは，epigenetics を見るためのサンプルも集める予定か？non-coding 

RNA からのアプローチは子どもと発達障がいを考える上でとくに大事だと思うので，

ぜひ前向きに進めてほしい。 

 

４．介入研究・成果の社会実装について 

特段の助言はない。 

 

５．若手研究者の育成について 

特段の助言はない。 
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６．評価指標(KPI)の達成度について 

  ① 5 大学および弘前大学間での共同研究（数）、人材交流実績 

   十分な達成度である。 

  ② 国際共同論文の数、質およびその増加 

   十分な達成度である。 

  ③ 日本人の特性に適した、診断・治療・介入法の提唱 

   十分な達成度である。 

  ④ 先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム、報道数、専門家研修など） 

   十分な達成度である。 

  ⑤ 若手研究者育成実績 

十分な達成度である。 

なお，将来的に，ポストの獲得，プロモーションを KPI に加えることは考えていな

いか。特任でもよいので，そこはぜひ目標に加えてみてほしい。 

  ⑥ アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム、共同研究、政策への反映など） 

   十分な達成度である。 

  ⑦ 国内・国際共同研究マネジメント数 

   十分な達成度である。 

 

7．事業体制について（委員会、部会） 

特段の助言はない。 

8．その他        

金沢大学の解剖の西山先生（CHD8）は，今後，共共にとって大事な仲間になるかもし

れません。仲良くされてはどうですか。 

                                    以 上  
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実施日時：2021 年（令和 3 年）7 月 27 日 14:00~14:35 

実施場所：千葉大学附属図書館 図書館長室 

アドバイザリーボード委員名：竹内比呂也 千葉大学副学長 

推進委員名：平野好幸 

 

 

１．多施設共同研究支援・マネジメント体制について 

実態のある研究機関により進められており、うまくマネジメントできている。 

インターユニバーシティのセンターを作るなど、次のステップを掲げてもよいのではな

いか。その場合、教育重視より研究重視の方が有利な戦略ではないかと考える。 

 

２．国際ハブ化推進、ネットワーク形成の取り組みについて 

よく機能している。「勇者の旅」の台湾への展開など、東南アジア 4 大学だけではなく、

台湾師範大学も、アジアコンソーシアム形成の成果として加えることを薦めたい。 

 

３．拠点化基盤強化の取り組みについて 

よく機能しており、拠点化の基盤が出来上がっている。 

 

４．介入研究・成果の社会実装について 

「勇者の旅」の多言語化の進捗について確認された。 

今後、部局を超えた活動を進めていけることを期待している。 

 

５．若手研究者の育成について 

十分に育成支援できたことは、特に評価すべき点である。 

 

６．評価指標(KPI)の達成度について 

  ① 5 大学および弘前大学間での共同研究（数）、人材交流実績 

  ② 国際共同論文の数、質およびその増加 

  ③ 日本人の特性に適した、診断・治療・介入法の提唱 

  ④ 先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム、報道数、専門家研修など） 

  ⑤ 若手研究者育成実績 

  ⑥ アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム、共同研究、政策への反映など） 

  ⑦ 国内・国際共同研究マネジメント数 

 

COVID-19 蔓延の影響により⑤若手研究者育成実績の減少はあるものの、極めて順調に

伸びている。 
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②国際共同論文の質を評価する場合、IF ではなく、個々の論文引用数を基準とした指標

等を使用していただきたい。 

 

7．事業体制について（委員会、部会） 

委員会を通じて、アジアコンソーシアムを形成する機関への支援が行われており、評価

できる。 

 

8．その他 

研究により、アジア、ゆくゆくは世界の地域文化を横軸に立てて見ていくために、より

大きなプロジェクトに発展していくことを期待している。 

 

以 上 
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実施日時：令和 3 年 6 月 22 日 

実施場所：福井大学文京キャンパス本部棟 学長室 

アドバイザリーボード委員名：上田孝典 福井大学長 

推進委員名：松﨑秀夫 

 

 

１．多施設共同研究支援・マネジメント体制について 

COVID-19 の拡大防止のため会議はほとんど WEB 開催となったが、事業初年度に確立

した実施体制は順調に運営されており、各委員会でも活発な意見交換がなされている。 

２．国際ハブ化推進、ネットワーク形成の取り組みについて 

  COVID-19 の世界的流行のため国内外の往来が制限され、アジアネットワークへの海

外組織の新規加入の働きかけが困難で、既存の東南アジア 4 か国の連携強化に努めざ

るを得なかった点はやむを得ない。しかし、その中にあって、国際レジストリの構築や

国際シンポジウムの開催、バイオリソース整備にこぎつけた実行力は評価してよい。 

３．拠点化基盤強化の取り組みについて 

  コンソーシアム形成も順調で、国内多施設共同研究が 20 件、国際共同論文が 42 編出

ていることは評価できる。 

４．介入研究・成果の社会実装について 

  教材の多言語化が順調に進められていることは、アジアのハブを目指すうえでも評価

できる。 

５．若手研究者の育成について 

  若手人材育成・研究支援が順調に進められている。国際的な研究支援はもとより、海外

の大学へ若手研究者を数名派遣した実績が評価できるが、とりわけ福井校で連合小児

発達学研究科修了後にスタンフォード大学で留学中であった水野賀史先生が平成 3 年

度からの福井センター准教授に選考されたことは喜ばしい。ほか公募によって外国籍

の若手人材をセンターの特命助教に登用するなど、グローバルな視点での人材育成は

評価に値する。 

６．評価指標(KPI)の達成度について 

  ほとんどの指標が伸びを示しており、ことに④については大きい伸びが認められる。 

 ① 5 大学および弘前大学間での共同研究（数）、人材交流実績 

  共同研究件数 20 件と、昨年に比して伸びている。 

  ② 国際共同論文の数、質およびその増加 

  国際共同論文が 42 編に達し、昨年に比して伸びている。 

  ③ 日本人の特性に適した、診断・治療・介入法の提唱 

  特性に適した提唱が 22 件行われ、昨年に比して伸びている。 

  ④ 先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム、報道数、専門家研修など） 
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  地域還元実績は 246 件と、昨年に比して大幅に伸びている。 

  ⑤ 若手研究者育成実績 

  学会での研究発表や論文投稿支援をふくめ 27 件と、昨年同等の件数である。 

  ⑥ アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム、共同研究、政策への反映など） 

  14 件と、昨年同等の件数である。 

  ⑦ 国内・国際共同研究マネジメント数 

国内・国際共同研究のマネジメント数は 54 件と、昨年に比して大幅に伸びている。 

7．事業体制について（委員会、部会） 

  事業の実施体制は 2 年目を迎えている。この 3 年間の目標は国際ネットワークのハブ

活動に重点が置かれているため、上記の成果を考えると順調な運営であると言える。 

8．その他  

   全世界で COVID-19 の対応が急務となるなか、当事業でも COVID-19 への取り組みを

優先して補助する仕組みがあってよいのではないか。福井校では友田教授が COVID-

19 の蔓延に先んじて対策の必要性を説かれ、早い段階で研究論文を発表し、子どもの

こころの発達研究センターでオンライン診療を進めるための予算を令和 3 年度概算要

求で獲得されている。 

 

                                    以 上  
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実施日時：2021 年 7 月 21 日 

実施場所：弘前大学医学研究科 

アドバイザリーボード委員名：若林孝一 弘前大学副学長 

推進委員名：中村和彦 

 

 

１．多施設共同研究支援・マネジメント体制について 

2020 年度の６大学間の多施設共同研究は２０件を数えた。多施設共同研究体制が構築され、

機能していると判断される。 

 

２．国際ハブ化推進、ネットワーク形成の取り組みについて 

2020 年度は６大学と東南アジア４施設（マレーシア、フィリピン、タイ、インドネシア）

が共同で国際発達障がい患者レジストリを立ち上げた。いまだコロナ禍の状況にはあるが、

今後、国際ハブ化推進、ネットワーク形成の取り組みをより一層進めてほしい。 

 

３．拠点化基盤強化の取り組みについて 

2020 年度は共同研究４件に対して本事業部会より研究支援を行った。 

 

４．介入研究・成果の社会実装について 

2020 年度は認知行動療法をベースとした社会実装（教材の開発と多言語化）が進められた。

いくつかの大学において社会実装の芽が育ちつつあると感じる。 

 

５．若手研究者の育成について 

2020 年度は７名の若手研究者に対し研究費の支援を行った。今後とも、若手研究者の育成

に関する事業を継続してほしい。 

 

６．評価指標(KPI)の達成度について  

  ① 5 大学および弘前大学間での共同研究（数）、人材交流実績 

2019 年度の共同研究数は評価指標(KPI) ４件に対し 17 件であった。2020 年度の共同研究

数は評価指標(KPI) 10 件に対し 20 件であった。共同研究数は増加しており、5 大学および

弘前大学間での人材交流も活発に行われている。 

  ② 国際共同論文の数、質およびその増加 

2019 年度の国際共同論文数は評価指標(KPI) ９編に対し 24 編であった。2020 年度の国際

共同論文数は評価指標(KPI) 10 編に対し 42 編であった。国際共同論文数は着実に増加して

いる。高インパクトファクターの学術誌にも論文が掲載されている。 

  ③ 日本人の特性に適した、診断・治療・介入法の提唱 
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同事業の評価指標(KPI) は報告書からは明らかではないが、2019 年度は６大学中５大学に

おいて実施された。2020 年度は 22 件が実施された。事業は進展している。 

  ④ 先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム、報道数、専門家研修など） 

同事業の評価指標(KPI) は報告書からは明らかではないが、2019 年度は 30 件以上の研修

会を実施した。2020 年度は 246 件の研修会等が実施された。地域還元は着実になされてい

る。 

  ⑤ 若手研究者育成実績 

2019 年度の若手研究者の海外派遣人数は評価指標(KPI) ３名に対し３名であった。2020 年

度の若手研究者の海外派遣人数は評価指標(KPI) ２名に対し 27 名であった。コロナ禍の中

にあって工夫した取り組みがなされている。 

  ⑥ アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム、共同研究、政策への反映など） 

2019 年度の同事業の実施件数は評価指標(KPI) １件に対し複数件を実施した。2020 年度

の同事業の実施件数は評価指標(KPI) ３件に対し 14 件であった。アジアのハブとしての活

動は進展している。 

  ⑦ 国内・国際共同研究マネジメント数 

2019 年度の国内・国際共同研究マネジメント数に関する評価指標(KPI)は報告書からは明

らかではないが、50 件および 31 件が実施された。2020 年度の国内・国際共同研究マネジ

メント数に関する評価指標(KPI) は報告書からは明らかではないが、47 件および 29 件が

実施された。国内・国際共同研究のマネジメントは充分に行われている。 

 

7．事業体制について（委員会、部会） 

４つの委員会（拠点形成・推進、実行、広報、外部評価）、４つの部会（共同研究推進・国

際ハブ化、拠点化基盤推進、社会実装支援、若手人材育成）に加え、アドバイザリーボード

が設置されており、事業体制に問題はない。 

 

 

                                    以 上  
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＜外部評価委員による助言・評価＞ 

 

文部科学省共通政策課題事業 

「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業 

外部評価委員会記録 

 

日時：令和 4 年 4 月 6 日（水）13 時～15 時 

場所：オンライン(Zoom)にて開催 

出席者：＜外部評価委員＞ 

    丹野 義彦 東京大学 名誉教授・特任教授 

    松本 英夫 東海大学 医学部総合診療学系精神科学 教授 

    真弓 光文 前福井大学長 

    吉川 武男 理化学研究所 脳神経科学研究センター分子精神遺伝研究チーム 

チームリーダー 

 

    ＜連合小児発達学研究科、弘前大学＞ 

    （大阪校）佐藤 真 推進委員長、片山 泰一 推進委員、 橘 雅弥 共同研

究推進・国際ハブ化推進部会長 

    （金沢校）横山 茂 推進委員  

    （千葉校）平野 好幸 推進委員、清水 栄司 社会実装支援部会長 

    （福井校）友田 明美 広報委員長 

    （弘前大学）中村 和彦 推進委員 

 

１. 本事業の概要、実施体制、事業実績等について：配布資料に基づいて、佐藤推進委員

長より説明。 

２．共同研究推進・国際ハブ化推進部会、拠点化基盤推進委員会の事業活動実績につい

て：配布資料に基づいて、橘部会長より説明。 

３．社会実装支援部会の事業活動実績について：配布資料に基づいて、清水部会長より説

明。 

４．若手人材支援部会の事業活動実績について：配布資料に基づいて、佐藤推進委員長よ

り説明。 

５．広報委員会の事業活動実績について：配布資料に基づいて、友田広報委員長より説

明。 

６．各校の事業活動実績について：配布資料に基づいて、各校推進委員より説明。 
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７．外部評価委員会の先生方からのご質問、ご助言等。 

   

1) 丹野義彦委員 

    コロナ下の中、新しい事業を進めていくことは大変だったと思いますが、研究論

文も多く出され、国際連携も活発にされていて、頭が下がる思いです。3 月末に開催

された事業報告会も拝見しましたが、友田先生、浦尾先生の講演を聞き、精力的に

活動され、とても興味深い内容で、ぜひこのような先生方がどんどん育つ拠点にな

ってもらいたいと思いました。 

   

   ◎質問 1 :  

３年前の 2019 年にも外部評価委員会に参加しました。その時は教育に重点をおか

れて、大学院生への教育等の話を聞かせていただいた。今回は教育というより、研

究に重点を置いているということでしょうか？ 

 

   ◎回答（佐藤推進委員会長）： 

    前回は連合小児研究科全体に対する外部評価委員会でしたが、今回は文部科学省

の本事業に対す評価ということでお願いしています。連合小児発達学研究科に関し

て申し上げると、現在の博士後期課程だけの研究科では、リーダーとなるような人

材が生まれにくい状況です。現在、文部科学省に博士前期課程（修士課程）設立の

要望を出しており、先日申請を出す許可が下りました。今後は、設置審に向けて、

書類の準備等進めていく予定です。これは、連合小児発達学研究科としての活動で

ございますので、今回は本事業の説明をさせていただきました。 

 

  ◎質問２： 

一般社会における「子どものこころ」のイメージは障がいを持っている子どもよ

り健常児、いわゆる定型発達児といわれる子どものこころの発達をイメージすると

思います。また、脳の発達というより、こころの発達をイメージすると思います。

例えば、親から見る養育、しつけ、育児ストレス等が問題になったり、定型発達児

についてはこれまで長年心理学者が研究を行ってきていると思います。私も公認心

理士の一人であり、心理学研究者として、この研究センターの公認心理士の数、仕

事内容をお聞かせいただきたいと思います。 

    

   ◎回答：（佐藤推進委員長）： 

    公認心理士については、学部と大学院と両方の教育を受けないと資格が得られな

いので、現在、本研究科を修了しても公認心理士にはなることができないのです

が、教員として、この分野でご高名な千住先生を、University of College London
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から浜松校にお迎えしました。千住先生を核として、新たな事業でも展開を図って

いくことを考えています。また、博士前期課程においても、キャリアパスを明確に

し、心理系の方にも学んでいけるようにしたいと考えています。資格については、

例えば、千葉校では、学校保健、いじめ等に対する対応をカリキュラムとして組

む、福井校では新たに教育系の先生に博士前期課程のカリキュラムに入ってもらう

などの計画を立てています。「子どものこころの研究センター」という名称なの

で、「子どものこころ」とくくっていますが、連合小児発達学研究科としては、正

常な脳の発達、心理発達をスコープにとらえ、また、子どものこころの研究センタ

ーでは、より臨床に根ざしたこころに問題を抱えた子どもへの臨床的アプローチや

研究を行うといった方向づけをもって、活動を行っており、今後も続けていきたい

と考えています。 

    

 ２）松本英夫委員 

    全体の印象としては、基礎から臨床まで、非常に活発に研究されていて、感銘を

受けました。 

 

   ◎質問１： 

    社会実装の研究で、脳科学と教育とおしゃっていましたが、基礎から臨床だと医

学のイメージとしてわかりやすいが、教育分野に脳科学や基礎研究を活用していく

というのは、なかなかイメージが浮かばないので、もう少し詳しい説明をお聞かせ

いただきたい。 

 

   ◎回答（佐藤推進委員長） 

    脳画像や医学からも教育を考えるべきと思っています。最近では不登校の学生が 

増えており、10％程度の学生は非常に悩みを抱えていると聞いていますので、そう 

いった部分を解決していけないかと考えています。連合小児発達学研究科は 15 人 

と少人数であるため、教育委員会での教育活動、研究面では特定の医学とのアフィ 

ニティのある部分で貢献できないかと考えています。それには医者だけでなく、 

公認心理士、スクールカウンセラー等、様々な方々が高い見識をもって向かう必要 

があると考えています。リエゾン的な方を教育することも本研究科の重要なミッシ 

ョンであると考えています。千葉大学には新たな部門設立、新たな教員も迎え、子 

どものこころの「教育」部分が入ることになります。 

  

◎回答（清水社会実装支援部会長） 

     私は、研究者として、学校現場の先生方と連携をしています。医学においては

エビデンスに基づいた医療をやるという流れがあるが、教育現場においても、エ
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ビデンスに基づいた教育をやりたいと、学校現場の先生方も考えておられるが、

どのようにすればいいのかと模索しておられます。健康な子どもを対象にしたこ

ころの発達という研究もありますが、例えば、ADHD のお子さんがおられる場

合、子どもたちの注意力がどれぐらい持つのかを考えながら授業をする、自閉症

の子どもにはどれぐらいのメタファーを使ったらいいのかなど、そういった部分

を脳科学の観点から教育にいかしていければと考えています。学習障がいなどの

面で、教育現場と連携していくことが脳科学と教育のキーワードになっているか

と思います。 

   

    ◎回答（片山推進委員） 

    「子どもみんなプロジェクト」はまさに、脳科学、心理学、精神医学をどのよ

うに教育現場につなぐかということをテーマにしたプロジェクトで、文部科学省

も試行錯誤されてこられました。情動の科学的解明と教育への応用という検討会

が平成 16 年にスタートし、最終的に答申が出され、10 大学 16 教育委員会で連

携が始まり、データを使って根拠あるものを教育現場へ応用していくということ

を目指したプロジェクトであり、これが本事業に受け継がれているということに

なると思います。 

   

   ◎質問２： 

    基礎研究を進めていくことも重要だと考えますが、ブレインバンクとゲノム解

析の話が出てきましたが、ASD のブレインバンク、日本における ASD のブレイ

ンバングはどの程度進んでいるのか、今後どのような予定を立てているのか、お

聞きしたい。ASD はスペクトラムの障がいなので、検体を集めるときにどこで切

るかがいざ始めるときには非常に重要な要素になると思いますので、そのあたり

もぜひ進めていただきたいと思います。 

 

   ◎回答（佐藤推進委員長） 

    ブレインバンクについては、東京都健康長寿医療センターの先生をお呼びして

活動を開始しています。ブレインバンクそのものや血液等もありますので、いか

に活用していくかを現在模索中です。ASD は非常に連続的で多様であり、関連遺

伝子だけで 1000 を超えると言われていますし、誰が診断するかで大きく状況も

変わります。このあたりもしっかり考えながらやっていきたいと思います。 

 

 ３）眞弓光文先生 

    連合小児発達学研究科スタートの時点から係わってきておりますが、本日の発

表をお聞きして、その後もすばらしい事業を展開しておられることを非常にうれ
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しく思います。研究プロジェクト、特に大阪大学が中心になり、新たな枠組みで

も採択されるなど、事業継続に様々な取り組みを行ってこられたことは、高く評

価できると思います。 

    国際共同研究については、COVID19 パンデミックのため、事業推進に制約を

受けたと思いますが、国際 B にも採択されたとのことで、十分努力されていると

思いました。 

    各大学それぞれが素晴らしい研究をされていて、今日まで続いている、むしろ

どんどん発展していて、世界的な研究成果もあるとのこと、大変うれしく思いま

す。 

    欲を言えば、以前にも助言いたしましたが、国内の共同研究において、これだ

けの高度な研究組織があるのだから、この意義をもっと社会に認知され、期待さ

れるレベルにまでもっていっていただきたいと思います。 

    また、現在の教育現場は個々の事例を非常に大事にしています。ケーススタデ

ィから始まる議論の組み立てには、脳科学の世界と教育現場の世界と大きなギャ

ップがあると感じます。同じ子どものこころにどのように対応するのか、目的は

同じであっても、立場の違いによりかなり克服すべき点が多数あると思います。

その意味でもぜひこの事業が、教育に携わる方々に、別の視点からの見方、科学

的エビデンスを発信してもらえたらと思います。 

 

 ４）吉川武男先生 

    ３年間の取組みを聴き、その量と質に圧倒されました。素晴らしい成果をあげ

ておられ、それほど潤沢な予算ではないとお聞きしていますが、ここまで成果を

上げておられるのは、コストパフォーマンスも高いと言えると思います。多施設

での拠点化研究という視点で、シナジーがどうなのか、社会実装がその程度進ん

でいるのか、ということに着目して、話を聞かせていただきました。 

    シナジーに関しては、5 大学プラス弘前大学プラス海外で国際レジストリが立

ちあがったり、マネジメントが進み、その結果、論文やシンポジウムにつながっ

ています。個別のプログラムで言えば、阪大のねんねナビ、福井のマルトリート

メント等の発表を聞いて、確実にシナジーができていると感じました。 

    社会実装の点でも、千葉大学の勇者の旅を中心にして、それを台湾にまで展開

していると聞き、これもかなり進んでいると感じました。このような努力が、

個々の、次の研究費獲得、ムーンショットや COI にもつながっているので、かな

り成果をあげていると言ってよいと思います。 

 

  ◎質問１ 

各大学でデータを集め、データベースを作っているとお聞きしました。今後、その
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ようなデータベースを一本化、あるいはパブリックに向け、今後のデータベースの

共通化管理に向けて、何か展望や計画はございますか。 

 

  ◎回答（佐藤推進委員長） 

データベースの共通化は国内だけでも非常に大変で、使用している機械が違った 

り、癌ゲノムの枠組みにのっている大学とそうでない大学もあります。共通化の

懸案であったハード面ではセットアップがほぼ整ってきました。 

 

  ◎回答（橘国際ハブ化推進部会長） 

    各大学のもっているリソースを共通化していく、また統合したものをパブリッ

クにしていく、あるいは欧米のものと連携していくなど、そのような方向性をも

ってデータベースの構築を進めている状況です。実際には障壁がたくさんあり、

一つ一つクリアしながら進めて参りたい。 

 

  ◎質問２ 

    発達障がいと typical development をどこで線引きするのか、発達障がいとい

ってもヘテロジーニアスな集団です。今後の進め方として、医学全体では個人の

状況に応じた個別対応といった方向も考えられるのか。 

 

   ◎回答（佐藤推進委員長） 

     研究科全体の話だと思っていますが、支援の部分をいかに強化していくかが重

要な課題であると考えています。医学ベースで始まりましたが、千住先生や各校

の心理系の先生方を核として前に進めたいと考えています。 

 

   ◎質問３ 

     成果の社会配信について、広報委員会でも考えておられると聞きましたが、例

えば、若い方への発信として SNS などを利用していくのもよいと思うがどうで

しょうか。 

 

   ◎回答（友田広報委員長） 

     広報委員の中でも、初年度から Twitter や Facebook 等を使用して社会に発信

していこうという意見があがっていました。HP の構築、多言語化、ロゴ作成な

どの最初のテンプレートづくりに時間を要していました。SNS 等を使用して、発

信していくことは、若い研究者を支援したり、巻き込んでいくのに重要だと考え

ます。社会実装、社会還元の上でも、今後は SNS を活用していきたいと思いま

す。 
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   ◎まとめ（佐藤推進委員長） 

     外部評価委員の先生方には、ご多忙の折、お時間を作っていただき、貴重なご

意見、ご助言をいただきました。これらはぜひ今後の事業にも活かして参りたい

と考えます。また、任意ではございますが、先だってお渡ししている書類を利用

していただき、評価項目毎に評価内容を文書にてご提出いただけますと幸いで

す。今後もご指導をよろしくお願い申し上げます。 
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外部評価委員（3 名）より、評価指標項目に基づき、以下のとおり、ご指導・助言を頂いた。 

 

評価指標項目 

 

１．多施設共同研究支援・マネジメント体制について 

・発達障害レジストリ「ANDy」の立ち上げ・運用開始、共同研究のプロジェクト数・

論文数の増加など、マネジメント体制はうまく機能し、確実に成果につながっている。 

・COVID-19 が 3 年中 2 年を占めた中で、本事業は順調に進行しており、マネジメント

体制は適切であると評価いたします。 

・「子どものこころの発達を科学的に解明し、子どものこころの発達に資する」という、

連合小児発達学研究科および子どものこころの研究センター設置時点からの目標を達

成するためには、関連する研究の継続がまず必要であるが、その遂行のための研究費の

獲得に新たな枠組みでチャレンジして研究費を獲得し、今回の事業による子どものここ

ろの発達研究の継続につなげたことは、まず高く評価される。これまでの高い研究実績

とその継続に対する強い思いに基づいて実施された今回の事業は、当然の結果として、

素晴らしい成果を上げている。 

 

２．国際ハブ化推進、ネットワーク形成の取り組みについて 

・コロナ禍にあって制限があったものの、国際共同研究のプロジェクト数・論文数の飛

躍的増加、海外研究員の受け入れ、「勇者の旅」プログラムの台湾への展開など、本項

目の活動・成果は大いに評価できる。 

・国際ハブ化推進やネットワーク形成も順調に進行しており、適切に取り組みがなされ

ており、成果をあげていると評価いたします。 

・COVID-19 のパンデミックにより「国際ハブ化推進やネットワーク形成」の一部の事

業の推進は一定の制約を受けざるを得なかったが、その中にあっても「国際研究推進 B」

に選定されたことを含め、評価すべき実績を上げている。 

 

３．拠点化基盤強化の取り組みについて 

・多施設共同研究の実施支援、多施設共通プロトコールの確立に努力しながら、拠点化

基盤強化の取り組みは着実に成果をあげている。 

・拠点化基盤強化について順調に進行しており、適切に取り組みがなされていると評価

いたします。 

・標準をはるかに超える実績を上げたと評価できる。 

 

４．介入研究・成果の社会実装について 

・マルトリートメント防止プロジェクト（福井大学）、GAZE FINDER（浜松大学拠点）、
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「勇者の旅」プロジェクト（千葉大学）、データベース構築（ANDy: 大阪大学）、学校

コホート研究（弘前大学）、「ねんねナビ」の加賀市での社会実証事業（金沢大学）など、

高いレベルの成果を上げている。 

・介入研究と成果の社会実装については、千葉大学の清水先生の認知行動療法や「勇者

の旅」プログラム、福井大学の友田先生のマルトリートメント研究を先頭に、積極的に

幅広く取り組まれており、成果を上げていると評価いたします。 

  ・介入法の開発や実践については、国家資格となった公認心理師が力を発揮しますので、

ぜひ公認心理師の活用と充実を推奨いたします。 

 ・各研究グループの個別の研究実績は素晴らしいものである。今後は、本研究班でなけ

ればできない全体研究をさらに推進してほしいと望む。 

 ・一方、子どものこころの発達の研究成果を社会実装に繋げ、子どもたちの利益に資す

るには、脳研究の遂行者と教育現場の相互の信頼と協力が重要であるが、その点に関し

ては、これまでの医学界と教育界の必ずしも良好と言えない関係が依然として残され

ており、残念ながら未だ必ずしも十分とは言えない。今後、本事業の研究成果がより一

層広く社会に発信され、よく理解されて、脳科学研究と教育現場との相互信頼に基づく

取り組みが進み、子どもたちの成長に貢献されることを望む。 

 

５．若手研究者の育成について 

・若手人材育成・研究支援を着実に進めている。今後、この事業で育った若手がどのく

らい、どのように発展していくのか、見守るのはとても楽しみである。 

・若手研究者の育成についても、順調に行われていると評価いたします。今回の外部評

価では評価対象とはなりませんでしたが、大学院での学生の教育は、若手研究者の育成

の根底となる仕事と思いますので、こちらにも力を入れていただくことを希望します。 

  ・標準をはるかに超える実績を上げたと評価できる。 

 

６．評価指標(KPI)の達成度について 

① 5 大学および弘前大学間での共同研究（数）、人材交流実績 

    ・とくに優れていると評価されます。 

    ・当初の目標に到達している。 

    ・標準をはるかに超える実績を上げたと評価できる。 

  ② 国際共同論文の数、質およびその増加 

・優れていると評価されます。 

・当初の目標に到達している。 

・標準をはるかに超える実績を上げたと評価できる。 

  ③ 日本人の特性に適した、診断・治療・介入法の提唱 

・優れていると評価されます。 
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・当初の目標に到達している。 

・標準をはるかに超える実績を上げたと評価できる。 

  ④ 先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム、報道数、専門家研修など） 

・優れていると評価されます。 

・当初の目標に到達している。 

・標準をはるかに超える実績を上げたと評価できる。 

  ⑤ 若手研究者育成実績 

・優れていると評価されます。なお、修士課程・博士課程の学生数なども指標とな

るかもしれないと思いました。 

    ・当初の目標に到達している。 

    ・標準をはるかに超える実績を上げたと評価できる。 

  ⑥ アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム、共同研究、政策への反映など） 

・優れていると評価されます。 

・当初の目標に到達している。 

・標準をはるかに超える実績を上げたと評価できる。 

  ⑦ 国内・国際共同研究マネジメント数 

・優れていると評価されます。 

  ・当初の目標に到達している。 

  ・標準をはるかに超える実績を上げたと評価できる。 

 

7．事業体制について（委員会、部会） 

・各委員会、各部会とも十分に機能している。 

・COVID-19 が 3 年中 2 年を占めた中で、本事業は順調に進行しており、各委員会や部

会の事業体制は適切であると評価いたします。 

 

8．その他：以下すでに会議の際にお答えいただいておりますが、コメントを再掲いたしま

す。 

・広報アウトリーチにおいて、SNS を取り入れていくのはどうか（特に若い母親に向け

て）。予算の制限もあるが、research coordinator などの活用はありうるか。 

・ゲノム、エピゲノム研究は世界的にサンプルサイズが膨大になっており、発達障害の異

種性を鑑みても少数サンプルの解析では結論を出すのが難しい。また、大規模解析を目指

すとなると、大きな予算が必要である。今後、本事業でのゲノム、エピゲノム解析をどう

するか、位置付けの検討が必要かと思われる。←事業の集中と選択の観点から。 

・各拠点のデータベースの統合化、一本化に向けた VISION は。 

・発達障がいの異種性を鑑みた場合、個別対応、個性に応じた対応、特徴・特性に応じた

対応についての視点を今後どのように考えるか。 
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・大阪大学の論文成果リストには、アルツハイマー、ALS などの変性疾患、食道がん

など、本事業に関係がないと思われる成果が混在している。 

・虐待、いじめなど、こどもを取り巻く暗いニュースが多い昨今、私を含め多くの方々

が心を痛めていると思われます。今後とも、本事業の各拠点独自の活動の発展と拠点の

協同によるシナジー効果・成果の最大化が、日本、アジア、世界の明るい将来に貢献し

てくれることを大いに期待しています。 

                                     

                                     以 上   
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外部評価委員会資料 

 

 

 

子どものこころの研究センターから
展開する国際研究拠点の形成と

社会実装

 

大阪大学大学院大阪大学  金沢大学  浜松医科大学  千葉大学  福井大学
連合小児発達学研究科

連合小児発達学研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター
金沢大学 子どものこころの発達研究センター
浜松医科大学 子どものこころの発達研究センター
千葉大学 子どものこころの発達教育研究センター
福井大学 子どものこころの発達研究センター

弘前大学大学院医学研究科附属子どものこころの発達研究センター

実    大阪大学    

弘前大学

文部科学 共通  課題事 （H31 年度～R3 年度）

 発達障がい  待に関連する「ここ の問題」を  る子どもたちが増 ており、少子化日本の大きな課題となってい
る。

 「ここ の問題」に関しては、  ・文化・社会 多 な因子が関わるため、その解決についてはグロー ルな 点と
 メスティックな 点が 要である。

 北 ・ ーロッパでは多施 共同の大  研究にて「ここ の問題」に り  でいるが、アジアは立ち れている。

  在、日本 アジアで用い れている評価法 介入法は、  により開発されたものであり、  しも日本 アジアの
文化・社会的状況を  したものではない。

 新  での事 など、社会的に子どものここ への   化要 が高い。多くの 長か 子どものここ の研究セン
ター 化の要 がでている（ 井 知事、 平  長、大阪 池田市長、同 市長、千葉 知事、弘前市長、弘前市
  委員会、      中   事 所）。

今こそ日本がアジアのリー ーとなる き時である。

自閉症関連論文数：日本  7 本(0  本 10  ） , アメリカ   1 (1  ), 英国 1 71(2 1), オラン  20(   ),  イツ 2 (1 1), スウェーデン    (  7), 中
国10 5(0 1)

    関連論文数：日本   7(0  ), アメリカ  1  (2 5), 英国2125(  2), オラン 1 5 (   ),  イツ170 (2 1), スウェーデン  71(   ), 中国707（0 1) 

(      より作成、 201 年5月までの発表論文の 計 )

2

子どものこころ研究の
    ン ー  ムの  

弘前大学
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「子どものこころの研究センターから展開する
国際研究 点の形成と社会実 」事 

予  分 

 和 年度  和 年度  和 年度 計
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     研究実 の  

     研究支援の  の  ・実   

2019年度  の    

 大学院連合小児発達学研究科における    データ連   
 神経画 プロトコールをすり合わ る検討小委員会の 立

 出生コ ートデータの6連合体外機関との共同 用の検討

                        
                 
  と  の      

の            
研究      る 

    ー 研究
   ー    プ

 1  

 2  

 国内外のさま まな機関と「子どもの発達」をテーマにした共   を

 定

  有の多施 データを加 して「共 プロトコール」を作成

      
   とも  ー  

   を
手  活か  実績を 

      

 共   を 定し、方法論をそ  た「共 プロトコール」を作成して

研究実施

   の  ー    
 を

活か  実績を 

ルー ルの   化・ 変化

   研究        成  年      研究   成3 年   
の           る      る ー の        
らの    の ータ       の研究 の       

機 関 とのルー ルの 差 異

 存デ ー タ活用 の  

す      ータ    の               の 
       る    る         研究の      
    ー を    若手研究         を     も
  研究の実      

若手研究者 の連携  

2019～2021年度 画
子どものこころの研究センターから展開する国際研究 点の形成と社会実 

   の実績と 報の  を活か  拠点    研究   

           する      を  人材   

   研究  ・支援部会の  
 多施 共同研究の一 倫理 査の推進・支援

 共同研究  ・支援による 有データの学内外での 

用推進
 国際  レジストリ  による 存データ 用の 進

 国際   部会の  

 アジア  の主要研究機関との連   
 国際  レジストリ  によるアジア  の患者情報

の共有

  手研究者へのアジア  の共同研究施 の 介
 大阪大学医学部 属 院未 医 開発部とのアジア 

 との連 ノウハウの共有

 拠点     部会の  
   、画 、コ ートの 有データの共 化、共有化

 レジストリと 有データの  けによる 用 進
 連合小児発達学研究科にブレイン ンク・ イオリ ー
ス部 を新 

                     

               

  母と 子の 生コ ー ト
 一 人 に お け る  年超 の追  に よ る 小児 発 達デ ー タ）

             
 ト 臨床標 データ

（   ）

 点化

基 

特 
マテリ ア

ル
（ 大阪）

自閉症患者、
精神 患 患患者

高  者からの
 養可能細胞

先 的脳イメー ジン グ
小児用   機 神経

生 特   
（ 金沢、福井）

       
    

          

          
           
       

     
        
    

       
      
   

       
   

      
      
     

  

      
      

   
    
     

                                      

   
    

                        

      
  

        

        
   

      
         

                        

  な先 的脳研究・医学研究実 、社会実 実 、自治体・医 会・教育 員会などとの密な連携実 
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 児の脳機能研究を推進する  は、多 な症状をもつ発達障がいについて、表 型として出  がった 児期の脳
を  測定し、生 学的な  として   けていくことにある。このことは、  子研究と 神 理学の  しを 
 要素となる。それにより、  発達障がいの 態生理が、より  に解明されていくことが期待される。
 在の発達障がいの診断は、成  の  と行動評価によっての 行われており、生 学的なデータは  されてい

ない。 表的な発達障がいの一表 型である自閉スペクトラム症をとっても、 の発達障がいの表 型（多動、  の
障害、学  の  など）の合 も多く、 態に  く診断 支援を実 していくためには、サブタイプに  した生
理学的  が   である。また、行動評価 は、文化的・社会的  の  を受け すい。脳機能と行動を照 し合
わ て診断 評価を行 ことで、今後の  を論理的に 開することが 能となる。

１  大学内での共同研究数、  交流実 
２ 国際共同論文の数
３ アジア・日本の   性に した、診断・  ・介入法の  
    的知見の社会  実 （市  開シンポジウム、報道数、  家研 、  作成など）
   手研究者 成実 
  アジアのハブとしての 動実 （シンポジウム、共同研究、 策への  など）

  国内・国際共同研究マネジメント数

期 される効果・  指標

日本 （アジア ）の  ・文化・社会  に った診断・  ・介入法を社会に  できる

評価指標（   ）

アジアをリー する拠点たる く、リ ースも含めた 自の   化が達成できる

6
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2019年度 2020年度 2021年度  校計

     6大学内での共同研究数、  交流実 17 20 2 6 

     国際共同研究論文の数 27  2 71 1 0

     アジア・日本の   性に した診断、  、介入法の  17 22   72

       的知見の社会  実 （市  開シンポジウム、報道数、  家研 、  ）   2 6  9 6  

      手研究者 成実 2 27  0   

     アジアのハブとしての 動実 （シンポジウム、共同研究、 策への  など） 16 1 1   

     国内・国際共同研究マネジメント数  1    9 1  

    

    

  

  

  

33

    
3 

    

  

3 

  

  

2019 年度 2020 年度 2021 年度

KPI     

評価  １

評価  ２

評価  ３

評価   

評価   

評価   

実施体制

共同研究 進

若手人材育成部会
（ 各セン ターよ り 名、大阪 点よ り 主査 名）

社会実 支援部会
（ 各セン ターよ り 名以上、 葉 点 よ り 主査 名 ）

 点化基  進部会
（各センターより 名以上、   点より主査 名)

 点基 の強化を 進

共通プロ ト
コールの確
立・ 実施支
援・ マネジメ
ン ト

共同研究 
進・支援部会

（各セン ターから１名以上、
大阪 よ り主査 1名）

国際ハブ化
 進部会、各

セン ターから  名以上、

大阪 よ り主査  名）実行

 員会
（ セン ター  

 員 、 部 会 な

ど 主 査  員 ）

神経
生 国際展開

国際展開 進

事 主体：参加大学 子どものこころの研究センター

 点形成  進 員会
方 策定・立 ・計画

（  員 ： 連合小児発達学研究科 ）
（ 研究科 、関連する医学部教授など）

アドバイ リー  ー ド
（ 大 阪 大 学  事、参 加 大 学  など ）

外部   員会
（ 海外 員・ 自治体

 員など む）

10

広報 員会
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 部会 開催数 （ 和 年度～ 年度）

 和 年度  和 年度  和 年度 計

共同研究推進・
国際ハブ化推進部会

 
    

 点化基 推進部会  

社会実 支援部会     

若手人 育成部会     

 部会 活動内容 （ 和 年度～ 年度）

 和 年度  和 年度  和 年度 計

共同研究推進・
国際ハブ化推進部会

 
    

 点化基 推進部会  

社会実 支援部会     

若手人 育成部会     
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 和 年度 共同研究支援   課題

  大学から海外に向けた共同研究支援

 事 主体外の研究者と 大学の共同研究支援

申請者 所 研 究 題 目

  隆宏 福井大学医学部 科 脳内 行性の高いバソプレシン受 体         ）特異的ア ニストの開発

  東  北海 大学薬学研究院   型                     による社会性行動異常の修復実験

申請者 所 研 究 題 目

 毛利育子 大阪大学 子どもの眠りの質問票を用いた小児の睡眠のアジア諸国間の国際比較

  家 一 金 大学 合成ゲノム生物学的手法を用いた神経発達障害患者の新 ゲノム治療法の開発

 東田陽 金 大学 オキシトシン体内動態解析のための新しい      測定キットの作成

 浦尾悠子 千葉大学
認知行動療法に基づく不安の予防教育プログラム「 者の 」の  における実施可能

性と効果検証

 西谷正 福井大学
アジア人脳・  組 間メチル化相関データペース（          ）構築の の日本人

データベース作成

 新谷 樹 弘前大学
乳幼児のための睡眠改善オンラインアプリの地方部における有用性評価ーアジアの睡眠

文化に適した介入法の整備に向けてー

 土屋賢治 浜松医科大学 アジア諸国との出生コホート連携

 和２年度 共同研究支援   課題

  大学から海外に向けた共同研究支援

 事 主体外の研究者と 大学の共同研究支援

申請者 所 研究題目

  知陽 金 大学 自閉症モデルマウスを用いた自閉症主症状改善効果を持つ 方薬のスクリーニング

 東田陽 金 大学 オキシトシン体内動態解析のための新しい     測定キットの作成

 西谷 正 福井大学
アジア人脳・  組 間メチル化相関データベース( M    C  )構築の の日本人データ
ベース作成

4
  HM   
M H MM D
 H     

浜松医科大学 The association  et een unhealth  lifest les and  s chosocial  ro lems: a com arati e stud 
amon  children a ed      ears in  an ladesh and  a an

 山本 知加 大阪大学
C   D   感染拡大下における発達障害の子どもとその家族の状 と発達支援ニーズに関する
調査

申請者 所 研究題目

 田中  也   大学 ミクログリアのシナプス貪食活性上  導による    および   様行動改善の み

                   マラ 大学                                                                                
                                                                        

                師 大学
                                                                       
                                                        

  隆宏 福井大学 脳内 行性の高いバソプレシン受 体（       ）特異的ア ニスト開発の研究
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 和 年度 共同研究支援   課題

  大学から海外に向けた共同研究支援

申請者 所 研究題目

  知陽 金 大学 自閉症モデルマウスを用いた自閉症主症状改善効果を持つ 方薬のスクリーニング

 東田陽 金 大学 アセトニトリルタンパク質       前 理血 中の 離オキシトシン 度測定

 大里絢子 弘前大学 自閉スペクトラム症 早期介入法のアジア向けプロトタイプの作成及び効果

 海地  名 千葉大学 認知行動療法に基づく不安の予防教育プログラム「 者の 」の  展開

 
       
        
       

浜松医科大学                                                                                     
                                   

 岩 俊樹 浜松医科大学 自閉スペクトラム症のサブタイピングに有効な認知行動課題セットの 定

 原田妙子 浜松医科大学 複合ルールマネージメント課題による神経発達症者の実行機能評価の有用性の検討

 西谷正 福井大学
アジア人脳・  組 間メチル化相関データベース           構築の の日本人データ
ベース作成

 事 主体外の研究者と 大学の共同研究支援

申請者 所 研究題目

 清家美  島大学  害時の心理的ストレスと行動の関 

  東  北海 大学 フッ 化オキシトシンの  オキシトシン受 体への効果

 部会 活動内容 （ 和 年度～ 年度）

 和 年度  和 年度  和 年度 計

共同研究推進・
国際ハブ化推進部会

 
    

 点化基 推進部会  

社会実 支援部会     

若手人 育成部会     
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                            】
                       

                           

子どもみんなプロジ クト 拡大 画運  議会

                 
                     
                    

                                                            

                                                                               

                            
                            
                           
                            
                  
                        

          
          
          
          

                

                               

情動の科学的解明と教育等への
応用に関す る調査研究 進会議

（有 者会議）

文部科学 ・
国立教育  研究所

  

連 

10大学コンソーシアム
              
               
               
            

連携教育 員会
              
              
             
              
           

子どものこころの研究センターから展開する国際 点の形成と社会実 

現在

 和 年度： 子どもみんなプロジ クトの EBサイトを中国  を作成して、展開
 和２年度： 学 で行う不 対処プログラム「 者の 」の    の作成して、展開
 和 年度：   オキシトシンによるアートワークショップの効果検証に関するトライアル実証

（ 国の 術家 体Artlin Central及びGlasgo 大学所属の研究者と共同）

過 

                       

文部科学 の提言
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 部会 活動内容 （ 和 年度～ 年度）

 和 年度  和 年度  和 年度 計

共同研究推進・
国際ハブ化推進部会

 
    

 点化基 推進部会  

社会実 支援部会     

若手人 育成部会     
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 和 年度
若手人材育成・研究支援   課題

名前 所  位・学年 研究概要・支援希望内 

 海地   名 千葉  常  術  員

  での「 者の 」の共同研究に向けて、  師 大学と
 ち合わ を実施する予定であった。しかし、コロナウイル
ス感染拡大を受けて、センター長の清水栄司より 航中止の
判断が下された。

 荒木  郎 千葉 特別研究員                                             にお
いて学会発表（口演） 航 用。

  ミン ン 福井 特  師
    頭  流 気  （                への 航、 加
 用

 和２年度
若手人材育成・研究支援   課題

名前 所  位・学年 研究概要・支援内 

 
     

           
金  常  術  員

オキシトシンと自閉スペクトラム症に関連した研究の論文掲載
 

   奈 金  ２ 論文の英文校正 用

 坂本 由唯 弘前   
 歳児  と発達障害との関連について発表。            

                           加 用

 照井 藍 弘前   
 歳児の   児の睡眠問題の 存率と特 について発表。

                                        加 用

 森 裕幸 弘前   

小中学生におけるソーシャルキャピタルと    抑うつ関連に
ついて発表。                                       
 加 用

  田  也 弘前   
 歳児健診調査と思春期の精神病理についての疫学調査発表。

                                        加 用

 平岡 大樹 福井 特別研究員        下の親の育児ストレスについて国際比較調査を実施。
その成果論文の英文校  
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 和 年度
若手人材育成・研究支援   課題

名前 所  位・学年 研究概要・支援内 

  藤 明美 大阪   

    年 月  日   日にイ リスで開 される             
                                              でポ
スター発表・学会 加登  。

 川 雅子 大阪   
                                           

 オンライン 加  

 坂本 由唯 弘前   
国際学会でのポスター発表 加登  
（                                 ）

 照井 藍 弘前 大学院生・ 手
国際学会でのポスター発表 加登  
（                                 ）

 蘇 平 大阪   論文校正、英語校正、論文投稿 用

    大阪   学会 加  （国内学会）

  田  也 弘前   オープンジャーナル国際雑誌                         への投稿 

共同利用・共同研究 点事 

広報 員会 報告

  事 ウェブサイト                                                  につい
て、コンテンツの拡充

  ウェブサイトによる共同研究支援の公 や研究成果についての 報発信の整理と拡
充

    の多言語化開 に向けての 報収集およびページ 計
（英語・中国語・ 国語・スペイン語）
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広報 員会メンバー

大阪校：  山 一、毛利育子
浜松校： 土屋賢治、西村倫子
金 校：  山  、池田 司
千葉校： 中川 子、沼田法子

福井校： 藤澤隆史、友田明美
弘前校：  藤まなぶ、新川 樹

スペイン  サイト
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国際シンポジウム（            ）に関する
情報発 
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文部科学   事 

          
           
                 

             
       

                
         

           

           

      
 
       

      
      

国際連携

国内共同研究

大阪 の成果

       
        

                   
(                                          )  
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        る子どもの     を   

早 児の発達に関連する
生理学的  の解明と  

    手連 研究の成果として,早 児１ １名の  と発達の関連を発表
（           ,    ,      2021）

（イギリス ーミン ム大学との国際共同研究）
自閉スペクトラム症の診断 度   6 
：一  動 で生 る 動の  を発見
（                             , 2021 ）

（ 井大学・浜松医科大学との共同研究）
自閉スペクトラム症者の 語能 には 定の  のセロトニンが関与

（                        , 2020）

  の   か 時に、子どもの脳内ネット ークが
高くなることを発見（                        , 2021)

                                       
                                      

   、 児の  時のネット ーク解 の 果を報 
-自閉症スペクトラム児はベータ  のスモール ール 性が低い

（                             , 2021）

自閉スペクトラム症児における流動性知能
と社会的認知の関係の解明
（                      , 2020）
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  校

                                         

                            

                

             

                      

            

                   

                

         

        

        

   

（         , 2021)

                  

                          

                           

         
        

     
        

 
           

                

               

               

            

              
                  

                                 

                
                

    

    

国際    する  
プロ  ー の  実績

     の
社会展開実績

    
どと  
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  校

     の
社会展開実績

   
研究実績

      の      ラム  と    する   動  の
       社会実装の実 

 認知行動 法を用いた自閉スペクトラム症の心理  プロ
グラム「   に  いて アするプログラム（    ）」の
開発と 作 化比   の多施 共同研究（            , 
       2020,             ,            ）

    と成人    の国際       研究の        

                

 神経発達障害（   、    ）と  症（   ）の皮質下容
 と皮質 を成長  ごとに比 （             ,      
           2020)

 社交  症に する認知行動 法に関する  時脳機能 
合に関する研究（             ,          )

 神経性  症（  症）とその 型の機 学 による分 
に関する研究（               ,              )

  校

                             
 全国の児 生 か の質問 調査データのオンライン  システムの  
 小学生か 高校生17,000 を  としたストレス ェックのシステムを  
                   
 文部科学 委 事 「子ども  なプロジェクト」の推進
                             
 成 期自閉スペクトラム症へのスキーマ 法の効果研究の実施
 児   症患者に する  認知行動 法の 作 化比   の実施
 神経性  症に する  認知行動 法の 作 化比   
   症に する認知機能改善 法の 作 化比   
 中国と日本の大学生に する  障害 向と   使用 度に関する研究の実施
  性  に する  認知行動 法の 作 化比   
 ネット依存の未成年者の保 者に する  認知行動 法の 作 化比   
   症に するインターネットセルフ ルプ認知行動 法コンピ ータ・プログラ
ムの開発と効果検証の 作 化比   

              
 認知行動 法 を 成する2年 の「千葉認知行動 法 トレーニングコース」に
より医 5名を含む 5名を 成した。

 学校認知行動 法 成研 会を  実施し、5 0名の  者を 成した。
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  校

                  
 千葉  市で認知行動 法サポーター 成 座を  実施し、 0 名の認知行動 
法サポーターを 成した。

 「   に  いて アするプログラム（    ）」の研 会を  実施した。
   症に する認知行動 法の  スーパー ジョンを25症 実施した。
           
 学   研究員1名のスウェーデンへの長期  
  手研究者 名の国際学会での発表支援
  手研究者１名の国内学会での受 
                
 「 者の旅」プログラム英語 ・中国語 の作成（    大学との共同研究）
 「 者の旅」プログラムの  の小学校での実施
 自閉スペクトラム症国際シンポジウム                             で発表
 国 ・国際  研究    ン 」
 国内共同研究7 （ 井大学、大阪大学、浜松医科大学、弘前大学、  大学、 
 川 子大学、    大学、国立 神・神経医 研究センター、広島大学、 子
科学技術研究開発機 ）

 国際共同研究  （             、                    、                      
      )

福井 
～共同 用・共同研究 点事 成果～
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福井大学子どものこころの発達研究センター

                                            

             

                           

Clinical trial for 
 mino e ulinic cid (   )

         
       

               

        

     児者の血 や画像から診療に 立つマーカーを  

  マーカーの特性を  した   モデル動物を開発

  モデル動物をもとに   の発症メカニ ムを 究

   究の成果を   者の診療手 に  

  校
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情動 知発達学領域

  M  で トの脳の構造や機能を可視化

  神経発達症（ DHD・  D）の神経基 の解

明

  臨床応用可能なバイオマーカーの開発

福井 

米国 ABCD studyの
大  脳画像データの活用

連合大学院による
脳画像データベースの構築

ADHDに対する
  的バイオマーカーの開発

    支援   

  養育  、特に マルトリートメント や愛着が脳と心の発達に及ぼす影響

  マルトリ予  ・発達障がい支援 に がる研究

  子どもやその家族をオンラインで 心 支援するシステム の構築

  校

成果の社会発 

「マルトリ予  」と「とも育て 」
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エピ  ム脳画像研究成果

          ,        ,                                                         
                                                                             
                , 11 5  ,          1 , 2021

(科学新 第１面, 2021/12/7)

脳-末梢組織 DNAメチル化相関DB開発（アジア人）
                          

        
(2015)

 50 71 75     
(   ,   ,    ,   )

        
(2017)

 50 1     
(  20,10,7)

           
(201 )

 50 21
(                )

福井大学  50 
   

         
20 

(          
                )
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アジアをリードする研究成果（福井  ）

アレイ        血液 脳

        
(2015)

 50 
71
 
75

    (   ,   , 
   ,   )

         
(2017)

 50 1     
(  20,10,7)

           
(201 )

 50 21

(           
         
       
         
       )

           
(2022)

 50 
20
 

(          
         
       )

  

  

  

  

アジア人のためのアジア人（日本人）検体による
アジア初の脳ー末梢組織   化相関        

  データベース 開  
                  ,          

アジア 国との国際共同研究 （福井  ）

                              

                        

                    

            
             
             
            

               メチル化年齢の加速化

 
 

部
 

白
質

容
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脳機能発達学  2021

1. Usui N, et al. Zbtb16 regulates social cognitive behaviors and neocortical development .Transl  sychiatry. 

11(1):242, 2021.

2. Tochitani S, et al. GABA A receptors and maternally derived taurine regulate the temporal specification of 

progenitors of excitatory glutamatergic neurons in the mouse developing cortex. Cerebral Corte  bhab106, 2021. 

3. Schroeder S, et al. Dietary spermidine improves cognitive function. Cell Rep  35(2):108985, 2021 . 

4. Balan S, et al. A loss of function variant in SUV39H2 identified in autism spectrum disorder causes altered 

H3K9-trimethylation and dysregulation of protocadherin   cluster genes in the developing brain. Mol  sychiatry  

2021 Jul 15. Online ahead of print.

5. Usui N, et al. Characterization of Early Life Stress-Affected Gut Microbiota. Brain  ci  11(7), 913, 2021.

6. Tochitani S, et al. Fermented rice bran supplementation ameliorates obesity via gut microbiota and metabolism 

modification in female mice.   Clin BiochemNutr  69(3), 1 15, 2021. 

7. Xie MJ, et al. Autistic-like behavior and impairment of serotonin transporter and AMPA receptor trafficking in N-

ethylmaleimide sensitive factor gene-deficient mice.  ront  enet 12:748627, 2021.

8. Usui N, et al. Early life stress alters gene expression and cytoarchitecture in the prefrontal cortex leading to social 

impairment and increased anxiety.  ront  enet  12:754198, 2021.

9. Fujisawa TX, et al. Association of epigenetic differences identified in monozygotic twins discordant for attention-

deficit hyperactivity disorder with brain structures.  ront Neurosci  12:799761, 2021. 

10. Iwabuchi T, et al. Associations among maternal metabolic conditions, cord serum leptin levels, and autistic 

symptoms in children.  ront  sychiat  12:816196, 2021.

 u lication  ist

発達  支援学  2021
1. Sugimoto Y, et al. Aripiprazole in the real-world treatment for irritability associated with ASD in children and 

adolescents in Japan: 52-week post-marketing surveillance. BMC  sychiatry, 21:204, 2021.

2. Sakakibara N, et al. Increased resting-state activity in the cerebellum with mothers having less adaptive sensory 

processing and trait anxiety .  um Brain Mapp, 42(15): 4985 4995, October 15, 2021. 

3. NishitaniS, et al. A multi-modal MRI analysis of brain structure and function in relation to OXT methylation in 

maltreated children and adolescents. Transl  sychiatry, 11:589, November 18, 2021.

4. KurataS, et al. Influence of the COVID-19 pandemic on parenting stress across Asian countries: A cross-national 

study.  ront  sychol, December 21, 2021. 

5. Fujisawa TX, TomodaA. Shared neural basis for the exposure to child maltreatment and eating disorders. 

Academia  etters, Article 4108, 2021.

6. Fujisawa TX, et al. Association of epigenetic differences nominated by monozygotic twins discordant for attention-

deficit hyperactivity disorder with their brain structures.  ront Neurosci, 12:799761:1-12, 2022.

7. Cheong Y, et al. The effects of epigenetic age and its acceleration on surface area, cortical thickness and volume in 

young adults. Cereb Corte , Jan 24, 2022.

8. Yamaguchi D, et al. The influence of intelligence and cognitive abilities on the reading ability of Japanese students 

with developmental disorders. Brain Dev, in press, 2022.

9. NishitaniS, et al. Epigenetic clock deceleration by maternal parity : associations with increasing the gray matter 

volume of precuneus.  ront  enet, in press, 2022.

10. Shimabukuro S, et al. A pragmatic randomized controlled cost effectiveness study of Well Parent Japan for 

Japanese mothers of children with ADHD   Med  nternet Res, in press, 2022.

11. Matsumoto K, et al. Guided internet-based cognitive behavioral therapy for obsessive-compulsive disorder: A 

multicenter randomized controlled trial in Japan.  nternet  nterventions, in press, 2022.

12. Saito DN, et al. Development of attentional networks during childhood and adolescence: A functional MRI study. 

Neuropsychopharmacol Rep, in press, 2022.
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弘前大学の取組： 弘前 との共同研究事   

連 
  

      

          

          

           

          

       

     

      

                                 
                       
                                    
               

      
          
      

                          

                     

                     

                    

                        

  

弘前大学の実 ：  -1   児の発達研究   

                    

             

         
         
        

       

         
         
        

         
                                        

     

                                              
                                              

            

         

                   
            

(Hirotaet al       )

        
        
        

        
        

       
        

        
        
   

(Hirota et al   nt     idemiol       )
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弘前大学の実 ：  -2   児の発達研究   

      

       
             
                           
                         

（ a amoto  et al      ）

                

                  
              
                  
                  
    

             （ aito           ）

                                         
 
              
                 
        
        
                 

            

        
        
        
        
      
       

（ a amoto           ）

           

弘前大学の実 ：  -3   児の発達研究   

                          

発達検査所見の 別フィー ド バッ ク

（ aito  特願          ）     年 月 査申請

       
      
      
      
   
     

                

                 （Terui           ）

                          
                      

                          
 
                            
             
                             
                        
                    
                    

         
（ aito  DemoDa     ）

      

           
              

                     

     
        
                                     
                        
            

                           
                     
               

（青  ・弘前大学 修     ）
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弘前大学の実 ：  -1 学 コ ート研究   

こ   の     

201 年度 小学校(17校)3  3 名 中学生(12校)   3 名                  

201 年度 小学校( 6校)   3 名 中学校(16校)     名                   

2016年度 小学校(  校)     名 中学校(16校)    3名     3             

2017年度 小学校(  校)     名 中学校(16校)  3  名       3           

    年度   校 3 校         校   校    3                    

                                                    

                                                            

                                                            

                                                           

      の 年  

                        
                          

                  
               
               
        

      

                 

                          

   

               
                      

                 

 

              

 

                         

         

                   

                 

                 

                  

             

弘前大学の実 ：  -2 学 コ ート研究   

 国際      度の     成       の     る   ラ 

        る ー      タ と       

の  

ソーシ ルキ ピタルが高い ど、抑うつが低く、 o が高いこ
とを明らかにした。さらに、小中学生におけるソーシ ルキ ピ
タルとメンタル ルスの関連に いがあることを明らかにした。
(Mori et al        )

     から       を      ー プロ   

 の  

Hirotaet al       
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弘前大学の実 ：  -3 学 コ ート研究   

  ンター            る  と の  

  ンター     の     ロ     る        

Hirota et al       

  ンター     と     の      

ランダム切  差 延パネルモデルを用いて、青年期初期に
おいてインターネット 存と抑うつ症状は 断的な相互関係
がなく、 症状を維持する共通の要因があることを示唆した
（Ta ahashi et al        ）

  ロ     る      と    の

   の     
 a e （    年 月）では
 群の抑うつの差はなかっ
たが、 a e （    年  

月）以降、スマ 所有群が
抑うつ症状が維持されるこ
とを明らかにした（  dachi 

et al       ）
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  のた    のない       よろし   いいたし す。

  

弘前大学

       研究     

   医学、  医学、心理・
支援 など多  が 合

  大学の  を生かした
 座  

  大学に支援   を  

  大学に子どものここ の発
達研究センターおよび子ども
のここ の診 部を  

   な 事交流、共同研究

年 

2009 大阪大学、金沢大学、浜松医科大学が参画し、連合小児発達学研究科発 

2012 千葉大学、 井大学が参画し、 大学連合小児発達学研究科に改 

2019 新たな共同 用・共同研究体制の 実事 （ 年 ）   

「子どものここ の研究センターか  開する国際研究拠点の形成と社会実 」

アジアの研究拠点を  しての国際 開

子どものこころの発達の 題に する 文  合    連  大学連合の   ン 

            研究 

人材育成・   研究

   研究
   研究

各  の子ども
のこころの  
研究センター

各      
子どものこころ
の  部
・  支援

    
    
  

  
社会実装

    装 の
開 実績

     の
 育   の展開実績

  の  
研究     



 

 

 

 

 

 

令和３年度 

 

 

【 資料 】 
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＜委員会等構成員一覧＞ 

 

拠点形成・推進委員会

氏　　　　名 所　　　　　　　　　　　属

◎ 佐藤　　真 連合小児発達学研究科長（大阪校）

片山　泰一 連合小児発達学研究科副研究科長（大阪校）

横山　　茂 連合小児発達学研究科副研究科長（金沢校）

土屋　賢 連合小児発達学研究科副研究科長（浜松校）

平 　好幸 連合小児発達学研究科副研究科長（千葉校）

松﨑　秀夫 連合小児発達学研究科副研究科長（ 井校）

中村　和彦 弘前大学大学院医学研究科 授

◎　委員長

実行委員会

氏　　　　名 所　　　　　　　　　　　属

◎ 佐藤　　真 連合小児発達学研究科 授（大阪校）

谷池　雅子 連合小児発達学研究科 授（大阪校）

片山　泰一 連合小児発達学研究科 授（大阪校）

橘　　雅弥 連合小児発達学研究科 任准 授（大阪校）

横山　　茂 連合小児発達学研究科 授（金沢校）

土屋　賢 連合小児発達学研究科 授（浜松校）

平 　好幸 連合小児発達学研究科 授（千葉校）

清水　栄司 連合小児発達学研究科 授（千葉校）

田口　佳 子 連合小児発達学研究科 任助 （千葉校）

友田　明美 連合小児発達学研究科 授（ 井校）

藤澤　隆史 連合小児発達学研究科准 授（ 井校）

中村　和彦 弘前大学大学院医学研究科 授

◎　委員長

広報委員会

氏　　　　名 所　　　　　　　　　　　属

◎ 友田　明美 連合小児発達学研究科 授（ 井校）

片山　泰一 連合小児発達学研究科 授（大阪校）

毛 　 子 連合小児発達学研究科准 授（大阪校）

横山　茂 連合小児発達学研究科 授（金沢校）

池田　尊司 連合小児発達学研究科助 （金沢校）

土屋　賢 連合小児発達学研究科 授（浜松校）

西村　倫子 連合小児発達学研究科  （浜松校）

大島　郁葉 連合小児発達学研究科  （千葉校）

沼田　法子 連合小児発達学研究科助 （千葉校）

藤澤　隆史 連合小児発達学研究科准 授（ 井校）

斉藤　まなぶ 弘前大学大学院医学研究科准 授

新川　広樹 弘前大学大学院医学研究科 属子どものここ の発達研究センター 任助手

◎　委員長
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氏　　　　名 所　　　　　　　　　　　属

◎ 橘　雅弥 連合小児発達学研究科 任准 授（大阪校）

菱谷　好洋 連合小児発達学研究科 任助 （大阪校）

廣澤　徹 連合小児発達学研究科 任助 （金沢校）

池田　尊司 連合小児発達学研究科助 （金沢校）

西村　倫子 連合小児発達学研究科  （浜松校）

原田　妙子 連合小児発達学研究科助 （浜松校）

浦尾　悠子 連合小児発達学研究科  （千葉校）

久能　勝 連合小児発達学研究科 任助 （千葉校）

謝　敏かく 連合小児発達学研究科助 （ 井校）

西谷　正太 連合小児発達学研究科 命助 （ 井校）

高 　芳雄 弘前大学大学院保健学研究科准 授

◎　部会長

氏　　　　名 所　　　　　　　　　　　属

◎ 土屋　賢 連合小児発達学研究科 授（浜松校）

吉村　 連合小児発達学研究科  （大阪校）

An Kyung-Min 連合小児発達学研究科 任助 （金沢校）

矢追　健 連合小児発達学研究科助 （金沢校）

関　陽一 連合小児発達学研究科助 （千葉校）

藤澤　隆史 連合小児発達学研究科准 授（ 井校）

謝　敏かく 連合小児発達学研究科助 （ 井校）

斉藤　まなぶ 弘前大学大学院医学研究科准 授

◎　部会長

氏　　　　名 所　　　　　　　　　　　属

◎ 清水　栄司 連合小児発達学研究科 授（千葉校）

藤 　陽生 連合小児発達学研究科准 授（大阪校）

田中　早苗 連合小児発達学研究科助 （金沢校）

岩渕　俊樹 連合小児発達学研究科助 （浜松校）

浦尾　悠子 連合小児発達学研究科  （千葉校）

松﨑　秀夫 連合小児発達学研究科 授（ 井校）

島田　浩二 連合小児発達学研究科助 （ 井校）

新川　広樹 弘前大学大学院医学研究科 属子どものここ の発達研究センター 任助手

◎　部会長

氏　　　　名 所　　　　　　　　　　　属

◎ 谷池　雅子 連合小児発達学研究科 授（大阪校）

田中　早苗 連合小児発達学研究科助 （金沢校）

土屋　賢 連合小児発達学研究科 授（浜松校）

中川　彰子 連合小児発達学研究科 授（千葉校）

松﨑　秀夫 連合小児発達学研究科 授（ 井校）

斉藤　まなぶ 弘前大学大学院医学研究科准 授

◎　部会長

共同研究推進・国際ハブ化推進部会

拠点化  推進部会

社会実 支援部会

 手   成部会
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                           (順 同) 

  

外部評価委員会

氏　　　　名 所　　　　　　　　　　　属

吉川　 男 理化学研究所脳神経科学研究センター分子 神  研究 ーム　 ームリー ー

松本　英夫 東海大学医学部 合診 学  神科学　 授

丹 　 彦 東京大学大学院 合文化研究科・  学部 広 科学 攻生命  科学 　 授

眞弓　光文 前 井大学長

三邉　 雄  生連　高岡 院　 神科診 部長

ア  イザリーボー 

氏　　　　名 所　　　　属

田中　敏宏 大阪大学理事・副学長

山崎　光悦 金沢大学長

北川　雅敏 浜松医科大学副学長（研究 当）

竹内　比呂也 千葉大学副学長

 田　孝典  井大学長

 林　孝一 弘前大学副学長

 　則夫  岡 医 法 社団木 記念会 田西 院　 院長
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＜関連規程一覧＞ 

 

〇大阪大学 新たな共同利用・共同研究体制の充実「子どものこころの研究センターか

ら展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業拠点形成・推進委員会等に関する規

程 

 

(設置) 

第１条 大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小

児発達学研究科（以下「連合小児発達学研究科」という。）附属子どものこころの分子

統御機構研究センターに，「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点

の形成と社会実装」事業実施のため，「子どものこころの研究センターから展開する国

際研究拠点の形成と社会実装」事業拠点形成・推進委員会（以下「拠点形成・推進委員

会」という。）を置く。 

 

(目的)  

第２条 拠点形成・推進委員会は，「子どものこころの研究センターから展開する国際研

究拠点の形成と社会実装」事業を，円滑に，かつ共創的視点のもと社会に還元しうる高

い水準で実施することを目的とする。 

 

（事業実施体制） 

第３条 前条の目的を達成するため，拠点形成・推進委員会の下に，「子どものこころの

研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業実行委員会（以下「実

行委員会」という。），「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の

形成と社会実装」事業広報委員会（以下「広報委員会」という。）及び「子どものここ

ろの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業アドバイザリーボ

ード（以下「アドバイザリーボード」という。）を置く。 

 

(拠点形成・推進委員会) 

第４条 拠点形成・推進委員会は，事業実施方針を策定し，事業内容を立案・計画する。 

２ 拠点形成・推進委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）連合小児発達学研究科長 

（２）連合小児発達学研究科副研究科長 

（３）第２条の目的に関連する弘前大学大学院医学研究科教授１名 

（４）その他委員長が必要と認めた者 

３ 前項第３号及び第４号の委員の任期は，１年を超えない範囲内で委員長がその都度定

める。ただし，任期は令和４年３月３１日を超えないものとする。 
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４ 委員は，再任を妨げない。 

５ 拠点形成・推進委員会に委員長を置き，連合小児発達学研究科長をもって充てる。 

６ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

７ 委員長に支障のあるときは，あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行す

る。 

８ 拠点形成・推進委員会は，委員の過半数の出席をもって成立するものとする。 

９ 拠点形成・推進委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のとき

は，議長の決するところによる。 

１０ 拠点形成・推進委員会では，委員長が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を

求め，その意見を聴くことができる。 

１１ この規程に定めるもののほか，拠点形成・推進委員会に関し必要な事項は，別に定

める。 

 

（実行委員会） 

第５条 実行委員会委員長は，拠点形成・推進委員会委員長が指名する。 

２ 実行委員会委員長の任期は，３年を越えない範囲で拠点形成・推進委員会委員長がそ

の都度定める。 

３ この規程に定めるもののほか，実行委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

（広報委員会） 

第６条 広報委員会委員長は，拠点形成・推進委員会委員長が指名する。 

２ 広報委員会は，「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と

社会実装」事業の広報に関する事項を審議し，実行する。 

３ 広報委員長は，各大学から若干名の広報委員を指名して組織する。 

４ 広報委員の任期は，拠点形成・推進委員長が定める。 

 

（アドバイザリーボード） 

第７条 拠点形成・推進委員会委員長は，共創的視点を有し子どものこころに関し広くか

つ高い見識を有する者をアドバイザリーボード委員として委嘱する。 

２ 前項の委員は，本事業の推進，計画，実施内容などについて，その専門性に基づき，

拠点形成・推進委員会委員長の求めに応じ，助言を行うものとする。 

３ アドバイザリーボード委員の任期は，拠点形成・推進委員会委員長が定める。 

 

（事務） 

第８条 拠点形成・推進委員会等に関する事務は，大阪大学医学系研究科事務部で行う。 

 

（雑則） 
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第９条 この規程に定めるもののほか，拠点形成・推進委員会及び関連する委員会等に関

し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この規程は，平成３１年４月４日から施行し，平成３１年４月１日から適用する。 

  附 則 

この改正は，令和元年８月２６日から施行し，令和元年８月８日から適用する。 
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〇大阪大学 新たな共同利用・共同研究体制の充実「子どものこころの研究センターから

展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業実行委員会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，大阪大学 新たな共同利用・共同研究体制の充実「子どものこころの 

研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業拠点形成・推進委員会等に

関する規程第５条第３項に基づき，「子どものこころの研究センターから展開する国際研究

拠点の形成と社会実装」事業実行委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定

めるものとする。 

（審議事項） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

（１）「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業

（以下「本事業」という。）の運営と実行に関すること。 

（２）本事業の予算執行計画，決算に関すること。 

（３）本事業の予算要求に関すること。 

（４）その他本事業の運営に関する必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１） 委員長 

（２） 参加大学における，子どものこころの研究センター長もしくは相当する組織の

長，または子どものこころの研究センター長から指名を受けた者 

  （３）共同研究推進部会，国際ハブ化推進部会，拠点化基盤推進部会，社会実装支援

部会，若手人材育成部会の部会長 

（４） その他 委員長が必要と認めた者 

２ 前項（４）の委員は３年を超えない範囲で委員長がその都度定める。 

（委員長） 

第４条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

２ 委員長に支障のあるときは，あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行する。 

（部会） 

第５条 委員会に以下の部会を置く。 

（１） 共同研究推進部会 

（２） 国際ハブ化推進部会 

（３） 拠点化基盤推進部会 

（４） 社会実装支援部会 

（５） 若手人材育成部会 

 

（事務） 

第６条 委員会に関する事務は，大阪大学医学系研究科事務部で行う。 
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（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

１．この規程は，令和元年８月８日から施行する。 

２．当分の間，共同研究推進部会と国際ハブ化推進部会は，共同研究推進・国際ハブ化推進

部会として活動する。 
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〇大阪大学 新たな共同利用・共同研究体制の充実「子どものこころの研究センターから

展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業広報委員会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，大阪大学 新たな共同利用・共同研究体制の充実「子どものこころの 

研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業拠点形成・推進委員会等に

関する規程第６条第３項に基づき，「子どものこころの研究センターから展開する国際研究

拠点の形成と社会実装」事業広報委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定

めるものとする。 

（活動内容） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議し実行する。 

（１）「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業

（以下「本事業」という。）の事業内容，成果などの広報に関すること。 

（２）本事業のホームページの作成，運営に関すること。 

（３）その他広報を通じて円滑な運営及び活動に資すること。 

（組織） 

第３条 委員会は次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）委員長 

（２）参加大学における委員長から指名を受けた者 

（３）その他 委員長が必要と認めた者 

２ 前項第３号の委員の任期は３年を超えない範囲で委員長がその都度定める。 

（委員長） 

第４条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

２ 委員長に支障のあるときは，あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行する。 

（事務） 

第５条 委員会に関する事務は，大阪大学医学系研究科事務部で行う。 

（雑則） 

第６条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この規程は，令和２年４月１日から施行する。 
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〇大阪大学 新たな共同利用・共同研究体制の充実「子どものこころの研究センターから

展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業に関する各部会内規 

 

（趣旨） 

第１条 大阪大学 新たな共同利用・共同研究体制の充実「子どものこころの研究センタ 

ーから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業（以下「本事業」という。）実行委員

会規程第７条に基づき，本事業の部会に関し必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 本事業部会は，本事業を円滑に実施することを目的とする。 

（共同研究推進部会の業務内容） 

第３条 共同研究推進部会の部会長は実行委員長が指名し，部会長が各大学から若干名の

部会委員を指名して組織する。 

２ 共同研究推進部会は次の各号に掲げる事項を審議，実行する。 

（１）アジアコンソーシアムのハブ拠点化推進に関すること。 

（２）国内共同研究・交流の推進に関すること。 

（３）国際共同研究・交流の推進に関すること。 

（４）その他部会に関すること。 

（国際ハブ化推進部会の業務内容） 

第 4 条 国際ハブ化推進部会の部会長は実行委員長が指名し，部会長が各大学から若干名

の部会委員を指名して組織する。 

２ 国際ハブ化部会は次の各号に掲げる事項を審議，実行する。 

（１）本事業の国際ハブ化の推進に関すること。 

（２）その他部会に関すること。 

（拠点化基盤推進部会の業務内容） 

第 5 条 拠点化基盤推進部会の部会長は実行委員長が指名し，部会長が各大学から若干名

の部会委員を指名して組織する。 

２ 拠点化基盤推進部会は次の各号に掲げる事項を審議，実行する。 

（１）本事業の拠点化基盤強化にかかる先端的研究の推進に関すること。 

（２）その他部会に関すること。 

（社会実装支援部会の業務内容） 

第 6 条 社会実装支援部会の部会長は実行委員長が指名し，部会長が各大学から若干名の

部会委員を指名して組織する。 

２ 社会実装支援部会は次の各号に掲げる事項を審議，実行する。 

（１） 自治体等と連携した社会実装の支援に関すること。 

（２） 社会実装の国際展開支援に関すること。 

（３） その他部会に関すること。 

（若手人材育成部会の業務内容） 

第７条 若手人材育成部会の部会長は実行委員長が指名し，部会長が各大学から若干名の
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部会委員を指名して組織する。 

２ 若手人材育成部会は次の各号に掲げる事項を審議，実行する。 

（１）若手人材育成に関すること。 

（２）その他部会に関すること。 

（事務） 

第８条 部会に関する事務は，大阪大学医学系研究科事務部で行う。 

（雑則） 

第９条 この内規に定めるもののほか，部会に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

１．この内規は，令和元年 8 月 8 日から施行する。 

２．当分の間，共同研究推進部会と国際ハブ化推進部会は，共同研究推進・国際ハブ化推進

部会として活動する。 
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＜委員会議事要旨＞ 

① 共同利用・共同研究拠点形成・推進委員会 議事要旨 

 

 

令和 3 年度 第 1 回 

共同利用・共同研究拠点形成 推進委員会・実行委員会 合同委員会 議事要旨 

 

日 時：令和 3年 5 月 13日（木）16:00-16:46 

場 所：各校にて Web会議（Zoom）により開催 

推進委員会 構成員：大阪校  佐藤 真 研究科長（委員長） 

片山泰一 副研究科長 

金沢校  横山 茂 副研究科長 

浜松校  土屋賢治 副研究科長 

千葉校  平野好幸 副研究科長 

福井校  松﨑秀夫 副研究科長 

弘前大学 中村和彦 教授 

 

実行委員会 構成員：大阪校  佐藤 真 研究科長（委員長）、片山泰一 委員 

               谷池雅子 委員、橘 雅弥 委員 

金沢校  横山 茂 委員、 

浜松校  土屋賢治 委員 

千葉校  平野好幸 委員、清水栄司 委員、 

福井校  友田明美 委員、藤澤隆史 委員 

弘前大学 中村和彦 委員 

欠席者：千葉校  田口佳代子 委員 

陪  席：大阪校   片桐、瀬戸、段家（事務局） 

 

議  事 

 

 ○議事に先立ち、委員長より、今回の議事内容について推進委員会、実行委員会の両

委員会で重複する部分が多いこと、また構成員の多くは両委員会に所属することから、

本委員会は推進委員会、実行委員会の合同で開催する旨、説明があった。 

 

○議事に先立ち、委員長から前回委員会（推進委員会：令和 3 年 2 月 12 日、実行委

員会：令和 3年 3月 18日）の議事要旨の確認があった。 【資料 1-1, 1-2】 

 

 <協議事項> 
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１．実行委員、広報委員、各部会員の追加、変更について【資料 2】 

・委員長より、配布資料に基づき、実行委員、広報委員、各部会員の追加、変更の説

明があり、令和 3年度の委員について承認された。 

 

２．令和 3年度の活動計画（学校別・部会別）と予算計画（部会別）について【資料 3-

1,3-2,3-3】 

 ・各校委員、広報委員長、各部会長より、配布資料に基づき、令和 3 年度の活動計画

について説明があった。 

 ・委員長より、活動計画に基づいた活動実績について、例年年度末に報告いただいて

いるが、本年度は文部科学省との交渉が年度途中に予定されており、年度途中にご

報告いただく場合があるため、その際にはご協力いただきたい旨依頼があった。 

 ・また、委員長より、各校の活動計画を共有することにより、単独での活動だけでな

く共同研究、共同事業の可能性を模索し、拡大を図っていただきたい旨依頼があっ

た。 

 

３．アドバイザリーボード先生方への助言依頼について【資料 4】 

 ・委員長より、アドバイザリーボードの先生方へご助言を頂くプロセスについて各校

推進委員がアドバイザリーボードの先生方とコンタクトをとり、事業報告書（6月

初旬配布予定）に基づき 2年分の事業報告を行い、アドバイスを頂くこととし、必

要があれば各校推進委員とともに委員長も説明に赴くことが確認された。 

 

４．その他 

 ・共同研究推進・国際ハブ化推進部会長より、本年度の共同研究支援公募について、

現在、5 月 14 日を締め切りとして公募を行っているが、残念ながら現時点での応

募数がまだ少なく、また今月末開催予定の小児神経学会においても公募を行う予定

であるため、締切日を 6 月４日まで延長したい旨説明があり、承認された。また、

公募期間延長に関して、各校の先生方や外部の共同研究者への周知と積極的な応募

について依頼があった。 

 

＜報告事項＞ 

１．令和 3年度の「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と

社会実装」 に係る事業実施経費に関する覚書について 【資料 5】 

・委員長より、配付資料に基づき、事業実施経費に関する覚書について報告があった。

また、各校における円滑な同経費の執行について依頼があった。 

 

以 上 
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令和 3年度第 2回  

共同利用・共同研究拠点形成・推進委員会 議事要旨 

 

 

日 時：令和３年７月１６日（金）１４：００～１４：４０ 

場 所：各校にて Web会議（Zoom）により開催 

構成員：大阪校  佐藤 真 研究科長（委員長） 

片山 泰一 副研究科長 

金沢校  横山 茂 副研究科長 

浜松校  土屋賢治 副研究科長 

千葉校  平野好幸 副研究科長 

福井校  松﨑秀夫 副研究科長 

弘前大学 中村和彦 教授 

陪席： 大阪校  片桐、瀬戸、段家（事務局） 

 

 

議 事 

 

<協議事項> 

１．アドバイザリーボード委員の助言について（途中経過報告）【資料 2-1,2-2,2-

3,2-4】 

 ・アドバイザリーボード委員と面談を行った各委員より、資料に基づき、その   

助言内容について、説明、報告があった。 

 ・委員長より、面談未実施の委員に対して、面談を進めるよう依頼があった。 

 

２．共共事業の予算申請枠組みの変更について【資料 3,4-1,4-2,4-3,5,6,7,8,9】 

 ・委員長より、資料に基づき、共共事業の申請枠組みの変更について、その現   

状と見通し、方向性の説明があった。なお、予算要求の結果、ゼロ査定とな 

る可能性があり、その場合は、各校で現在の雇用を維持する際には、人件費 

の手当てをお願いする旨説明があった。 

                                   

以 上 
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令和 3 年度 第 3 回 

共同利用・共同研究拠点形成 推進委員会 議事要旨 

 

 

日 時：令和 3年 9 月 16日(木）17:46-18:01 

場 所：各校にて Web会議（Zoom）により開催 

実行委員会 構成員：大阪校  佐藤 真 研究科長（委員長）、 

                              片山泰一 副研究科長 

               橘 雅弥 准教授 

金沢校  横山 茂 副研究科長 

浜松校  土屋賢治 副研究科長 

千葉校  平野好幸 副研究科長 

清水栄司 教授 

福井校  松﨑秀夫 副研究科長 

陪  席：大阪校   片桐、瀬戸、段家（事務局） 

 

 

議  事 

 

○議事に先立ち、委員長から前回委員会（令和 3 年 7 月 16 日）の議事要旨の確認が

あった。(資料 1) 

 

 <協議事項> 

１．令和 4年度概算要求、事業方向性について（資料 2） 

   委員長より、資料に基づき、令和 4年度概算要求、事業方向性について説明があ

った。 

 

２．外部評価について 

委員長より、外部評価を受ける時期について、1月中遅くとも 2月上旬でどうか

と提案がなされ、承認された。また、委員長より、外部評価を受ける前に実績をま

とめる必要があるので、その際には改めて協力をお願いしたい旨、依頼があった。 

  

                                    以 上 
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② 共同利用・共同研究拠点・実行委員会 議事要旨 

 

 

令和 3 年度 第 1 回 

共同利用・共同研究拠点形成 推進委員会・実行委員会 合同委員会 議事要旨 

 

日 時：令和 3年 5 月 13日（木）16:00-16:46 

場 所：各校にて Web会議（Zoom）により開催 

推進委員会 構成員：大阪校  佐藤 真 研究科長（委員長） 

片山泰一 副研究科長 

金沢校  横山 茂 副研究科長 

浜松校  土屋賢治 副研究科長 

千葉校  平野好幸 副研究科長 

福井校  松﨑秀夫 副研究科長 

弘前大学 中村和彦 教授 

 

実行委員会 構成員：大阪校  佐藤 真 研究科長（委員長）、片山泰一 委員 

               谷池雅子 委員、橘 雅弥 委員 

金沢校  横山 茂 委員、 

浜松校  土屋賢治 委員 

千葉校  平野好幸 委員、清水栄司 委員、 

福井校  友田明美 委員、藤澤隆史 委員 

弘前大学 中村和彦 委員 

欠席者：千葉校  田口佳代子 委員 

陪  席：大阪校   片桐、瀬戸、段家（事務局） 

 

議  事 

 

 ○議事に先立ち、委員長より、今回の議事内容について推進委員会、実行委員会の両

委員会で重複する部分が多いこと、また構成員の多くは両委員会に所属することから、

本委員会は推進委員会、実行委員会の合同で開催する旨、説明があった。 

 

○議事に先立ち、委員長から前回委員会（推進委員会：令和 3 年 2 月 12 日、実行委

員会：令和 3年 3月 18日）の議事要旨の確認があった。 【資料 1-1, 1-2】 

 

 <協議事項> 

１．実行委員、広報委員、各部会員の追加、変更について【資料 2】 

・委員長より、配布資料に基づき、実行委員、広報委員、各部会員の追加、変更の説
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明があり、令和 3年度の委員について承認された。 

 

２．令和 3年度の活動計画（学校別・部会別）と予算計画（部会別）について【資料 3-

1,3-2,3-3】 

 ・各校委員、広報委員長、各部会長より、配布資料に基づき、令和 3 年度の活動計画

について説明があった。 

 ・委員長より、活動計画に基づいた活動実績について、例年年度末に報告いただいて

いるが、本年度は文部科学省との交渉が年度途中に予定されており、年度途中にご

報告いただく場合があるため、その際にはご協力いただきたい旨依頼があった。 

 ・また、委員長より、各校の活動計画を共有することにより、単独での活動だけでな

く共同研究、共同事業の可能性を模索し、拡大を図っていただきたい旨依頼があっ

た。 

 

３．アドバイザリーボード先生方への助言依頼について【資料 4】 

 ・委員長より、アドバイザリーボードの先生方へご助言を頂くプロセスについて各校

推進委員がアドバイザリーボードの先生方とコンタクトをとり、事業報告書（6月

初旬配布予定）に基づき 2年分の事業報告を行い、アドバイスを頂くこととし、必

要があれば各校推進委員とともに委員長も説明に赴くことが確認された。 

 

４．その他 

 ・共同研究推進・国際ハブ化推進部会長より、本年度の共同研究支援公募について、

現在、5 月 14 日を締め切りとして公募を行っているが、残念ながら現時点での応

募数がまだ少なく、また今月末開催予定の小児神経学会においても公募を行う予定

であるため、締切日を 6 月４日まで延長したい旨説明があり、承認された。また、

公募期間延長に関して、各校の先生方や外部の共同研究者への周知と積極的な応募

について依頼があった。 

 

＜報告事項＞ 

１．令和 3年度の「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と

社会実装」 に係る事業実施経費に関する覚書について 【資料 5】 

・委員長より、配付資料に基づき、事業実施経費に関する覚書について報告があった。

また、各校における円滑な同経費の執行について依頼があった。 

 

                                   以 上 
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令和 3 年度 第２回 

共同利用・共同研究拠点形成 実行委員会 議事要旨 

 

 

日 時：令和 3年 9 月 16日(木）17:00-17:46 

場 所：各校にて Web会議（Zoom）により開催 

実行委員会 構成員：大阪校  佐藤 真 研究科長（委員長）、片山泰一 委員 

               谷池雅子 委員、橘 雅弥 委員 

金沢校  横山 茂 委員、 

浜松校  土屋賢治 委員 

千葉校  平野好幸 委員、清水栄司 委員、田口佳代子 委員 

福井校  友田明美 委員、藤澤隆史 委員 

弘前大学 中村和彦 委員 

陪  席：大阪校   瀬戸、段家（事務局） 

 

 

議  事 

 

○議事に先立ち、委員長から前回委員会（推進委員会・実行委員会 合同委員会：令

和 3年 5月 13日）の議事要旨の確認があった。(資料 1) 

 

 <協議事項> 

１．令和 3年度事業活動の進捗状況報告（学校別・部会別） 

・各委員より、配布資料（事業活動計画）(資料 2-1)に基づき、KPI 評価項目毎に、

現在までの進捗状況について、説明があった。弘前・中村委員より、配布資料（中

間報告）(資料 2-3, 2-4)に基づき、現在までの進捗状況について説明があった。 

 ・広報委員長、各部会長より配布資料（広報委員会、部会 事業活動計画）（資料 2-

2）に基づき、現在までの進捗状況について、説明があった。また、各部会長より、

配布資料(資料 3,4-1,4-2,5-1,5-2)に基づき、支援採択課題について報告があった。 

 

２．委員長より、下半期においても引き続き積極的な事業活動を推進していくよう依頼

があった。また、「令和 3 年度事業報告書」について、本年度中もしくは来年 4 月

中の作成を予定しており、その際には改めて協力をお願いしたい旨、依頼があった。

また、今期発行論文の 1枚目 PDF版を大阪校にて一元管理する旨、説明があり、大

阪校へ送付するよう依頼があった。  

                                    以 上 
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令和３年度 第３回 

共同利用・共同研究拠点形成 実行委員会 議事要旨 

 

 

日 時：令和４年３月９日(水）９:００-９:５５ 

場 所：各校にて Web会議（Zoom）により開催 

実行委員会 構成員：大阪校  佐藤 真 研究科長（委員長）、片山泰一 委員 

               橘 雅弥 委員 

金沢校  横山 茂 委員、 

浜松校  土屋賢治 委員 

千葉校  平野好幸 委員、田口佳代子 委員 

福井校  友田明美 委員、藤澤隆史 委員 

弘前大学 中村和彦 委員 

      欠席者：大阪校  谷池雅子 委員、清水栄司 委員 

陪  席：大阪校   段家（事務局） 

 

 

議  事 

 

○議事に先立ち、委員長から前回委員会（令和 3 年 9 月 16 日実施）の議事要旨の確

認があった。(資料 1) 

 

 <報告事項> 

１．各校より令和 3 年度の事業活動報告 

・各校委員より、配布資料（各校事業活動報告）(資料 2)に基づき、KPI 評価項目毎

に、令和 3年度の事業活動について、報告があった。 

 

２．広報委員会より令和 3年度の事業活動報告 

 ・広報委員長より、配布資料（資料３）に基づき、令和 3 年度の事業活動について、

報告があった。 

 

３．各部会より令和 3年度の事業活動報告 

・共同研究推進・国際ハブ化推進部会長、拠点化基盤推進部会長より、配布資料（資

料 4）に基づき、令和 3年度の事業活動について、報告があった。 

・社会実装支援部会長（代理：平野委員）より、配布資料（資料 5-1～5-3）に基づき、 

令和 3年度の事業活動について、報告があった。 

・若手人材育成部会長（代理：佐藤実行委員長）より、配布資料（資料 6-1, 6-2）に 

基づき、令和 3年度の事業活動について、報告があった。 
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４．事業活動報告会実施について 

 ・研究科長より、配布資料（資料 7）に基づき、説明があった。開催日時は３月２７ 

日（日）１３時～、本事業に尽力いただいた関係者を対象に開催、またオンライン 

（Zoom）開催となる旨、説明があった。また、研究科長より、本報告会の発表資料 

として、各校委員に対して、事業活動実績を表したスライドの提出依頼があった。 

 

５．外部評価委員会実施について 

 ・ 研究科長より、外部評価委員の先生方に対し、３年間の本事業活動実績報告のた 

め、４月に外部評価委員会を開催する旨、説明があった。すでに日程調整済である 

こと、オンラインでの開催となること、外部評価委員への報告資料としては、事業 

報告書（冊子）とスライド（３月２７日の事業活動報告会で使用したもの）を使用 

する旨、 説明があった。 

 

 

                                    以 上 
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 ＜部会議事要旨＞ 

共同研究推進・国際ハブ化推進部会、拠点化基盤推進部会 議事要旨 

 

第 11 回（令和 3 年度第 1 回） 

共同研究推進・国際ハブ化推進部会、拠点化基盤推進部会 合同部会議事要旨 

 

日 時：令和３年６月２８日（月）９：００～９: ５５ 

場 所：各校にて Web 会議（Zoom）により開催 

構成員（国際ハブ化推進部会） 

大阪校  橘 雅弥 部会長 

金沢校  池田尊司 委員 

浜松校  西村倫子 委員 

千葉校  浦尾悠子 委員 

福井校  謝敏かく 委員、西谷正太 委員 

弘前大学 高橋芳雄 委員 

   （拠点化基盤推進部会） 

    浜松校  土屋賢治 部会長 

    大阪校  吉村 武 委員 

    金沢校  矢追 健 委員 

    千葉校  関 陽一 委員 

    福井校  藤澤隆史 委員、謝敏かく 委員 

    弘前大学 斉藤まなぶ委員 

欠席者：大阪校  菱谷好洋 委員 

金沢校  廣澤 徹 委員、An Kyung-Min 委員 

浜松校  原田妙子 委員 

千葉校  久能 勝 委員 

陪席 ：大阪校  段家（事務局） 

 

議題： 

1. 部会員の変更、追加について【資料１】 

 橘部会長より、本年度の国際ハブ化推進部会のメンバー追加、変更の説明があった。

金沢校は辻知陽先生から廣澤徹先生に変更、千葉校からは浦尾悠子先生が加わること

となった。また、拠点化基盤推進部会においてはメンバーの変更、追加はなしというこ

とが確認された。 
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2. 令和 3 年度第 1 回推進・実行合同委員会（令和 3 年 5 月 13 日）の報告【資料２-1,2-

2,2-3】 

   橘部会長より、資料にもとに、本年度の各校の活動計画が紹介された。各校の取り組

みではあるが、部会として協力できるものがあれば、積極的に協力していきたいと話が

あった。また、国際ハブ化推進部会の年間活動計画についても説明があった。 

 

3. 外部資金の獲得について【資料 3】 

  橘部会長より、本年度の部会予算額について説明があり、外部資金を積極的に獲得し

ていく方針について説明があった。 

 

4. 令和 3 年度共同研究支援募集 採択課題の決定について【資料 4,5】 

 申請課題の内容、審査結果について確認され、協議された結果、採点者（3 名）全員

が採択とした課題（8 課題）については採択されることとなった。3 名のうち 1 名が不

採択とした課題（2 課題）についても、審議の結果、採択されることとなった。3 名の

うち 2 名が不採択とした課題（1 課題）については、国際化の視点など主旨から外れる

内容であると判断し、審議の結果、不採択とすることになった。結果、採択課題は学内

8 件、学外 2 件の計 10 件となった。審査の際のコメント、審査理由について、採択・

不採択にかかわらず、申請者に通知した方がいいのではないかという意見が出され、協

議の結果、通知するという前提で再度コメントを修正し、それらを申請者に通知すると

いうことで承認された。 

 また、来年度以降の審査方法や点数の公表の有無、フィードバックの方法、手順など

については、12 月頃に来年度の募集要項を作成するので、そこで改めて議論していく

ということが確認された。 

 

５．Network Metaanalysis セミナーの開催について【資料 6】 

土屋部会長より、令和 3 年度の拠点化基盤推進部会の活動の方向性について、説明 

があった。部会の役割であったデータベースの共有化については、Redcap に集約され 

つつあるので、本年度は「資金を獲得していくこと」「6 大学が一緒に共同研究を進め 

るネタづくり」の 2 項目を中心に行っていきたい。「資金獲得」については、国際化に 

資するものがあれば、積極的に申請していく。「ネタ作り」については、6 大学で一緒 

にできることを模索し、戦略的な話し合いの場も設けていきたいと考えている、また先 

生方からの 6 大学への研究の投げかけや提案も出していただきたいと依頼があった。 

  また、具体的な取り組みとして、浜松校の Shafiur Rahman 先生を中心に、6 大学で、

metaanalysis のネットワーク・ワークショップの開催ができないかと計画している。

学生と教員向けに 3 時間程度（10 月 9 日を確保）で予定している。このワークショッ

プを足掛かりに、今後 6 大学でネットワークに移行し、情報収集し、論文化までできな

いかと考えている。                           

以上 
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第 12 回（令和 3 年度第 2 回） 

共同研究推進・国際ハブ化推進部会 議事要旨 

 

日 時：令和３年１２月７日（火）１４：００～１４: ３７ 

場 所：各校にて Web 会議（Zoom）により開催 

構成員（国際ハブ化推進部会） 

大阪校  橘 雅弥 部会長 

金沢校  池田尊司 委員、廣澤 徹 委員 

浜松校  西村倫子 委員 

千葉校  浦尾悠子 委員 

福井校  西谷正太 委員 

弘前大学 高橋芳雄 委員 

欠席者：大阪校  菱谷好洋 委員 

浜松校  原田妙子 委員 

千葉校  久能 勝 委員 

福井校  謝敏かく 委員 

陪席 ：大阪校  段家（事務局） 

 

議題： 

1. 予算執行について【資料 1-1, 1-2】 

 部会長より、資料 1-1 に基づき、国際ハブ化推進部会・拠点化基盤推進部会に割り当

てられている共共予算の現在の執行状況と執行予定について説明があった。共共予算

において、共同研究支援と REDCap 保守費は支払い確定しているが、これ以外のレジ

ストリ登録にかかる項目（カルテフォーマット作成、連携のための出張費、データ・リ

ソース整備費）については、執行予定が立っていない。また、大阪大学医学部附属病院・

未来医療開発部・国際医療センターからの支援（資料 1-2）の一部がデータ・リソース

整備費と重複があったり、執行できていない部分もあり、今後の予算執行の詳細につい

ては、本来なら部会員の先生方と相談すべきところであるが、部会長（橘先生、土屋先

生）に一任いただけるとありがたい。国際医療センターの支援の一部については、ハー

ド面でのデータベースシステム構築費用にさせていただく予定である。また、レジスト

リについては、科研費（国際共同研究強化 B）を獲得できたので、こちらを活用して継

続していく予定である。 

 

2. 国際シンポジウムについて【資料２】 

   部会長より、本年度の国際シンポジウム開催について、説明があった。昨年同様、こ

ころのセンター連絡会に合わせて、同日（1 月 21 日（金）予定）に開催したい。ハイ
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ブリッドでの開催を予定している。内容については、海外からの報告と日本側からの報

告を予定しているが、日本側からの報告については、昨年度は大阪校が報告を行ったが、

本年度は大阪校以外の 2～3 校が研究成果や今後の共同研究提案などを発表していただ

ければと考えている。発表内容は、東南アジアとの連携や共同研究といった成果や提案

がうちだせればよいが、各校の共共事業の取り組み、１つの研究成果に絞り込んだ内容、

海外との共同研究の進捗状況やこれまでの取り組みなどの内容でお願いしたい。日本

側の発表時間は 40 分程度の見込みなので、全校から発表いただくのは難しい。12 月末

までにプログラムを固めたいと考えている。部会長より部会員に、改めてメールにて報

告者と演題について募集（問い合わせ）をするので、1 週間程度を目途に各大学でのご

調整をお願いしたい。 

 

3. 共同研究発表会について【資料 3】 

  部会長より、本年度の共共事業・共同研究発表会（支援課題報告会）について、説明

があった。本年度も昨年同様 3 月末に開催を予定している。本年度の支援課題＋昨年

度の支援課題のうち昨年の発表会で発表されなかった課題が対象である。この発表会

については、昨年同様 WG を作り一部の先生にリーダーとなっていただいて、日程調

整やプログラム構成などを含め開催のお手伝いを頂きたい。WG リーダーについては、

部会欠席の先生を含め、改めて部会長より声掛けするので、ご協力いただけるとありが

たい。 

 

4. 来年度以降の事業について【資料 4】 

 部会長より、資料 4 にもとづき、本事業の来年度以降の予定について、説明があっ

た。令和 4 年度より文科省への事業申請の枠組みがかわり、本事業はいったん本年度

で終了となる。来年度以降の事業については、変更された枠組みの中で申請中である。

1 月初め頃に採択結果が届く予定なので、届き次第改めてご報告させていただく。（レ

ジストリについては国際 B で継続。） 

 

５．公開シンポジウムについて【資料 5】 

部会長より、公開シンポジウム実施について、説明があった。3 月 27 日～29 日にか

けて大阪大学箕面キャンパス・箕面市立文化芸能劇場にて、第 127 回日本解剖学会総

会・全国学術集会が開催されるのに合わせて共共事業の 3 年間の集大成として公開シ

ンポジウムの開催を研究科長より打診され、開催する方向でお返事した。共共事業全体

の連携で実施してきたこと、各大学での取り組みなど、発表できればと考えている。運

営、企画は多分本部会が担当することになるので、1 月のシンポジウムが終わったら、

実際に動き出さないといけない。内容等については、部会員に改めてご協力、ご相談を

させていただきたい。 

 

（質疑） 
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Ｑ（西村委員） 年度末にかけて、3 つの発表・講演の機会があるが、それぞれ発表

者の重複があっても問題ないか？  

Ａ（部会長） 問題ない。また、３つの大きなイベントが連続するので、それぞれ部

会内で重複しないように担当者を決めて、準備や運営のお手伝いをいただきたいと考

えている。 

 

                          

以上 
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社会実装支援部会議事要旨 

 

令和 3 年度 第 1 回 共共拠点・社会実装支援部会 議事要旨 

 

日 時：令和３年７月１日（木）１１：００～ 

場 所：各校にて Web 会議（Zoom）により開催 

構成員：千葉校  清水栄司 委員長 

大阪校  藤野陽生 委員 

金沢校  田中早苗 委員 (ご欠席) 

浜松校  岩淵俊樹 委員 

千葉校  浦尾悠子 委員 

福井校  松﨑秀夫 委員、島田浩二 委員 

弘前大学 新川広樹 委員 

 

協議事項： 

１．各大学の国際的な社会実装の取り組みについて 

 

7 月 14 日までに、国際的な社会実装の取り組みを清水までメールで申し込み、メール

審議を 7 月 31 日までにする。 

 

２．KPI についての記載方法の統一について 

 

昨年度の実績、福井校がもれていても申し訳ございませんでした。 

 

大阪校 

市民公開シンポジウム 2 件、報道数 7 件、専門家研修 18 件、教材 0 件 

金沢校 

市民公開シンポジウム等 ７件、報道数 ７件、専門家研修 ４件、教材作成 ３件 

浜松校 

市民公開シンポジウム 1 件、報道数 7 件、専門家研修 8 件、教材作成 0 件 

千葉校 

市民公開シンポジウム ８件、報道数 7 件、専門家研修 13 件、教材作成 6 件 

福井校 

市民公開シンポジウム １件、報道数 29 件、専門家研修 44 件、教材作成 6 件 

弘前大学 

市民公開シンポジウム 2 件、報道数 36 件、専門家研修 14 件、教材作成 1 件 
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参加者数は、可能な範囲で記録（概数とか、不明な場合でも可能） 

主催、講師派遣を切り分けておくが、まとめてカウントする 

 

以上 

 

 

 

令和 3年度 第 2回 共共拠点・社会実装支援部会 メール審議 

 

審議内容：「国際的な社会実装の取り組み」支援課題について 

 

下記の取り組みとさせていただきたいのですが、それでよいかにつきまして、可否を７月３

１日までに、清水までメールでご連絡をいただければ、幸いです。どうぞよろしくお願い申

し上げます。                        清水栄司（千葉大学） 

 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

申請課題：唾液オキシトシンによるアートワークショップの効果検証に関するトライアル 

実証 

申請者： 金沢大学子どものこころの発達研究センター 辻 知陽, 田中 早苗,  

Aya Iguchi-Sherry, Maki Rooksby 

 

ASDなど発達の特性のある人は、その社会性やコミュニケーションの特徴から、自己肯定

感が下がったり不登校や引きこもりに陥ったりするリスクが高い。それらのリスクを軽減

する社会的処方箋（Social Prescription）としてアート活動が注目されている。アート

活動の療育効果や教育実践の有効性は、臨床現場では以前より認識されているものの、実

際の効果を捉える生理学的指標はこれまでにない。我々は心理学的指標と唾液中オキシト

シン濃度の測定により、アート活動への参加がもたらす効果について捉えることで、生理

学的指標の確立を目指している。本研究では社会的処方箋として地域にアート活動を提供

している英国の芸術家団体 ArtlinkCentral及び Glasgow大学所属の研究者と共にアート

ワークショップを開催し、参加者のタイプ別に適切なアート活動の形式を探索しつつ、よ

り多くの子どもや大人へアート活動参加の機会を提供するためのシステムを構築すること

を目的とし準備を進めてきている。コロナ禍において、英国でのデータ収集は見合わせて

いるが、今年度は英国チームと連携したオンラインアートワークショップを国内で開催す

るためのトライアル実証を行う。本件ではこれにかかる費用について申請する。 
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若手人材育成部会議事要旨 

 

 

第 1 回共共拠点形成・若手人材育成部会 議事要旨 

 

 

日 時：令和３年５月２８日（金）１０：３０～１０：５８ 

場 所：各校にて Web会議（Zoom）により開催 

構成員：（大阪校） 部会長 谷池 雅子 教授 

       （金沢校） 田中 早苗 助教 

    (千葉校)  中川 彰子 教授 

    (福井校)  松﨑 秀夫 教授 

    （弘前大学）新川 広樹 特任助手（代：斉藤まなぶ 准教授） 

欠席者：（浜松校） 土屋 賢治 教授 

事務局：（大阪校） 段家 

 

 

議事：令和 3年度予算使用計画について 

 

 部会長より、本年度の部会予算として昨年同額の 40万円が配分されている旨、

説明があった。若手人材への支援方法について意見交換され、以下のように決定

された。 

 

・支援については、国際学会での発表、参加を最優先とする。 

・今回は前後半期に分けず、予算全てを対象として一括公募する。件数は定めな

いこととする。 

・一度の公募で上限に達しない場合、後半期に追加公募を考慮する。 

・公募方法については、大阪校より通知を出す。応募者は規定の申請用紙を各校

委員に提出する。各校委員は各校ごとにとりまとめ、大阪校へ提出する。 

・応募締め切りは 2週間後の 6月 11日（金）とする。 

・応募締め切り後、大阪校が全応募書類をとりまとめ、各委員と共有する。各委

員は次回部会までに応募書類を確認、採点する。 

・採否については、次回部会にて決定する。 

 

 

                                以 上 
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第２回共共拠点形成・若手人材育成部会 議事要旨 

 

 

日 時：令和３年６月２８日（月）１５：００～１５：１５ 

場 所：各校にて Web会議（Zoom）により開催 

構成員：大阪校 部会長 谷池 雅子 教授 

        金沢校     田中 早苗 助教 

    浜松校     土屋 賢治 教授 

    千葉校      中川 彰子  教授 

    福井校      松﨑 秀夫  教授 

     弘前大学    斉藤まなぶ 准教授 

事務局：大阪校     段家 

 

 

議事：若手人材育成部会 若手研究者支援公募 採択決定について 

 

 若手研究者支援の申請内容、審査結果について、意見交換され、採択・不採択

が以下のとおり決定された。 

・No.2、No.7、No.8 の申請については、全先生が満点評価であった。採択決定

とする。 

・No.5、No.6 については、評価合計点が低い。学会発表でなく学会参加のみの

費用であること、論文アクセプト後の経費でないことから、今回は不採択とする。 

・No.1、No.4については、学会の開催様式（ハイブリッドか、Web のみか等）が

確定した後、後期に改めて申請していただく。 

・No.3については、 英文校閲費を除いた、参加費のみ支援する。 

・後期の公募は 12 月頃行い、学会参加費のみならず、論文投稿支援も可とする。 

 

 

                                

以 上 
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第３回共共拠点形成・若手人材育成部会 議事要旨 

 

 

日 時：令和３年１２月２０日（月）１０：００～１０：２０ 

場 所：各校にて Web会議（Zoom）により開催 

構成員：大阪校 部会長 谷池 雅子 教授 

        金沢校     横山 茂  教授（代理出席） 

    浜松校     土屋 賢治 教授 

    千葉校      中川 彰子  教授 

    福井校      松﨑 秀夫  教授 

     弘前大学    斉藤まなぶ 准教授 

欠席者：金沢校     田中 早苗 助教 

事務局：大阪校     段家 

 

 

議事： 

１．若手人材育成部会 若手研究者支援公募 採択決定について 

  若手研究者支援の申請内容、審査結果について、意見交換され、以下のとお   

り採択が決定した。 

・No.2については、国内学会参加に係る費用の申請ではあるが、今後の国際 

共同研究につながる可能性のある内容である。金額についても、前期の採択  

者と比べても妥当である。希望額満額での支援を決定する。  

・No.1と No.3については、残りの予算を二分して支給することとする。  

 

２．その他 

  来年度以降の募集方法について、意見交換され、年１回のみの募集とする案 

や、前期で予算額に満たない場合には後期に改めて募集とする案など出さ 

れたが、これについては、来年度に改めて議論、決定する旨、確認された。 

 

                                

以 上 
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＜その他＞ 

本事業ならびに本報告書についてのご意見，ご質問等は 

大阪大学大学院連合小児発達学研究科 共共拠点事業 拠点形成・推進委員会委員長

（〒565-0871 大阪府吹田市山田丘２－２）までお願いいたします。 

 

 

 

 


